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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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[image: 第一話　盗っ人×ンブー・イナグ]




　旅は嫌きらいだ。旅に出ると人は、浮うかれて愚おろかな行動に出るという。

「……ほーう」

　食堂の入り口に貼はり出されたメニュー表を見ながら、あごをさするこの青年もまた、初めての一人旅に浮かれていた。

　白いシャツの袖そでをまくり、ジーンズをはいている。背はさほど高くもなく、特筆するほど低くもなく。最近の偏かたよった食生活のせいか、体ばかりは細かった。

　黒くろ髪かみに色白の、いかにも陰いん気きな猫ねこ背ぜの男だ。

　キャリーケースを引き、くわえてショルダーバッグをさげている。高校三年の夏休みを利用して、この小さな島に上陸したばかりである。

　元来男は、その白い肌はだが物語るように、部屋で黙もく々もくと過ごす休日を好んでいた。家を出る機会があるとすれば、塾じゆくか図書館か夏期講習か、くらいだ。

　祖父と父が政治家であるという家系に生まれ、優ゆう秀しゆうな親の血を引く多くの息子むすこたちがそうであるように、この一ひと粒つぶ種だねもまた跡あと目めを継つぐ宿命を担になっていた。

　だからこそ彼の学園生活に、級友らとわいわい談だん笑しようする一幕はない。高校入学と同時に受験勉強を始め、部活を選ぶクラスメイトたちを尻しり目めに塾を選んだ。

　無む味み乾かん燥そうの青春と笑うでない。断捨離乙おつと見くびるでない。父を始め家族はみなそんな彼を誇ほこりに思っていたし、彼もまた、そのような生活に身を投じる自分に満足していた。

　すべてはよき大学に入り、よき就職をして、よき政治家になるために。

　しかし。ああ、しかし一年前のことである。

　高校二年の夏休みの初め、男はつまずいた。愚かにも、恋こいをしたのだ。

　つまりこの男。旅に出なくても愚かであった。名を三み鷹たか春はる秋あきという。僕だ。




　ショルダーバッグの中には、家から持参したいなり寿ず司しが入っている。

　恋にやぶれた僕は、いろいろあって「いなり寿司しか食べられない呪のろい」にかかった。「いなり寿司以外のものを食べると吐はいてしまう呪い」と言い換かえてもよい。

　この呪いが恐おそろしいのは、体はいなり寿司しか受けつけないくせに、他ほかの食材への食欲が消えないというところだ。むしろいなり寿司しか食べられないことで、より欲ほつするようになったように思う。もともと食が太いわけではなかったはずなのに、うまそうな料理の写真が視界に入るだけでいちいち喉のどが鳴る。

　旅先でしか食べられない珍めずらしい料理となればなおさらだ。

　僕は、高速船乗り場に隣りん接せつする食堂の前で、足を止めてしまっていた。

「軟なん骨こつソーキそば……。軟骨、とはこれいかに」

　ソーキそばの[image: ]ソーキ[image: ]ならば知っている。ブタのあばらを煮に込こんだお肉──言わばスペアリブだ。しかし[image: ]軟骨ソーキ[image: ]は初耳である。店前の写真を見ればただのスペアリブに見えなくもないが……望めば食べられる店の前で、好こう奇き心しんを無理に抑おさえるのも体によくない。僕は「ま、あとで吐けばいっか」くらいの気軽さで入店した。

　目の前に運ばれて来たのは、沖おき縄なわそばの上にどん、と載のせられた軟骨ソーキである。でかい。どうせ吐いてしまうのだから、半分以上は残すつもりであった。

　しかしこんなにあると残しにくいな……と後こう悔かいを少々。

　肉に箸はしを入れると、ほろほろと崩くずれる。驚おどろくほど軟やわらかい。焼き肉店では[image: ]骨付きカルビ[image: ]と名めい称しようを変えるのがスペアリブである。はたして、軟骨ソーキにも骨はあった。

　しかしその軟骨。見目にも軟らかすぎている。箸を振ふればぷるぷると震ふるえる。骨がないにもほどがある。ちゃんと食い物なのだろうか。

[image: ]軟骨ソーキ[image: ]を骨ごと口に入れた途と端たん、まず初めに、肉が口の中でほどけた。

「……ふむ」

　かむたびににじみ出る肉にく汁じゆうが、口内に広がる。そして軟骨である。とろとろの軟骨が肉にからみ、濃こい味付けをマイルドにしてくれている。

「ふうん──」めちゃくちゃ、おいしかった。

　思わず「うまっ」と飛び出しかけた感かん嘆たんを、肉にからめて嚥えん下かする。

　足りない。まだ足りないもっと欲しい。濃い味付けのソーキに、とろりとからむ不思議な食感。軟骨ソーキをかみ切って、そばをすする。

　コシのある麵めんにこれまた濃のう厚こうな汁しるがからんで食が進む。

　軟骨ソーキを箸先でつまみ、改めてぷるぷると揺ゆらしてみる。かわいい。なぜこれほどまでに軟らかいのだ、コラーゲンの権ごん化げめ。煮込みすぎだろう、ああもうかわいい！

　骨にくっついているのがスペアリブである。骨からかみちぎるのが醍だい醐ご味みである。なのにこんなにも軟らかいなんて、これでは、骨と肉とをかみ分けることができない。ひどい。ひどすぎておいしい。これほどうまくて四五〇円はおかしい。

「おかしいっ……！」

　静かなる興奮に気づかれたか、カウンターの向こうから三角巾きんをかぶった丸顔のおばさんが、「おいしいねえ？」とニコニコした微笑ほほえみを向けた。

　うまい料理は人の性格を変える。僕はらしくもなく食い気味で答えた。

「はいっ、めっちゃっうま──」




「──ぉろろろろロロロッ……!!」

　食堂を出てすぐに、食べたものはすべて吐いてしまった。

　橋の欄らん干かんに手を置いて、眼下の水面に吐と瀉しや物をぶちまける。

　まあ予想内ではあるが、気分は最悪だ。

　いなり寿司以外の固形物を胃に入れたのは久しぶりだった。少し味見するつもりが、汁までぺろりと完食してしまった。胃がびっくりして、吐き気はいつもより早めに訪おとずれるかもしれないと覚かく悟ごはしていた。しかしまさか、食堂を出て一分と経たたないうちに吐き気に見み舞まわれるとは。僕もびっくりである。

　食堂の前には二車線の車道が横切っており、渡わたった向こうに川を発見したのは僥ぎよう倖こうであった。橋の欄干に飛びついたと同時に、胃をせり上がってくるものがあった。

　こんなにも早い嘔おう吐とは、記録更こう新しんである。満腹の多幸感が店を出て六〇秒も持たないなんて、バカか。僕は欄干にうなだれたまま動くことさえ適かなわなかった。

　嘔吐したあとは、死にたくなるものだ。まあ最近はいつも死にたいけれど。

「ねえ大だい丈じよう夫ぶぅ？」

　ふと頭上から声が降った。橋の入り口に大きなシーサー像が鎮ちん座ざしていて、その頭のてっぺんに両足をそろえ、屈かがみ込んで僕を見下ろす人ひと影かげがあった。おしろいの塗ぬりたくられた顔に真っ赤な唇くちびる。派手な黄色の着物を羽織ったその姿に、僕はある妖よう怪かいを連想した。

「天てん狗ぐ……？」

「天狗!?」

　ふむふむと唇に指を当てる人物が、少女であることに気づく。

　小学校の高学年か、中学生くらいか。栗くり色いろの髪かみを頭のてっぺんでひとつにまとめ、着物の下は学校指定の体操着を着ている。麗うるわしい着物との印象がちぐはぐである。

「天狗、かっこいいかもしれない」

「かっこいいか……？」

　少女はシーサーの背中をすべり落ち、尻しりに座った。

「じゃああなたは！　そうだねえ、うーん……[image: ]ゲロんちゅ[image: ]」

「……どういう意味ですか？」

「海に出る人は[image: ]海人ウミンチユ[image: ]、島で暮らす人は[image: ]島人シマンチユ[image: ]、沖縄生まれは[image: ]沖縄人ウチナーンチユ[image: ]って呼ぶんだよ。だから[image: ]ゲロの人ゲロンチユ[image: ]。ゲロ吐く人」

[image: ]

「……初対面の人につけるあだ名じゃないですよね」

「どうしてゲロ吐いてたの？　飲みすぎ？」

　少女はシーサーの尻に座ったまま、僕の顔を覗のぞき込もうとする。やけに距きよ離り感かんの近い少女である。この天狗は、人間の恐ろしさを知らないのかもしれない。

　呪いについて説明する義理もないので、僕は適当に噓うそをついた。

「高速船に酔よったんです。今島に来たとこでして……」

「はぁや、うける」と何が楽しいのか、少女は笑った。

「あの船、でーじ揺れるもんね。ヤマトンチュにはきついよねえ」

「あの……[image: ]ヤマトンチュ[image: ]とは？」

「ヤマトの人のことさ。どこから来たの？」

「東京ですけど」

「うりっ、ヤマトンチュやっしぃ！」

　ヤマト。大和やまとの国のことか。沖縄から見れば、本州が一つの国のようなものなのだろうか。ならばここは海外か？　ずいぶんと遠くまで来たものだという感かん慨がいが湧わいてくる。

　見上げれば、川の向こうに山々がそびえ立っている。新しん宿じゆくでリムジンバスに乗った時は真っ青だった空も、今や茜あかね色いろの混じる群ぐん青じように染まっていた。

　橋を渡った先では夜祭りが行われているのか、川沿いに提ちよう灯ちんを灯ともす屋台が並び、わいわいと人で賑にぎわっている。山やま間あいにトン、トンとゆったりとした太たい鼓この音が響ひびき渡っていた。

「……お祭りでもやってるのですか？」

「[image: ]縁えん結むすび祭り[image: ]だよ。このために来たわけじゃないの？」

「いや、別に……」

「じゃラッキーだったね、お客さん！　結び神社の[image: ]縁結び祭り[image: ]は、でーじご利益あるお祭りなんだよ？　これ目的に来るカップルとかも多いんだって！　それに今日は、特別なイベントがございましてねえ」

　にやあ、と赤い唇のはしを持ち上げ、意味ありげに笑うおしろいの少女。

「言っちゃおうっかなあ。ああでも見てくんだよね？　じゃ言わない方がいっかなあ」

　シーサーの上で一人煩はん悶もんする少女に、橋の向こうから声がかけられた。

「空そらあっ！　なんでそんなとこにいんの！　もう始まっちゃうよー！」

　対岸で手を振る眼鏡の女の子は、まだもう少し大人びて見えた。少女は彼女に「今行くー！」と声を上げ、シーサーの尻の上に立ち上がる。

　そして──「どぅーららあっ!!」

　少女はシーサーの背中を駆かけ上がった。それからシーサーの後頭部を踏ふみ台にジャンプしてバク宙。僕の頭上で黄色の着物をはためかせ、僕の背後に着地する。

「おわ」と驚いて身を屈めた僕に、少女はいたずらっぽく微笑んだ。

「どう？　今の天狗っぽかった？」

　真っ赤な唇のせいで、どこか妖よう艶えんにさえ見えた。人をたぶらかして笑う妖怪──という意味では、天狗っぽいかもしれない。しかし非難を込めてそう言っても、この少女は喜んでしまいそうだ。それは癪しやくであったので、ただ不ふ愉ゆ快かいげに唇を結んだ。

　少女は橋を渡っていく。途と中ちゆうでふと立ち止まり、振り返った。

「あ、そうだ、ゲロんちゅ！」

　僕へ満面の笑えみを向けて、大きく手を振る。

「めんそーれっ！　神々の住む島、白しら結ゆ木き島へようこそ。楽しんでってね！」

　声を上げて満足したのか、残りの橋を一気に渡っていく少女。大声で叫さけばれるのは嫌きらいだが、地元の子どもに歓かん迎げいされるのは悪くない。ゲロんちゅ、は不本意だが。




　──この島を訪れるものは、決して神に障さわってはいけない。

　神々の住む島、白結木島のパンフレットには、仰ぎよう々ぎようしいフォントでそう書かれていた。

　羽はね田だ空港から飛行機に乗り、三時間一〇分かけて南下。降り立った石いし垣がき島じまからさらに高速船で四六分。本州よりも台たい湾わんの方が断然近いという、人口千人にも満たない小さな島。

　神々が住むと言われているだけあって、どこか未開の神秘的な印象があった。その島では今でも神や物ノ怪けといった存在が暮らしの中に根付き、信しん仰こうされているのだという。

　石垣島で手に入れたパンフレットには、こう続いている。

『白結木島では、罪を犯おかした者を[image: ]障り人[image: ]と呼びます。神の逆げき鱗りんに触ふれた彼らは、[image: ]祟たたり神[image: ]による摩ま訶か不ふ思し議ぎな罰ばつを受けることになるのです──』

　そら恐おそろしい文面ではあるが、ファンタジーに寄りすぎて過か剰じよう演出な気もする。

　しかしネットで拾った記事によれば、島の来訪者の中には確かに、観光以外の目的で訪れるものたちも多いようだ。実際に神に祟られて、赦ゆるしを請こうものたちである。

　神や妖怪が信じられている島だからこそ、ここには強い力を持った、ユタと呼ばれる祈き禱とう師がいる。神に障ったものたちは──パンフレットによるところの[image: ]障り人[image: ]たちは、島の神社を訪れて、ユタを通して神様に赦しを請うのだ。

　どこまで信じてよいものか。眉まゆ唾つばものと言えばそうかもしれない。

　ただ呪のろわれた身としては、救いよあれと願うばかりである。




　少女が橋を渡った直後、僕の背後を通りすぎるものがあった。

　ひたひたひた……と裸足はだしで橋を渡っていく猫ねこ背ぜの男は、全身をミノで覆おおわれている。頭のてっぺんから足の先まで、異様なまでに泥どろだらけである。まるで森から里に下りて来た妖怪ではないか。地元の方なのだとすれば、想像以上に未開な島である。

　その奇き異いたる姿に「ええ？」と顔をしかめてしまったのがよくなかったのか、男はぴたりと足を止め、僕の方へと振ふり返った。片手で仮面を持ち上げて、顔を隠かくしていた。目の部分に丸い穴の開いた、表情に乏とぼしい仮面越ごしに僕を見つめる。

　何だ。僕に何か用か。緊きん張ちようが走ったが、男はすぐに向き直り、颯さつ爽そうと駆けていく。泥にぬれた裸足の足あし跡あとが、点々と橋の向こうに続いていった。

「何だったんだあれ。こわ……」

　派手な着物の天狗少女といい、祭り会場で仮装イベントでもやっているのだろうか。




　　　　×　　×　　×




　トン、テン。トン、トン──。

　川を渡わたった先にある山やま裾すその沿道を、キャリーケースを引きながら歩いた。多くの屋台が並び、どこからかスローテンポな祭り囃ばや子しが聞こえてくる。

　人口の少ない島だとは聞いていたが、通りは煩はん雑ざつとしていて雑ざつ踏とうや喧けん噪そうに満ちていた。

　金魚すくいの屋台では、浴衣ゆかた姿の子どもたちが膝ひざを曲げている。射的屋では大人たちが銃じゆうを構えていた。発射したコルクの飛んでいった先を指差し、一いつ喜き一いち憂ゆうしている。

　あちらの屋台ではリンゴ飴あめが並んでいるし、こちらではチョコバナナを売っている。

　綿わた飴あめを作る機械の裏では、ブオオオ──と発電機が激しい音を鳴らしていて。綿飴を買ってもらった子どもが、「うちで食べる」と綿飴の袋ふくろを大事そうに抱だきしめていた。

　その光景は、意外にも本州の縁えん日にちと変わらない。

　地図上で見た白結木島は、本州からどころか、沖縄本島からも相当に離はなれたところにあった。周りは海で、石垣島と小さな島がぽつぽつあるだけの辺境の地だ。一体どれほど独特な祭りが催もよおされているのだろうと、期待している部分はあったが……すれ違ちがう少年が額にかけていたお面は、東京でも見られるヒーロー番組のものである。

　浴衣姿の地元の人たちに交じって、観光客らしき人々もよく見かけた。

　キャリーケースをガラガラと引き、やかましくしていたのは僕だけであったが。

　人ひと混ごみを避さけて川沿いの柵さくまで歩き、スマートフォンを確かく認にんした。島に住む叔母おばが車で迎むかえに来てくれる手はずとなっていたが、連れん絡らくはまだない。先ほど受信した『ごめんね！　今から行く』という文言と、犬のキャラクターが汗あせを散らして謝っているスタンプが最後のメッセージ。受信した時間が、待ち合わせ時間であった。

　長く沖縄に住む叔母から、聞いたことがある。沖縄には[image: ]うちな～タイム[image: ]という習慣があり、待ち合わせ時間というのは、家を出る時間と同義であるという。そんなにもテキトーで人間関係が壊こわれやしないのかと思うが、皆みんなが皆遅ち刻こくするので、自然とよい頃ころ合あいに集合できるのだそうだ。テキトーである。

　僕は手持ち無ぶ沙さ汰たで通りを眺ながめた。

　日は落ちて、屋台に連なる橙だいだい色いろの提灯がより明るく感じられる。

　通りを進んだ向こうの方で、あの泥だらけの男を見つけた。人々の往来する道の真ん中で、こちらに背中を見せて歩いていく。後ろ姿ではあるが、あの不気味な格好は見み間ま違ちがえることはない。その姿は明らかに周りの人からは浮ういていたが、誰だれも気にしている様子はなかった。この島では珍めずらしくもない格好なのか？

　親に手を引かれてこちらへ向かって来る少年が、泥の男とすれ違う。その瞬しゆん間かん、男は仮面を持っていない方の手で、少年のかじる焼きトウモロコシをサッとかすめ取った。

　少年はいつの間にかトウモロコシを失い戸と惑まどう。それに気づいた母親が「あんたどこに捨てたの」と叱しかりつける。

「あいつ……悪い奴やつだな……」

　突とつ然ぜん目の前で行われたスリまがいの行こう為いに驚おどろき、男の背中を見つめていると、僕の視線を感じたのか男がふと振り返った。仮面で顔の上半分を隠し、口だけ出してトウモロコシをかじっている。

　思わず目が合って驚いた。男は僕を尻しり目めに通りを折れ曲がり、山の斜しや面めんをのぼっていった。近づき見上げた石段の入り口には、鳥居が設置されている。

　先ほどから聞こえる祭り囃子は、その向こうから聞こえていた。

　トン、テン。トンテントン──。上の神社でも催しが行われているようである。

　叔母からの連絡もまだなかったので、僕はキャリーケースを持ち上げて階段を上った。

　木々の梢こずえに空が覆われて、神社への道のりは薄うす暗ぐらい。橙色の光を放つ提灯が、淡あわく石段の両りよう端はしを照らしていた。上へ向かう人は僕以外にもいたが、屋台の並ぶ下の通りに比べればとても静かだ。石段をのぼるに連れ、山裾の熱気や賑やかさが遠くなる。

　トンテントンとまったり聞こえる祭り囃子が雑木林に響いて、心細さを覚えた。まるで別世界へと繫つながるトンネルを、太鼓の音に導かれて歩いているようではないか。

　トン、テン。トンテントン──。

　石段の終わりにまたも鳥居が現れて、そこをくぐり抜ぬけると、神社の境けい内だいが開ける。

　砂じや利りの敷しかれた境内は思っていたよりも広く、広場を取り囲むようにして、ここにも屋台が並んでいる。下の通りと同じくらい賑わっていて、再び夜祭りの熱気にあてられた。

　汗ばむ額をハンカチで拭ぬぐい、キャリーケースを引いて屋台を見て回った。鉄板の上で豪ごう快かいにかき混ぜられる焼きそば。焼き鳥屋からはもくもくと煙けむりが上がり、どこからか焼けたトウモロコシの香こうばしい香かおりが漂ただよってくる。

　食べ物系の屋台ばかり目に入ってしまうのは、腹がへっているからであろう。胃の中のものは全部川に吐はきだしてしまったのだ。空腹である。しかし食欲に任せていなり寿ず司し以外のものを食べようものなら、僕はまたも[image: ]ゲロんちゅ[image: ]となるだろう。

　ひとけを避けて、境内のはしまで移動した。薄暗い石いし垣がきのそばで、ショルダーバッグをあさる。取り出したるは家から持って来たプラスチック容器だ。いなり寿司がつまっている。

　夜祭りの屋台を前にして、持参したいなり寿司を食う男。これが僕だ。「いなり寿司しか食べられない呪い」を受けた、僕の生き方だ。痛い。この呪いは、ガツンと殴おう打だされる痛さというより、手の甲こうなどをつねられ続けるような、地味な痛さがある。

　初めのころは、いなり寿司だけでも食べられるのであれば平気だと楽観していた。ならばすぐに餓が死しするといったような喫きつ緊きんの状態ではないと、そう思っていた。

　しかし呪いを受けて一週間も経たつころには、いなり寿司恐怖症になっていた。寝ねても覚めてもいなり寿司。空腹＝いなり摂せつ取しゆであるため、腹がへるのが怖こわくなる。

　打開策を探し、酢す飯めしと油あぶら揚あげ、この二つを別々に食べてみたことがあった。吐いた。

　どうやら僕の体の中に、いなり寿司かそうでないかを判断する関所があって、そこで[image: ]いなり寿司[image: ]と判断されれば、無事胃に収まることができるようだ。しかしそれ以外だと、追い払はらわれることになる。つまりこの関所をだませればよい。

　酢飯をこっそり米に変えてみてもバレるし、徐じよ々じよに白米の比率を上げていっても、白米三〇％辺りでバレた。油揚げを徐々に小さくしていく作戦は、半分以下のサイズになったときにバレた。それではいなり寿司ではなく、[image: ]酢飯の油揚げ添ぞえ[image: ]だと判断されるのかもしれない。なかなか厳しい関所である。マニュアルでもあるのか。

　ゴマを交ぜるのはＯＫだった。塩を振りかけるのも、わさびや醬しよう油ゆをつけるのもＯＫだった。油揚げを黒糖に浸ひたした[image: ]黒糖いなり[image: ]も食べることはできた。だがそれがどうした、いなりはいなりだ。僕はもはやクタクタに疲つかれていた。

　酢飯を五目ごはんに変えるのはＮＯだった。いじわるなのが関所の役人である。「これは食えて欲しいぞ」と願ったものは、大たい抵ていダメなのであった。

　心は嘔おう吐とするたびに折れかけたが、それでも僕はいなり寿司以外のアプローチを試みた。

　実はこの呪い、飲み物はセーフなのだ。だから僕はいなり寿司以外にも、野菜ジュースや栄養ドリンクを摂取していた。この飲み物に目をつけ、関所を通す。

　はたして、どこまでが飲み物と判断されるのか。

　一番の収しゆう穫かくは、アイスクリームがＯＫであったことだ。かき氷もＯＫだった。それを発見したときは思わずガッツポーズを取ったものだが、食の解決にはならなかった。この氷ひよう菓かというものは食べても食べても体が冷えていくばかりで、腹が満たされないのだ。

　嗚呼ああ。何か、温かいものが食べたい！　麻マー婆ボー豆どう腐ふは飲み物か。カレーのルーは飲み物か。様々なものを試ためしての結論は「具が入っていなければよい」である。だからなんだ。豆腐の入っていない麻婆豆腐など誰が好んで飲むだろうか。具のないカレーやシチューなど。コーンポタージュでさえ僕は、コーンに怯おびえながらすすらなければならない。

　そして、おかゆはダメだった。おかゆの食べられない人間に、いったい何が食べられる。いなり寿司か。食べたくて、食べられなくて我が慢まんして、それでも食べてまた吐いて。これからも僕は、そんなことを繰くり返して生きていかねばならないのか？

　いなり寿司を割り箸ばしで口に押し込みながら、賑にぎやかな境内の様子を眺める。

　皆楽しそうで何よりだ。僕はプラスチック容器にフタをして、ショルダーバッグにしまう。

　祭りは嫌きらいだ。喧噪に満ちた熱気は嫌いだ。なのになぜ僕は来てしまった？

　ご利益のある[image: ]縁えん結むすび祭り[image: ]と聞いて、何を期待していた？

　まるでまだ、復縁を望んでいるかのようだ。懲こりていない。だから呪いを受けている。

　そういう罰ばつを、受けている。




　石段の前まで戻もどって来たとき、鳥居の上に人ひと影かげを見つけて驚いた。月を背に、鳥居のてっぺんで屈かがんでいるのは、泥まみれのあの男である。

　何を見ているのか。泥男は仮面を顔の前に添えたまま、一点を見つめている。視線を追って振り返れば、境内の一角にある神楽かぐら殿でんを眺めているようだ。

　大きな屋根を有した神楽殿である。手すりのついた舞ぶ台たいでは、琉りゆう球きゆう民族の衣装を着た女性たちが舞まいを披ひ露ろうしていた。奥に鎮ちん座ざする男たちが、三さん線しんや笛、太たい鼓こを鳴らしている。

　トン、テン。トンテントン──。

　祭り囃子はここで奏かなでられていたのか。境内での催し物だからなのか、祭りとはいえとても静かなメロディである。厳おごそかな雰ふん囲い気きの中、女性たちが舞台からはけていき、まばらに立ち見していた観客たちから拍はく手しゆが送られる。

　続いて登場したのは、紅びん型がた染ぞめの黄色い着物を着た少女だった。

「あれは……」

　先ほどの天てん狗ぐだ。自然と神楽殿の方へ足が向いた。

　少女が舞台に登場すると、明らかに観客の数が増えた。あちこちから、子どもたちが駆かけて来て「始まっちゃう」「急ごっ」なんて会話を耳にする。

　舞台の中央に立つ少女は、丸みを帯びた花はな笠がさをかぶっている。ハイビスカスのような、鮮あざやかな赤色の花笠である。大きな笠をかぶってうつむいているので、少女の目元はうかがえない。見えるあごの部分は、さっき橋で会ったときのように、真っ白であった。紅の引かれた唇くちびるが、きゅっとおすまし顔で結ばれている。

　やがて演奏が始まった。テン、テン、テン──と先ほどよりもさらにゆったりとした三線の音色に、節をつけた歌声が重なる。

　少女は粛しゆく々しゆくと舞まい始めた。おもむろに両手を花笠の縁ふちに添え、ゆらゆらと体を揺ゆらす。背中を向けて、神しん妙みような仕草で振ふり返る。

　テン、テン。テン、テテ、テン──。

　その少女は多くの視線を一身に浴びて、観客たちを魅み了りようしていた。舞ぶ踊ように詳くわしくない僕でさえ、少女の舞に見とれていた。ときに優やさしくたおやかに、ときに凜りんと力強く、少女の舞には緩かん急きゆうのつけられた物語があって、観みている者を飽あきさせない。

　すごい──と、素す直なおにそう感じた。

　少女の作り出した世界に吸い込まれるように、僕は一歩ずつ前の方へ足を進めていく。

　舞踊の最さ中なか、ほんの一いつ瞬しゆんではあったが、少女の真っ直すぐな眼まな差ざしが僕の視線とぶつかったような気がして、心臓が跳はねた。

　うっすらと汗を浮かべ、赤い唇をきつく結んだ真しん剣けんな横顔に、大人びたものを感じる。

　夜風が祭りの熱気をさらう。舞台の両端に飾かざられたイヌマキの葉や、境内を囲む木々の梢がサワサワと揺れ動く──と、次の瞬間。

　少女の作り出した世界を壊す、最悪な展開が訪おとずれた。

　境内を囲むように取りつけられたスピーカーから、突とつ如じよ大音量の音楽が流れたのである。

　ドンドンドン──！　臓ぞう腑ふに響ひびくバスドラム。疾しつ走そう感重視のノリノリなリズム。アップテンポのインストルメンタルだ。頭の軽そうな連中が、「いぇーい」だとか「うぇーい」だとか、頭の軽いことを叫さけびながら体を揺らしていそうな、クラブミュージックである。

「なんだ、事故か……？　こんなにもひどい事故があるのか!?」

　厳かさも、慎つつしみ深さも、みな爆ばく音おんによって吹ふき飛ばされてしまった。

　演奏者たちが、何事かと演奏をやめる。

　舞うのをやめ、うつむいた少女を見上げて胸が痛んだ。あまりに不ふ憫びんだ。ひどすぎる。いったい誰だれがこんなひどいことを──。

　──と、舞台に立ち尽つくす少女の、真っ赤な唇がゆるゆると緩ゆるんでいく。顔を上げた少女の瞳ひとみに、光が差し込む。その目元が半月形に湾わん曲きよくして──大人びた少女は一転、無む邪じや気きないたずらっこのように、笑った……？

「どぅーららあっ!!」

　少女は花笠のツバをつまみ、あろうことかその花笠を、客席に向かって放ほうり投げる。

　満面の笑えみである。おまえか。これは──おまえの仕し業わざか。

「うおぉー！」と一いつ斉せいに突つき上げられる拳こぶし。次々に上がる歓かん声せい。境内に再び、お祭り騒さわぎの熱気が戻ってくる。子どもたちを中心に、観客たちは爆音のリズムに体を揺らしていた。「いぇーい」だとか「うぇーい」だとか、頭の軽そうなことを叫びながら。

　舞台の少女は頭のてっぺんに結んだ髪かみをほどき、演えん舞ぶを再開する──が、あれは先ほどのものとはまったくの別物である。舞ではない。ダンスだ。リズムに合わせて腰こしを振り、着物をめくってステップを踏ふんで、鮮やかな袖そで口ぐちを振り回す。大口開けてケラケラ笑って、両目を閉じて頭を振って。その度たびに、栗くり色いろの毛先が揺れていた。

　さっきまでの真剣な眼差しはどこへやら。少女は豊かに表情を変え、両手に持ったカスタネットのような楽器を、無節操に打ち鳴らした。

　めちゃくちゃである。琉りゆう球きゆう舞ぶ踊ように魅了され、前のめりになったところを思いっきりビンタされたような気分。爆音に混じって、老人の怒ど鳴なり声が聞こえた。

「エエ、流る威い奈な！　待たんか、くぬヤナワラバーや!!」

　境内のはしにある社務所から、また別の少女が飛び出してきた。女の子らしい服を着た、眼鏡で三つ編みの少女である。あれは、先ほど天狗を呼びに来た子ではないか。怒鳴られているところをみると、爆音放送の犯人か……？

　あのとき、特別なイベントがあると天狗は赤い唇を歪ゆがませた。これか。

　眼鏡の少女はケタケタ夜空に笑いながら、神楽殿に走ってくる。その後を、四、五名の警備員たちが追いかける。

　目の前で繰り広げられる逃とう走そう劇に、観客たちが「ヒンギレえっ！」と声を上げた。

「……[image: ]ひんぎれー[image: ]って、なんだ……？」

　眼鏡の少女は舞ぶ台たい袖そでの階段から舞台へ上がり、天狗と一いつ緒しよに踊おどり出した。

　それを追って、舞台上に次々と警備員たちがなだれ込む。しかしすばしっこい天狗と眼鏡に翻ほん弄ろうされ、なかなか捕つかまえることができずにいる。

　天狗は、警備員の手を避よけながらも鮮やかな着物を脱ぬぎ、舞台前方でひるがえした。

　体操着姿に衣装チェンジし、「楽しんでるかーい!?」と観客に吠ほえる。

　演奏者たちは観念したのか、ため息のあと再び楽器を構える。そしてアップテンポなリズムに合わせ、それぞれの楽器を奏で始めた。……おお、プロだ。

　ノリノリのクラブミュージックに、三線や笛の音、琴ことや太鼓など和の風味が加わる。

「うははははっ!!」

　眼鏡の少女は舞台を駆け回りながら、手て提さげカバンから紙切れをつかみ取って散らしていた。大量の紙かみ吹雪ふぶきが夜風に舞い上がり、観客の頭上に降りそそがれる。

　舞台を警備員に取り囲まれ、逃にげ場をなくした天狗がよじ登ったのは、舞台と客席とをへだてる手すりであった。天狗は手すりの上に立ち上がり、客席へとダイブ──。

　僕は、そのときには、結構前の方にいたのだ。少女の舞に惹ひかれ、魅了され、もっと近くで見たいと、近づいていたのだ。こんなアホのような演目ならば、絶対に前列になど来ていなかった。頭上に、天狗が降ってくると知っていたなら。

　天てん井じようから降り注がれるライトの光が、ばさあっと広がる黄色の着物で遮さえぎられた。

　視界は一気に暗転し、突とつ然ぜんしがみつかれた僕は混乱する。

「なっ。な、なっ……!?」

　たたらを踏んで後退し、尻しり餅もちをつく。着物を頭からかぶせられ、辺りがどうなっているのかわからない。ただ、鼻先に、らんらんと目を輝かがやかせる少女の顔があった。

「また会ったね、ゲロんちゅ！　縁結び祭りで二回も会うなんて」

「……天狗っ」

「くふふ。空だよ。あたしは、空。覚えといて？　たぶんまた会う気がするっ」

　言って空は着物を搔かき分け、僕の体から飛び退のき去っていく。

　僕も着物から頭を出し、空を追って振り返った。

「なんだったんだ、いったい……」

　啞あ然ぜんとしたのも束つかの間、次は背中に衝しよう撃げきを受けて潰つぶれた。

「んがっ！」

　僕の背中を足場にして、今度は眼鏡の少女が着地したのだ。僕の頭上を飛び越こえ、笑いながら駆けて行く少女たちの背中を見送る。腰が砕くだけて立ち上がる気力さえ湧わかない。

　派手な音楽と舞い散る紙吹雪の中、二人の少女は鳥居をくぐって逃げて行った。

「ヒンギレ、ヒンギレぇ！」と訳のわからない声せい援えんを送られながら。

　だから[image: ]ひんぎれぇ[image: ]ってなんだ……？

　僕は唇に貼はりついた紙し片へんを、ぷっと吹き飛ばした。
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　神社を後にしてすぐ、叔母おばは車で迎むかえに来てくれた。

「うひゃあ春くん、ずいぶんと大きくなって！」

　叔母は僕を見つけると大おお袈げ裟さに感かん嘆たんの声を上げ、ハグをした。島を訪れる前に何度か電話で話してはいたが、こうして直接顔を合わせるのは、僕が小学生のころ以来だ。叔母は女性としては高身長であるが、今や僕もそんな叔母と並ぶほどに成長していた。

　しかし僕は叔母に対して、懐なつかしいといった印象は持たない。右みぎ肩かたに流した長い髪に、腕うでまくりしたデニムジャケット。彼女はスタイルがいいから、どんな服をも着こなしてしまう。和服も洋服も、どこかの民族衣装や軍服でさえ。

　この人は歳を取らない。久しぶりに会った印象は、毎年届く絵はがきと同じだ。

「叔母さんも元気そうで」と言った僕に、叔母は叔母と呼ぶことを禁じ、名前で呼ぶことを強制した。「君は私を呼ぶたびに傷つけるつもり？」とか何とか言って。

　叔母さんは──祀まつ梨りさんは昔から破は天てん荒こうなところがあった。

　政治色の強い家系である三鷹家から、明らかに異い端たんあつかいされていた。ほとんど実家に帰ることはなく、年末年始でさえ顔を見せない祀梨さんのことは、親しん戚せき内でさえ話題に出すのをはばかっているように感じられた。

　祀梨さんは親族の誰だれよりも、血の繫つながっていない僕の母と仲が良かった。毎年母に届く手紙で、祀梨さんの安否と居場所が知れた。手紙には必ず写真が同どう封ふうされており、それはどれも祀梨さんがセンターに立って笑顔を見せているものだった。あるときはミャンマーで民族衣装に身を包んでいたり、またあるときはアラスカのオーロラを背景にしていたり。

　密林を背に厳いかつい銃じゆう器きを抱だいた写真を見た母は顔面蒼そう白はくになって卒そつ倒とうしたが、それからも手紙は滞とどこおりなく届き、叔母の無事を知らせ続けた。

　そうやって世界中を飛び回っていた祀梨さんだったが、写真の背景が、この島で統一されるようになったのは四年前からだ。

　祀梨さんは四年前から、ここ白結木島で民宿を営み始めたのだった。

「最悪でした」

　叔母から祭りの感想を尋たずねられ、僕は即そく答とうした。

「なになに？　なんか嫌いやなことでもあった？」

　僕が不ふ機き嫌げんに答えたからか、祀梨さんは車のハンドルを握にぎりながら、後部座席に座る僕へバックミラー越ごしに視線をくれる。もちろん僕を心配して、ではなく、面おも白しろいことを探しての質問だろう。いたずらに笑われるのも気分が悪いので、僕は質問に質問で返した。

「あの……[image: ]ひんぎれぇ[image: ]ってどういう意味ですか？」

「ヒンギレ？　[image: ]逃げれー[image: ]って意味よ。[image: ]逃げる[image: ]の、つまり、ヒンギルの命令形ね」

「命令形とかあるんだ……」

　言葉なのだから当然、活用形があるには違ちがいないか。

「ちなみに、[image: ]逃げるな[image: ]はヒンギランケ。[image: ]逃がすな[image: ]はヒンガスナ」

　逃げるな、がどうすればそうなるのか。一文字さえ合っていないではないか。

　苦にが虫むしをかみ潰したような顔を見られてしまい、祀梨さんは笑い出した。

「もしかして。それ言われてたのって、空ちゃんと流威奈ちゃん？」

　空──。まさにあの天てん狗ぐが名乗った名がそうであった。

「知ってるんですか？　あの子」

「空ちゃんが[image: ]結ゆい節[image: ]を舞うってのは聞いてたけど。あのやんちゃな子が、言われるがまま大人しく踊ってるわけないものねえ」

「散々舞ぶ台たいで暴れ回って、めちゃくちゃにして逃げて行きましたよ」

「ふはは。でも、楽しかったでしょ？　観みたかったなあ、私も」

「楽しくなんか……」

　僕はあえて話題に乗らず、シートに背をもたれて息をついた。クーラーの効いた車内は心地ここちよく、エンジン音と車の揺ゆれが眠ねむ気けを誘さそう。今日はとても疲つかれた。

　僕たちを乗せた車は、二車線の一本道を山に沿って走っていた。

　高速船乗り場から離はなれていくにつれて、車道を照らす街灯は少なくなっていく。

　祀梨さんが言うには、ビーチのある島の反対側は、もっと栄えているらしい。一方で、祀梨さんの民宿がある赤瓦アカガーラ区は住民が多く住んでいるため、夜はとても静かなのだと。

「そんなとこにある民宿なんて、お客さん入ってくるんですか？」

「車があればリゾート区も近いしね。穴場だって結構有名なんだよ？　うち」

　それに、と祀梨さんは続けた。

「儲もうけるつもりならこの島にはいないよ」

　確かに。祀梨さんは日和ひより見み主義ではない。一度目的やゴールを決めてしまえば、生活のすべてを全振ふりしてでもガンガン行くタイプだ。度胸も度量も持っているのだから、稼かせごうと思えば稼げる人。けれどそうしないのは、全振りする対象が仕事や金や世界の国々から、別のものに変わったからに違いない。

　それが、今も助手席からチラチラと顔をのぞかせ、僕を観察しているあの幼女。あれこそ放ほう浪ろう癖へきのある祀梨さんが、四年前から島に定住している理由であろう。

「……たべう？」

　幼女は助手席から僕の方へ手を伸のばし、食べかけのビスケットを差し出してくる。なんと健けな気げであどけない仕草だろう。僕を見るつぶらな瞳ひとみには、まったくもって警けい戒かい心しんがない。さげすみや侮ぶ蔑べつや軽視するようなところもない。ああ。こんなみにくい僕にも、その大切なビスケットをくれるというのか。本来ならば彼女の無む垢くな期待に応こたえるべく、食べかけであろうが何だろうが、そのビスケットをかみ砕いてやりたいところだが、悲しいかな僕は今、呪のろわれているのだ。

「えと、気持ちは嬉うれしいのですが……僕は……」

　申し訳なさいっぱいに断ると、幼女は「ひんっ」と下した唇くちびるをかんで顔をしかめ、眉み間けんにシワを寄せて鼻の穴を膨ふくらませた。

「なっ、なんだどうした、こわっ……」

　一体彼女の身に何が起きたのか。天使の化け身しんであるかのようだった可愛かわいらしい幼女が、一いつ瞬しゆんにして、くさやを鼻先に突つきつけられたおっさんに変へん貌ぼうしてしまった。

「ほら、泣かないの、笑えみ。ビスケットはへびさんにちょーだい」

　祀梨さんになだめられ、機き嫌げんを直した笑さんは無事いたいけな幼女へと戻もどり、祀梨さんへとビスケットを差し出す。

「ひどいお兄ちゃんだねえ。笑なりの歓かん迎げいなのにねえ」

「……いや、だって電話で話したじゃないですか。僕は……」

「食べるふりだけでもいいのよ、こういうのは」

　祀梨さんはハンドルから離した片手をへびのようにパクパク動かして、笑さんからビスケットを受け取った。「あむあむ」とビスケットを食べるへびさんに「おいしぃ？」と尋ねる笑さん。へびさんは「おいしい！」と声を跳はねさせ、笑さんの頰ほおをスリスリした。

　きゃっきゃっと笑さんはくすぐったそうに笑う。

「春くん、ビスケットもダメなんだね？」

「……話した通りです。少しでもそれ以外のものを食べると、吐はいちゃいますから」

　僕はこの呪いについて、祀梨さんに話している。

　約三週間前。夏休みに入ると同時に食べたものを吐くようになった僕は、初めこの症しよう状じようを失しつ恋れんによる一時的な精神疾しつ患かんであろうと考えていた。しかしいなり寿ず司しに対する異様な食欲に気づいて、この身に起きている現象が、病気ではないと気づいた。

　これは呪いだ。ある神様に取り憑つかれている。僕には思い当たる節がありすぎた。

　だから貯金を崩くずして、お祓はらいにも行った。厄やく除よけを謳うたっている祈き禱とう師に事情を話し、ハタキのようなもので頭を払はらってもらった。しかし状じよう況きようは改善されなかった。やたらゲップを繰くり返す自じ称しようシャーマンにも相談してみた。説教されただけだった。

　都内の神社を手当たり次し第だい巡めぐってみても、Ｙａｈｏｏ！知ち恵え袋ぶくろやオカルトの掲けい示じ版で相談してみても、結果は伴ともなわず、僕はいなり寿司以外を吐き続けた。

　そんな中、祀梨さんの手紙を思い出したのだ。

　世界中を旅した彼女なら、この珍ちん妙みような呪いを解く方法も知っているかもしれない。そうしてワラをもつかむ思いで祀梨さんと連れん絡らくを取ったのだ。

　僕の話を聞いた祀梨さんは、白結木島のユタの話をしてくれた。

　沖縄諸島には、未いまだ神々への信しん仰こうが根付いている島が多数存在する。沖縄の神は本州や世界の神々と違って、人々の生活のあちらこちらに見られる。偉えらぶって上から見下ろすのではなく、人々のすぐそばに隠かくれている。そういう文化なのだそうだ。

　だから神々と話をするための、ユタと呼ばれる霊れい媒ばい師が必要なのだとか。中でも白結木島のユタは力が強く、繫がってしまった悪い神様との縁えんを切ることができるという。

　まさに僕が望んでいた力ではないか。

「祀梨さんには感謝しています。その……母に呪いのこと黙だまっててくれたことも。心配はかけたくないんで。祀梨さんの言う[image: ]ユタ[image: ]ってのが本物なら、ビスケットだって食べられるようになるはずです」

「うーん……本物ではあるんだけどねえ。実はちょっと困ったことになっていまして」

「え？　困ったこと……？」

「ユタのオバーちゃん、ちょっと前から夏なつ風邪かぜをこじらせて入院しちゃってるらしいの。お祓いは治るまでお預けになっちゃうんじゃないかなあ」

「そんなっ!?　それじゃ来た意味ないじゃないですかっ」

　僕は思わず身を乗り出し、運転席と助手席の間に顔を出した。

「だったら、教えてくれればいいのに」

「だって、教えたら来てくれなかったでしょう」

「当たり前じゃないですか。その人に会いに来たんだから」

「それさびしいじゃない？　私も春くんの顔見たかったし」

「バカンスしてる暇ひまはありませんよ。僕、受験生なんですよ」

「まあ七泊はく八日もいれば、会うチャンスはいくらでもあるよ。のんびりしていきなさい。勉強と同じくらい、旅は学ぶことも多いんだよ？　ネットじゃわかんないことだらけでしょ。海から吹ふき込む風の気持ちよさだとか、地方の祭りの熱気だとか──」

「それらがセンター試験に出るんなら、がむしゃらに体験しますけどね」

　観念してシートに背をもたれた僕を一いち瞥べつし、祀梨さんは苦笑いを浮うかべる。

「がむしゃらにがんばるのもいいけどさ。たまにはのんびり時間を消費してごらんよ。そうすればさ、きっと忘れられるわ。失恋の痛みも」

「……」

　祀梨さんは叔母おばなりに、甥おいの負った心の傷を心配してくれているのかもしれなかった。僕のために、療りよう養ようする時間と場所を用意したつもりなのかもしれない。たしかに電話口で相談した際、感情的になって多少涙なみだぐんだところもあったが……余計なお世話である。

　僕は窓ガラスに頭をもたれた。

　ぽつんと浮かんだ白い月が、音もなく夜空を溶とかしている。窓の外には見み渡わたす限りの水平線が広がっていて、揺らめく水面みなもがキラキラと煌きらめいていた。

　クーラーを効かせた車は窓を閉めているため、波の音は聞こえない。

　今朝は新宿駅の雑ざつ踏とうの中にいたのに、ほんの半日前が昔のことのように遠い。ここはまるで別世界のようだ。東京から見上げた月だって、同じ月に違いないはずなのに。

　……はて、東京の月とはいったい、どんなふうだったか。

　ぼんやりと記き憶おくを探さぐるうち、僕はいつの間にか、眠ねむってしまった。




　　　　×　　×　　×




　ザザーン、ザザーン……。

　意識がぼんやりと覚かく醒せいしていく布ふ団とんの中で、寄せては返す波の音を聞いた。

　チリン、とどこかで風ふう鈴りんが鳴る。ひるがえるカーテンの音が聞こえる。

「あ……つい……。あつぅい……」

　暑い。熱い……！　勢いよく体を起こす。暑いはずである。民宿の部屋で寝ねていた僕の体の上には、かけ布団やタオルケットが何枚もかぶせられていた。

「……え？　え？」

　僕が体を起こしたことに驚おどろいて、幼女がトタトタ畳たたみの上を逃にげていく。襖ふすまの向こうに身を隠し、廊ろう下かから顔だけをのぞかせる彼女の手には、ブランケットが握にぎられている。

　笑さん。あなたでしたか。

　額にタオルが載のせられていたことから察するに、うなされる僕を看病してくれていたのかもしれない。なるほど笑さんは、白衣の天使も兼けん任にんされていたのですね。でもたぶん僕がうなされていたのは、あなたのかけてくれた布団のせいだ。優やさしさで蒸むし殺す気か。

　不安げにこちらをうかがう幼女に言いたいことは山ほどあったが、そのすべてを飲み込んで、僕は苦手ながらも笑え顔がおを作った。

「あ……ありが」

「ひんっ!!」

　不器用な天使は瞬しゆん時じにしておっさんへと変貌し、廊下をトタトタと逃げていった。

「……なんで？」

　幼女の気持ちはよくわからぬ。

　民宿は海に近いため、開けっぱなしの窓からは波の音がよく聞こえる。

　網あみ戸ど越ごしに見上げた晴天を背景に、チリン、と再び風鈴が揺ゆれた。

　汗あせばむ額を夏風に撫なでられて、僕は大きなあくびをした。
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「おはようさあんっ！　って、もうおはようって時間でもないけどね。一一時だよー？　だいぶ疲つかれてたのねえ！」

　洗面道具を持って階段を下りると、ラウンジに面した庭で水をまいていた祀梨さんに見つかった。祀梨さんはホースを芝しば生ふに向けたまま、顔だけ振り返って声を上げる。

「うちは朝食付きだよー？　待ってて今準備するからー！」

「……や、だから食えないんですってば」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、いなり寿司でしょ？　あと飲み物は飲めるんだよね？」

　朝から元気な人である。ああ、ここじゃあ一一時は朝ではないのか？

「先に風ふ呂ろに入ってもいいですか……」

　僕は元気いっぱいの祀梨さんから逃げるように、洗面台のある奥の方へ進んでいく。

　民宿は昔からある木造家屋で、元々は祀梨さんの旦だん那なさんが経営していたのだという。二階が宿しゆく泊はく施し設せつで、今は夏場のかき入れ時ともあって四部屋すべてが埋うまっているのだと。

　そんな忙いそがしい時期に、七泊八日も家族割で部屋を借りるのは申し訳ないが、そう言うと祀梨さんはやっぱり「いいからいいから」と笑う。

　一階には広いラウンジやキッチンなどの共有スペースがある。色とりどりのサンゴ礁しようを描えがいた絵画や、迫はく力りよくのあるウミガメの剝はく製せいが壁かべに飾かざられていた。

　民宿の売りは海の見渡せる展望デッキで、食事も取れるテラスは、祀梨さんいわく「最高なんだから、最高なんだから！」とのことだ。

　それに比べあまり最高ではない狭せまい風呂場でシャワーを浴びて、僕はテラスへ出た。

　山の中腹から見渡す展望は開けていて、ヤシの木の向こうに大おお海うな原ばらが一望できる。澄すみ渡わたる空色と、深い海の青が魅せる大パノラマである。その水平線はわずかに湾わん曲きよくしているようにさえ感じた。

　太陽の光を受けて煌めく水面を、いくつものボートが横切っていく。日差しは強いが、屋根のあるテラスは日ひ陰かげとなっている。海風が吹き込んで涼すずしいくらいだ。

　なるほど祀梨さんが「最高なんだから！」を二回繰り返すのもうなずけた。

「他ほかのお客さんはもう出ちゃったから、君一人だけどいいよね。すぐ用意してあげる」

　ラウンジから聞こえる祀梨さんの声に返事をする。

「何をですか？」

「シークヮーサージュースか、グァバジュース。果か汁じゆう一〇〇パーだよ。どっちがいい？」

「どっちでもいいです」

「じゃどっちもね！」

　ウッドテーブルの一つに、エプロン姿の祀梨さんがジュースやコップを並べてくれた。

「うちの人も買い出しに行っちゃって。ヒージャー汁じる作るって張り切ってたよ」

「ああ、いや、僕、食べられないんですけどね……」

　祀梨さんの旦那さんには、昨晩のうちに挨あい拶さつを済ませていた。祀梨さんよりも少し背が低く、日に焼けていて、髭ひげもじゃのドワーフのような人だった。祀梨さんが、結けつ婚こんしてからも彼を実家に連れて来ない理由がわかる気がする。彼はなんというか、手て斧おのとか持っていそうな、さくさくっとウサギなどさばけそうな……とにかく、三鷹家とは正反対の人であった。

　昨晩は民宿の駐ちゆう車しや場でばったり出くわすや否いなや、いきなり「やーやヒージャー、カンミ？」と尋たずねられた。祀梨さんに訳してもらえば、「あなたはヤギを食べますか？」と訊きかれたらしい。まずヤギを食べ物と認にん識しきしていなかったので、返答に困った。

[image: ]ヒージャー汁[image: ]とはヤギ汁のことで、めでたいときなどに出されるご馳ち走そうであるらしい。旦那さんは祀梨さんの親族である僕のために、そのご馳走を用意してくれるのだとか。

　いやだから食べられない、と僕はずっと言っている。しかし祀梨さんは「呪のろいが解けてから、そのお祝いに食べよう」と笑った。ちゃんと伝えてくれてるのかな、この人……。

　テーブルに並べられた二色の液体を見比べた。

　片方は黄色のシークヮーサーをしぼったジュース。もう片方が薄うすいピンク色のグァバをしぼったジュースだ。どちらの果実も摂せつ取しゆするのは初めてである。

　まずはシークヮーサージュースを飲んでみる。レモンほど酸すっぱいわけじゃなく、オレンジほど甘ったるいわけでもない。ちょうどよい甘酸っぱさが口内で弾はじけて、なるほどこれは元気が出る。一言で言い表すなら「ザ・爽さわやか！」だ。

　対してグァバジュースは、ピーチのようなほのかな甘さに、トロトロでざらざらとした舌した触ざわりがこれまた不思議。飲み込めば鼻を抜ぬける南国感。すっぱい後味がくせになりそうな一品である。一言で言い表すなら……「ザ・トロピカルっ！」にしよう。

　どちらのジュースにもビタミンＣが豊富に含ふくまれており、疲ひ労ろう回復や美白効果、そしてニキビ予防の効果もあると、スマホで検けん索さくした記事に載っていたのでおかわりをする。

「……いなり寿ず司しには合わないんだろうけど……」

　祀梨さんが冷蔵庫から出してくれた、いなり寿司のプラスチック容器は閉めたままだ。

　食べたくないなあと思っているところに、トテトテとおぼつかない足取りで、笑さんがやって来た。テーブルに置いた平皿には、ラップに包まれたオニギリが三個。

「……笑さんも、これから朝食ですか？」

　ちょこんと僕の対面に座った幼女に、恐おそる恐る尋ねてみる。何がきっかけで「ひんっ」とされるのかわからないので、少々緊きん張ちようする。

　ほっぺをリンゴのように赤くして、小さくうなずく笑さん。かわいい。何を考えているのかわからない謎なぞの生物の反応が、こんなにも嬉うれしいとは。

　その可愛かわいらしい小さなお口を動かして、笑さんは黙もく々もくとオニギリをかじり始めた。

　それにしてもずいぶんと大きなオニギリである。笑さんの前の平皿には、同じようなオニギリがまだあと二つ。今手に持っているのも含めて、三個も食べるつもりなのだろうか。

　彼女の体格を考えれば、半個でさえ充じゆう分ぶんであるように思える。ちゃんと食べられるのだろうか？　不安に思い見つめていると、腹が鳴った。いなり寿司が呼んでいる……。

　僕があまりに見過ぎたせいか、笑さんが顔を上げた。ほっぺにごはん粒つぶがついている。

「……たべう……？」

　天使はそう言って、オニギリの積まれた平皿を僕の方へ押し出す。

　しまった。これは「ひんっ」の流れではないか。

「……いや、食べるふりでいいんだよな……？」

　僕は指先をパクパクさせて[image: ]へびさん[image: ]を作り、ラップに包まれたオニギリの一つへ手を伸のばした。海苔のりに包まれた、しかくい形のオニギリはずっしりと重く、まだほのかに温かい。

「あ……あむ、あむ……」

　米で具材を挟はさみ込むように握られていて、卵焼きと薄く切られた肉がはみ出ていた。

「この肉は……？」

「ぽーくたまごおにぎりっ」

　笑さんはそう教えてくれた。ポーク卵オニギリ。やはりこれは焼かれたポークか。

　さすがは豚ぶた肉にく文化だ。沖縄の人間というのは、ブタの鳴き声以外すべての部分を食べてしまうのだと聞く。地元でチェーン展開するコンビニ弁当には、必ず薄く切って焼かれたポークが添そえられているのだと、ネットの掲けい示じ板ばんに書かれていた。沖縄人は豚肉が好きなのだ。それはもう、オニギリの具にしてしまうほどに。

　食べるふりをするために、少しだけラップを剝はがしてみた。くん、と鼻を近づけてかいでみるだけ。焼けたポークの香こうばしい香かおりが鼻先をくすぐる。……ほう。肉め。

　このボリューム。重量感。空腹者の手に持たせて「食べるな」というにはあまりに酷こくな代しろ物ものであった。はみ出た具を見つめていると、大口開けてガブッといきたくなる。いけない、距きよ離りを置かなくては──と、オニギリを平皿に戻もどそうとした僕を、笑さんがじっと見つめている。

　ああ。僕はこのあどけない幼女がおっさん化するところを、もう二度と見たくはない。

　食べる、ふりだけでいいのだ。

「あむ……あむ……」

　大きなオニギリで口元を隠かくし、僕は唇くちびるだけを動かした。




　　　　×　　×　　×




「ゥオロロロロろろろろっ……！」

　ポーク卵オニギリ。なんと恐ろしい食べ物であろうか。食べれば吐はく呪いにかかった者が、軽い気持ちで鼻先へ近づけてよい代物ではなかった。あれよあれよと自制を失い、こうして草むらの茂しげみで嘔おう吐とにいたる。

　それにしても、と吐いた描びよう写しやの直後ではあるが、僕はポーク卵オニギリを思い返す。

　僕は、昨日来島直後に食べた軟なん骨こつソーキそばこそが、沖縄でもっともおいしい食べ物だと思っていた。しかし早くも、対たい抗こう馬ばの登場である。これは接戦だ。鼻先一つ出るか出ないかの勝負であった。

　ポークと卵。本州で言えば、ウインナーと卵くらいに相あい性しようがよい。朝食のプレートに並べてワンセットなそれらを、一いつ緒しよくたにまとめて具にしてしまうなど、あまりに大だい胆たんな握にぎり飯であった。しかもあのオニギリ、入っているのはそれだけではない。ポークと卵の間に息をひそめるのは、味み噌そである。それも甘あま辛からい、歯ごたえのある、味噌である。

「なんだ、これ……？」

　またもや知らぬ食べ物だ。スマホを使い「沖縄　味噌　甘辛い」で検索してみたところ、[image: ]油みそ[image: ]であることがわかった。方言ならば[image: ]アンダンスー[image: ]。なんだそれは。

　味噌に細切れの豚肉や砂糖、泡あわ盛もりなどを加えて炒いためたもので、沖縄ではご飯の上に載のっけたりなどする、一いつ般ぱん的な家庭料理であると書かれていた。オニギリの具としても申し分ないそうだが、なぜそれをポーク卵オニギリに加えるのか。すでにポークと卵があるではないか。

　ポークに豚肉入りの味噌を混ぜるなんて、どれだけブタが好きなのだ。うまかった。

　さらに笑さんが「いいよー」と譲ゆずってくれた他のポーク卵オニギリには、青菜やツナが入っていた。笑さんが半分残したオニギリには、ケチャップが塗ぬりたくられていた。

　この地方では、ポークと卵はデフォに過ぎないのだ。そこにプラスして何かを加えるのだ。欲よく張ばりすぎだろう。うまかった。

　しかしその不思議な食体験は、結局はこうして嘔吐体験に終着してしまう。

「はあ……もったいないものだな」

　呪われた身が悲しい。自己嫌けん悪おとよだれをハンカチで拭ぬぐい、僕はあぜ道へと戻った。

　気を取り直して歩き出す。

　向かう先は、例のユタが住んでいたという[image: ]亀かめ浜はまさしみ店[image: ]だ。

　老ろう婆ばが入院中と聞いて意い気き消しよう沈ちんする僕に、祀梨さんは言った。

「そう落ち込まないで。じゃあ、代理で相談を受けている弟で子しのとこに行ってみる？」

　そう。老婆には、弟子が一人いるらしい。

　まだ修しゆ行ぎよう中の未熟者ではあるが、病びよう床しように伏ふせる老婆に代わって、人々の相談を受けているのだとか。憂ゆう鬱うつな食生活に一筋の光が差した瞬しゆん間かんだった。

　そしてこれから向かう地元密着型の小さな[image: ]さしみ店[image: ]（沖縄には鮮せん魚ぎよ店てんの他にさしみ店なるものがあるのだと）こそ、ユタとコンタクトが取れるインフォメーションカウンターなのだという。

　悪あく霊りように取り憑つかれた村人たちは、さしみを買う客に交じって列に並び、老婆はレジスターを叩たたきながら依い頼らいを受けたのだそうだ。ちょっと引くほどお手軽だった。

　僕は、老婆が霊れい験げんあらたかなユタであると聞いていたから、てっきり歴史ある神社などで神格化されているような人物だと思っていた。まさか近所のさしみ店にてレジを打つ一いつ介かいの老婆であったとは、どうして想像できようか。

　来島前の祀梨さんとの電話にて、お祓はらいの価格や予約状じよう況きようを尋ねた際「ああ大だい丈じよう夫ぶだよ、言っとくから」と軽くかわされたときに察するべきだったか……。

　しかしすでに来島してしまった以上、祀梨さんを信じて進むしか道はない。

　時はすでにお昼過ぎ。サンサンと降り注ぐ太陽の光が、広がる畑に降り注がれている。

「さすがに暑いな……」

　クバ笠がさのツバをつまんで深くかぶった。民宿を出るとき、「南国の日差し舐なめてたら死ぬよ？」と祀梨さんに無理やり持たされたものだ。

　てっぺんの尖とがった三さん角かく錐すいでツバが広く、かぶれば肩かたまで影かげになる。しかしいくら田舎いなか町であるとはいえ、少々時代錯さく誤ごな気き恥はずかしさを覚えた。祀梨さんにそう言い抵てい抗こうすると、「みんなかぶってるよー？」と言うので承知したのに、カカシ以外誰だれ一人としてかぶっている者はいない。信じた矢先にコレである。

　畑に囲まれたあぜ道を抜けて、赤あか瓦がわら屋根の一いつ軒けん家やが並ぶ住宅街に出た。

　細い一本道の両りよう端はしに、石の積まれた塀へいやハイビスカスの咲さく生け垣がきが続く。

　この辺りは居住区であるため、観光客はほとんどいない。自転車を走らせる中学生や、ムームーのようなゆったりした服を着た老婆など、見るからに地元の人たちとすれ違ちがう。僕はクバ笠をはずして、背中に背負しようようなスタイルにした。

　南国の日差しは照り続けているが、白い砂じや利りの敷しき詰つめられた歩道は熱を逃にがし、見た目にもいくらか涼すずしいように感じた。

　のどかな住宅街は、土曜日の午後を思わせる。小学校が半ドンで、給食も食べずに帰ることになった退たい屈くつな放課後を思い出した。東京では、どこかの家からピアノの音などが聞こえてきたものだが、ここ沖縄では、三さん線しんの音色が聞こえてくる。

　塀の上から枝葉を広げるブーゲンビレアが風にそよぎ、足元に落ちた梢こずえの影がサワサワと揺ゆれていた。僕は祀梨さんに書いてもらった、稚ち拙せつな地図を見ながら歩いていく。

　砂利道はやがてアスファルトに変わった。児童公園を横目に見ながら進んだ先。ひとけのない車道の向こうに、[image: ]さしみ[image: ]と書かれたのぼりを発見する。

　ところどころ剝げた鉄筋コンクリートの、しかくい造りをした建物だった。軒のき下したには車一台停とめられそうな広いスペースがあって、その奥まった向こうに、冷れい房ぼうケースを正面にしたカウンターを見つける。鮮魚店というより、精肉店のような印象である。

　冷房ケースの前には、この辺りでは浮ういた雰ふん囲い気きのあるスーツ姿の男が立っている。お客さんだろうか。この暑い中、きっちりとスーツを着こなしたビジネスマンも、さしみを買い求めるものなのか。不思議に思い、軒下のそばで男を観察する。

　ビジネスマンは冷房ケースの向こうがわ──店の中にいる女の子と話している。

　細長い焼き菓が子しを──あれはなんだ？　クレープの生き地じをクルクル細く巻いたようなお菓子をくわえながら、だるそうに男と会話している少女。眼鏡をかけ、三つ編みにした二つのおさげを耳の後ろで撥はねさせている。おや、あれは──。

　あれは昨夜、祭り会場で暴れ回っていた空の相棒ではないか──！

　僕は慌あわてて、すぐそばの塀へと身を隠した。あの娘むすめ、たしか名前を流威奈といった。

　なぜあの問題児が、ユタの弟子がいるべき神聖なレジカウンターを陣じん取どっているのだ。

　流威奈はうろんげに目を細め、ビジネスマンに盛大なため息をついていた。

「──無理なものは無理なのよ。簡単に言ってくれるけどねえ、まだ弟子なんだよ？　二件も三件も同時に引き受けらんないって」

「……しかしシーズンなものですから……案件は次々入ってきておりまして。お弟子様には少しずつでも消費していただかないと──」

「その弟子はまさに今、[image: ]縁えん切きり[image: ]に向けて準備中なの。──そうそう、女子大生のやつ。早けりゃ今夜にでもやるつもりだから、集中させてあげてほしいものだわっ」

　言って流威奈は、不思議な焼き菓子を乱暴にかみ切っていた。

「……縁切りを、今夜にでも……？」

　聞こえてくる会話をすべて理解できるわけではないが、あの眼鏡の子が[image: ]ユタの弟子[image: ]ではないらしい。まずはそこに安あん堵どする。

　とはいえ受付カウンターを仕切っているように見える。ならばあの子との接せつ触しよくは避さけられないのか──と黙もつ考こうしていると、背後から「あら、お客さん？」と声をかけられた。

　振ふり返ると、南国の日差しで黒くろ髪かみを艶つやめかせ、島風にロングスカートを揺らす、背の高いお姉さんが立っていた。健康的に焼けた肌はだと、シュッとスマートな目鼻立ち。強い意志を感じさせる瞳ひとみで僕を見て、「ん？」と小首をかしげる。

　見とれて呆ぼう然ぜんとする僕に、お姉さんは沖縄のイントネーションでもう一度尋たずねた。

「お客さんねえ？」

「……あ、はい」

「まっ。いらっしゃーい！」

　お姉さんはニカッと白い歯をのぞかせ、僕の背を押した。エキゾチックな香りのする、エキゾチック美人だった。

「流威奈ちゃん、店番ありがとう！　ちんびん買って来たから食べてー！」

「またあ？　今無理して食べてるのにー！　凜りん姉ねえいつも買いすぎなんだよっ」

「いーじゃん、ちんびんはいくら食べても飽あきないものよ。田た中なかさんもハイ、おつかれさま」

　凜姉と呼ばれた女性は、ビニール袋ぶくろから細長い焼き菓子のつまったプラスチック容器を取り出し、ビジネスマンへ差し出す。眼鏡でスーツのまじめそうな彼も、南国美人の前ではたじたじのご様子。恐きよう縮しゆくしながら、焼き菓子を一つつまんだ。

　この方が[image: ]ユタの弟子[image: ]なのだろうか。さしみ店の奥へ入っていくお姉さんに声をかけそびれたところで、カウンターの流威奈に尋ねられる。

「お客さん？　何包もっか？」

「……ああっと。じゃあ──」

　適当に指差したさしみの詰め合わせを、流威奈は慣れた手つきで新聞紙に包んでいく。

「あいよっ、五〇〇円」と渡わたされたビニール袋を受け取り、僕は代価を払はらった。

　流威奈は僕に気づいてはいないようだ。まあ、足場にされただけなのだから、そんな男の顔など覚えてやいないのが普ふ通つうか。

「あとこれも。ちんびん、サービス」

　言って流威奈は、冷房ケースの上に置かれたプラスチック容器から、ちんびんを一本、袋に入れて僕に差し出した。受け取った僕に声をひそめる。

「……凜姉が際限なく買って来ちゃうのよ。あの人ちんびん中毒者ジヤンキーだから。生ものだから早く食べないといけないんだけど、キリがないの。お客さんも食べるの手伝ってね？」

「はあ……」

「あざーしたあ！」

　呪のろいの相談をする間もなく、あれよあれよと送り出され、僕は軒下を後にした。




　これではただ、さしみを買いに来ただけである。

　マグロのぶつ切りがたっぷりに、タコの足やエビが二尾び。これで五〇〇円は安い上に、ちんびんなる謎なぞの焼き菓子もいただいてしまったが、僕は食えない。それを相談しに来たというのに。

[image: ]

　なんとかもう一度あの美しい人に会えないものかと、さしみ店の周りをうろちょろとしていたところ、思わぬ人物に出くわした。

「泥どろ男……？　何しているんだ」

　頭のてっぺんから、全身を泥まみれのミノで覆おおった男。そいつが今、塀の上に立っている。さしみ店と一つ屋根の下で繫つながった隣となりの民家の塀である。

　男はまるで猫ねこのように四つん這ばいとなり、息を殺して塀の上を移動していた。こちらには尻しりを向け、僕には気づいていない様子。驚おどろいたのは、その手に細長い棒を持っていたことだ。男の身長をも超こえる棒は先せん端たんが尖っており、槍やりのようにも見える。森の住民の武器としては似合っているが、住宅街でそんなものを持っている姿は、明らかに異様だ。

　狩かりでもしているのだろうか……？　怪け訝げんに思って様子を観察していると、泥男は家の敷しき地ち内へ飛び降り姿を消した。僕はハッとして塀の方へ近づいた。

　塀にはかぎ爪づめを引っ掛かけるだけの小さな門もん扉ぴがあり、のぞいてみると石いし畳だたみが玄げん関かんへと続いている。玄関のそばには庭があった。庭に面した縁えん側がわは、開けっぱなしにされている。

　日差しが熱く風の強い沖縄では、風の通り道を作るため、戸や窓を開けっぱなしにする習慣があるのだとか。空き巣という概がい念ねんはないのか。悪党はどこにでもいるだろうに。

「おや……」

　縁側の陽ひだまりに眠ねむっている少女がいる。うつ伏ぶせの状態で片かた腕うでを枕まくらにし、すうすうと寝ね息いきを立てている。読書の最中だったのか、腕の下には開かれた本が敷かれていた。

　呼吸に合わせ、少女のたおやかな背中が上下する。肩から垂れる栗くり色いろのツインテールは、陽の光に照らされ輝かがやいていた。

　平和をテーマにして描かいた絵のような景観に、ぬぅっと姿を現したのは例の泥男である。

　ほら見ろ、言わんこっちゃない！　この島の人間は防犯意識が低すぎる。縁側で昼寝などしている場合ではない。悪党がすぐそこに迫せまっているというのに。

　あの槍が本物だとすれば銃じゆう刀とう法ほう違い反はんであるだろうし、縁側を歩いているのだから明らかな不法侵しん入にゆうである。少女に近づき何をするつもりなのかと思えば……槍の先端についた液体を二本指ですくい取り、少女の頰ほおに塗ぬりはじめた。

「お、おい……何をして……」

「ううん……」とうなされる少女の頰に、男はペタペタと黒い液体を塗り続ける。少女の頰を汚よごし続ける。なんだ、何を塗っている？　毒か？　毒なのか？　仮面をつけたままの顔を少女の鼻先に近づけ、すんすんと嗅かぐような仕草を見せる男。

　もう我が慢まんができない、というふうに天てん井じようをあおいで、嬉うれしそうに鳴いた。

『キャヒッ！』

　もう我慢ができないのはこっちだ。見ていられない。僕は門を開き、声を荒あららげる。

「おいおまえっ、見てるぞ！　その子から離はなれろっ！」

　ハッとこちらを見た泥男は、縁側をジャンプして逃げていった。怒ど鳴なられた猫のような素す早ばやさだった。僕は庭へ侵入し、毒にまみれた少女を抱だき起こす。

「君っ、大だい丈じよう夫ぶか。今、変態が君に毒を──」

　と、僕は腕の中で目を覚ました少女を知っていることに気づく。

　その頰はおしろいではなく、毒に汚されてしまってはいたが──。

「あれえ……？　ゲロんちゅ……？」

　体操着を着たツインテールの女の子は、昨夜遭そう遇ぐうした天てん狗ぐ──空だった。




　　　　×　　×　　×




「ストーカーかもしれない……戻もどって来るぞ、ストーカーなら」

　僕は空に、泥男のことを説明した。男の姿は、昨夜の夜祭りでも見かけたこと。襲おそわれる寸前であったこと。毒を塗って笑ってたこと──まああれは毒ではなく、泥であったが……だが、少女の頰に泥を塗りたくるなど、変態的行こう為いであることに違ちがいはなかろう。

　なのにこの無防備な少女は、「ストーカー？」とのんきに小首をかしげるのだ。

「知らないのか？　人のあとをつけて回る変態だ」

「ええー？　なんで？」

「好きだからだ！　君か、もしくは……あの、お姉さんを狙ねらっているのかもしれない」

「お姉さん？　凜りん音ねさん？」

　聞けばこの家は、隣りん接せつする亀浜さしみ店と繫がっているのだという。ここは、あのお姉さん──凜音さんのご自宅でもあるのだ。

「かの美しい人を狙って侵入したが、君しかいなかったから……例えば、腹いせに泥を塗ってやろうとでも考えたのかもしれない。まあ変態の思考はわからないが……とにかく警察に通報しないと」

「けど毒じゃなくて泥でしょ？　大丈夫ヒージどぉ？　あたしはー」

　泥で頰を汚したまま、えへへと笑う空。田舎いなか者というのは、なぜこうも危機感がない。

「いいかい。ストーカーというのはどんどんエスカレートしていくのだよ。毒を塗られるようになってからでは遅おそいんだ。……そうだ、彼女に会わせていただけませんか。[image: ]ユタの弟で子し[image: ]の」

　あの大人の女性であれば、真しん剣けんに取り合ってくれるだろうと思ったが、しかし空は大きな瞳をしばたたかせ、またも小首をかしげる。

「ユタの弟子？」

「そう。いるのでしょう？　入院中のユタの代わりをしている弟子が」

「いるけど。でもそれ……あたしだよ？」

　オワタっ！　と僕が澄すみ渡る青空をあおいだのは、言うまでもない。




　思えば民宿を出るとき、僕にクバ笠がさを渡した祀梨さんがニヤニヤと笑っていたのは、[image: ]ユタの弟子[image: ]が空であると知っていたからに違いない。僕があの二人を苦手に思っているのを知った上で、黙だまっていたのだ。何が「話せばわかるよ。がんばってねー」だ。

　あんな子どもが、どうやって僕を救うというのだ。

　キュ、と蛇じや口ぐちを捻ひねって水を止める。僕は亀かめ浜はま家の洗面台を借り、空を抱き起こしたときについた毒を──じゃなくて泥を洗い落としていた。

「君はこの家の者なのか」と尋たずねると、空は「今住んでるオバーの家族は凜音さんだけ。あたしはオバーの弟子で、流威奈はあたしの相棒なんだ」と答えた。

　洗面台のドアを開ければ、台所に出る。食器棚だなや電子レンジの置かれたラックがところ狭せましと並んではいるが、きれいに整せい頓とんされている。

　冷蔵庫には、診しん療りよう所じよ名の書かれた封ふう筒とうがマグネットで貼はりつけられていた。例えば検査結果の通知だろうか。ならば亀浜氏はその診療所にいるのか。

　居間には仏ぶつ壇だんがあった。白黒の遺い影えいに写った笑え顔がおの女の子はツインテールで、そのシルエットが空に似ていてドキリとした。よく見れば空よりも若く、まだ小学生であるのに亡なくなってしまったのか。この子も亀浜氏の孫だとすれば、凜音さんの妹なのかもしれない。

　静せい謐ひつな空間に時計の時を刻む音。

　ひそひそと聞こえてくるのは、空と流威奈の話し声である。

「──流威奈、あったよ、あった。見つけた」

「どれ？　ンブー・イナグ……[image: ]重い女[image: ]か。っぽいね」

　二人は、居間の奥にある部屋のベッドに腰こしかけていた。遠目に見る限り、そこは寝しん室しつであるようだ。使い古されたベッドの他ほかに、タンスや鏡台がちらりと見えた。

　僕は廊ろう下かに立ったまま、壁かべを背にして息をひそめる。

「タコの頭に人の体。全身はヌメヌメとしていて……盗ぬすみを犯おかす大罪人を祟たたる……か」

「ほら、ここ。取り憑つかれた人間は汗あせが止まらなくなり、やがて干ひからびてしまう──ってとこもさ、手汗が止まらないっていう依い頼らい人と同じ現象でしょ？」

　やはり、二人はお祓はらい案件に関して話し合っているようである。あの空という少女が、本当にユタの弟子なのかどうか、確かめるまたとないチャンスであった。

　部屋をそっとのぞき込んで見れば、空が膝ひざに置いた本を、二人そろって読んでいる。

「やっぱり、[image: ]朱あか浜はま節ぶし[image: ]に出てくる神様だと思うな」

　空は言って、節をつけて歌い出した。

「[image: ]エ～、ただちゅい、わらてぃくぃたせ～。あかサングぬする～、びぃけ～どぅやる[image: ]──って、ね？　サンゴ出てくるし」

　昨夜、神楽かぐら殿でんで空が舞まっていたときに演奏されていた、古典音楽と似たような歌だった。その歌詞はまるで外国語のように不可解で、僕にはまったく意味不明だが、流威奈は理解できているようだ。難しい顔をして腕を組む。

「朱いサンゴを盗んだ女子大生を祟ったってわけね。リゾート区の浜はま辺べにもあったはずだよねえ？　『朱いサンゴは持ち帰らないでください』って看板がでかでかとさ」

　そして大きくため息をつく。

「ほんと大和の人ヤマトンチユってのは……。星砂とか、白いサンゴの死し骸がいを持ってきゃいいのに」

「生きてるサンゴはまずいよね。あれは、神様のものだし」

　二人の話に聞き耳を立て、大まかな案件の概がい要ようがつかめてきた。

　悪神に取り憑かれた依頼人は、県外から観光に訪おとずれた女子大生だ。彼女はリゾート区の浜辺で遊んでいたが、ホテルに帰ってから発熱し、全身から流れる汗が止まらなくなったらしい。特に手汗がひどく、渡わたされたグラスを落としてしまうほどヌメっているのだとか。

「田中さんが急いで欲しいんだってさ。役場にどんどん依頼が来てんだと。観光客はバカだから、ガンガン神に障さわってくれるよまったく……」

「まあ、夏は稼かせぎどきって言うしねえ」

　田中さん──とは、先ほど表にいたスーツ姿の男か。彼はビジネスマンではなく、役場の人間であったようだ。つまり依頼人は役場を通して、ユタにお祓いを依頼する──現在はそのユタが療りよう養よう中であるため、弟子である空が出動することになっているのだろう。

「……どうやって、その悪神を祓うのですか？」

　二人の会話がなかなかそこに触ふれなかったので、僕は我慢できずに姿を現した。

「は？　なんでお客さんがいんの……？」と、あからさまに嫌けん悪お感かんを示したのは流威奈である。立ち上がり、僕を部屋に入れまいと立ちふさがる。

「ここは立ち入り禁止なんですけど」

「ごめん流威奈っ、その人あたしが入れたの。ゲロんちゅっていうんだよ」

「いいませんよ。僕は、三鷹春秋と申しまして──」

「正気!?　空！　なんで関係ない人家に入れちゃうのよ。あんたは警けい戒かい心しんがなさ過ぎる」

　自己紹しよう介かいを遮さえぎられたのは不本意ではあるが、警戒心の薄うすさに関しては同意である。

「だって、泥どろで汚しちゃったから……。手え洗うだけならって」

　言い合う二人をよそに、僕はそっと視線を落とした。流威奈がページに人差し指を挟はさんで持つ、先ほど読んでいた本を確かく認にんする。おどろおどろしい妖よう怪かいの絵の上に、大おお袈げ裟さなフォントでタイトルが書かれていた。

『怪奇!!　おきなわの神々図ず鑑かん　上巻』……ん？

「それ、オカルト本……？」

　それも子ども向けの。恐きよう竜りゆう図鑑だとか、世界の偉い人じんだとか、漫まん画がやイラストが盛りだくさんにちりばめられた、そういったたぐいの児童書ではないか？

　僕に指を差され、流威奈は本を抱き寄せ眼鏡を光らせる。

「何？　あなたには関係ないでしょ。手洗ったんならもう出てって」

「いや、関係ある。僕は、僕に憑いた悪神を祓ってもらうために東京からわざわざやって来たんだ。君たちが本物のユタかどうかを確かめる動機がある」

「はあ？　確かめるって何。さしみ買いに来たんじゃないの？」

「断じて違う。だから質問に答えてくれ。君たちは、どうやって悪神を倒たおすのだ」

　流威奈と押し問答していると、空がベッドに腰かけたまま「倒さないよ」と答えた。

「倒さない。ユタにはいろいろ種類があるんだよ。自分の体に神様を憑ひよう依いさせたり、お告げを聞いたり。でも基本、あたしたちは神様と戦うわけじゃない。白結木島のユタは──花人ハナンチユの場合はね、切るの」

「……斬きるんじゃないか」

「違うよ。神様を斬るんじゃない。罪を犯した障り人と、罰ばつを与あたえる祟り神。二つの間にできてしまった縁えんを、裁たつんだよ」

　空は手をチョキの形にして、「ちょきんっ」と何もない空間にハサミを入れた。

「これこそ花人にしかできないお祓いの仕方。[image: ]縁切り[image: ]なのです！」

「……神と人との縁を切るってことか……？　切れるものなのか？　指で」

「や……オバーは指で切っちゃうけど、あたしはほら、まだ見習いだから。ええと──」

　空はきょろきょろと湿しつ布ぷのにおいに満ちた部屋を見回し、枕まくら元もとの台の上に無造作に置かれていた裁ち切りバサミに飛びついた。

「じゃん！　これ、これで裁ち切りますっ」

　ドヤ顔でシャキシャキと刃やいばを動かす少女。

　それはそれは切れ味の鋭するどそうなハサミではあるが……。僕にはどうしても、そのハサミが[image: ]縁[image: ]などという曖あい昧まいなものを裁つ道具には見えない。

「……ふざけているのか？」

　つぶやいた瞬しゆん間かん、僕は流威奈に肩かたを押された。

「ふざけてなんかないわ！　だから嫌いやなのよ、ヤマトンチュは。空の気持ちも知らないで自分のことばっか。助けて助けてってうっさいんだけど。神に障った自分が悪いくせに」

　流威奈の背後で、空がおずおずと立ち上がった。

「流威奈あ、言いすぎだよー……」

「ふんっ、言ってやればいいのよ。帰れ。誰だれがあんたの神なんか祓ってやるもんですか」

「……こっちだって、本来なら君たちみたいなお子さまに頼たのむつもりじゃなかった」

　ぐい、と流威奈は一歩前に出て、眼鏡ごしに僕をにらみつける。

「だから帰れってば。あんまウシェーテェたら、タッ殺クルサリンド！」

「……？　何？」

「ナメるなってこと！」

「ああ帰るさ、言われなくても」

　踵きびすを返して廊下を早足で歩く。「さしみっ」と背後に声を聞いて、思わず振ふり返った。

　流威奈が僕の持つビニール袋ぶくろを指差している。

「あんたそれ、食べるつもりで買ったんでしょうね」

「……もちろんですよ」

「ホントかしら。内地ナイの人チヤーたちターは食に感謝することもできない大金持ちばっかだから、信じらんないわ」

「嫌な子どもだ」

　別れ際ぎわに言われたその皮肉のせいで。僕はどうせ食べることのできないこのさしみを、捨てることができなくなった。
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「あおい診療所……」

　僕は冷蔵庫の封筒に書かれていた診療所名を、スマホで検けん索さくした。亀浜氏が入院しているであろう診療所の地図は、すぐに見つけることができた。

　あの弟で子しではダメだ。だから師し匠しようへ直々に相談しに行こうと考えた。そもそも僕が島を訪れたのは、あのチビどもと口ゲンカするためでも、安くてボリューミーなさしみを買うためでもない。霊れい験げんあらたかなユタであられる亀浜氏に会うためなのだから。

　診療所への道のりは、少々遠かった。亀浜さしみ店と同じ赤瓦アカガーラ区ではあったが、緩ゆるやかな車道がくねくねと続く、木々の梢こずえに覆おおわれたトンネルをのぼっていくのは骨だった。

　坂道をのぼっていくと、大きなガジュマルを中心としたロータリーに出た。バス停で乗客を降ろしていたバスが、エンジン音を上げて出発していく。

「バスあったんだ……」

　沈しずみ行く夕日が、空を茜あかね色いろに染めている。

　藍あい色いろがかった東の空には、気の早い月がぽつんと浮うかんでいた。

　ロータリーを囲むようにして、雑貨店や食堂などが並んでいる。小さな診療所は、その一角にあった。入り口へ続く階段の前で、大きな犬がぐうぐうと眠ねむっている。柴しば犬いぬに似ているが、僕は犬に詳くわしくない。雑種かもしれない。

　そばを通ってもまったく反応を見せない。例えば僕がストーカーなどであったらどうするのだ。その警戒心の薄さに、かの少女を思い出させられる。

　犬小屋には、[image: ]そらまめ[image: ]と犬の名前が書かれていた。

「……そら」

　勘かん弁べんしてくれ。眠る犬を脇わき目めに見て、僕は階段を上っていく。

　真っ白な扉とびらを開けると、カランカランとベルが鳴って、それは静かなカフェを思わせた。

　しかし室内はちゃんとした診療所だ。清潔感のある白い壁に、かすかに感じる薬品のにおい。ソファーの置かれた待合室に人はなく、磨すりガラス越ごしに夕日が差し込んでいる。

　受付カウンターは無人で、誰かが来る様子もなかったので「すみませえん」と声を上げた。何度か声をかけてようやく、廊下の奥にエプロンをつけた中年の女性が顔をのぞかせる。洗せん濯たく物ものの入った大きなたらいを両手で抱かかえていて、いかにも忙いそがしそうである。

　看護服を着ていないので、普ふ通つうの主婦に見えるが、看護師さんだろうか。

「あらごめんなさい！　お見み舞まいかしら？」

「あ……ええと。亀浜氏はいらっしゃいますか」

　これはしたり。見舞い人に扮ふんして花か何かを買っておけばよかった。僕が持っているのは、さしみの詰つめ合わせとちんびんが一本だけである。

　警けい戒かいされてしまうかと思いきや、看護師は「どうぞ」と意外にも僕をあっさりと病室へ案内してくれた。テキトーか。この島のセキュリティーはガバガバである。




「オバーちゃーん。三鷹さんって方がお見舞いに見えてますよ。若い男性の方」

　亀浜氏の病室には、カンフー映画が流れていた。ベッド脇わきのラックに置かれたポータブルＤＶＤプレーヤーから、「アイヤッ」だとか「ターッ」だとかいう吹ふき替かえ版ジャッキー・チェンの戦う声がする。

「ああっ、もうオバーちゃんったら、また煙草たばこっ！」

　看護師が手に取ったのは、窓まど枠わくに置いてあった灰皿である。

「吸ってんけど？」とベッドの上で背を丸める老ろう婆ば。白はく髪はつを頭のてっぺんで束ね、病衣に藍色の半はん纏てんを羽織った彼女こそ、ご高名なユタであられる亀浜氏……なのだろうか。

　窓辺のベッドに体を起こしていた亀浜氏に、看護師さんが詰め寄る。

「もう。なんでそんな見え見えの噓うそつくの。そんな体に悪いもの吸ってたら、いつまで経たっても治らないって言われてるでしょ？　ハイ、全部出して」

　亀浜氏はしぶしぶ半纏から煙草とライターを取り出し、差し出された手の平へ載のせる。

「老い先短いオバーからわずかな楽しみさえも奪うばうなんて……ひどい人だねえ、蒼あお囲いちゃんは。看護師さんでもないのに」

「看護師さんでもないの!?」

　思わず口をついた言葉に、蒼囲ちゃんと呼ばれた女性が振り返り微笑ほほえむ。

「私はお手伝いさんです。スタッフの少ない診療所だからね。人手が足りなくて」

「して。ミタカさんって言ったねぇ。ターやが？」

「ター……やが……？」

　亀浜氏の言葉がわからず戸と惑まどっていると、蒼囲さんが「誰ね？　って」と教えてくれた。

「あ……三鷹春秋です。三鷹祀梨の甥おいに当たります。あ、今は名字変わってますけど」

「はいはい、祀梨さんね。縁切りの依い頼らいな？　断ったはずだけどねえ」

「ええと、どうしても……亀浜氏に、相談にのって欲しくて──」

　ごほ、ごほと咳せき込む老婆。大だい丈じよう夫ぶなのか？　蒼囲さんに背中をさすられている姿を見ていると、本当にこの人がすごいユタなのか疑ってしまう。

「あの、これよかったら……」

　僕がさしみの詰め合わせを差し出すと、亀浜氏は欠けた歯をのぞかせて笑った。

「カカッ。さしみ屋のオバーにさしみ持って来るわけ」

　……あ、しまった、そうだった。

「あらあら。冷蔵庫に入れておきましょうか？」

　蒼囲さんがまたも助け船を出してくれるが、亀浜氏は強い口調で「ならんど」と言う。

「もう傷いたんでるさ。捨てなさい」

「え……」

　僕は驚おどろいてビニール袋の中を確かく認にんする。新聞紙の包みを少し開いてみると、わずかながら鼻をつく嫌な臭においがした。真夏の炎えん天てん下かを長時間歩き回っていたせいだ。

「うわ……最悪だ」

　老婆はさすがさしみ店の主人と言うべきか。目をほとんど閉じたまま、袋の中身さえ見ていないのに、臭いだけでさしみだと──それも腐くさったさしみだと感づいてしまった。

「まあ、もったいない。残念だけど、捨てておきましょうかね」

　蒼囲さんの言葉に甘え、僕は「すみません」とビニール袋を渡わたす。

「あら、ちんびんが一本入ってるわ」

「……捨ててください」

　先ほど流威奈に答えた言葉に反して、僕はさしみを捨てることになった。彼女の言う通り、食に感謝もできない傲ごう慢まんな人間になったようで、一いち抹まつの悔くやしさを覚える。

「はるばる来てもらって申し訳ないことですが」

　亀浜氏は一つ大きな咳せきをはさんでから告げる。

「この通り、ワンねぇただの死にかけたジャッキー中毒者ジヤンキーやんど。依頼は受けられんね」

「……ジャッキージャンキー……」

　ちらと一いち瞥べつしたＤＶＤプレーヤーの液えき晶しようでは、ジャッキーがはしごを振り回して戦っていた。そしてこの病室に入ってきたときからずっと気になっていたのだが、ベッドのそばの白い壁かべに貼はられているポスターもまた、若かりし日のジャッキーであった。……あれ完全に私物だ。ここ病室だろう。

「オバーちゃんっ！　死にかけだなんて変なこと言わないでってば」

「やしがわかるばぁよ。ユタはね、なんでもわかる。自分の死期さえもね」

「はいはい。すごいですねえ、ユタは」

　老婆をあやすようにたしなめて、蒼囲さんは病室を出て行った。

　すると亀浜氏は布ふ団とんをめくり、灰皿を取り出す。懐ふところからは煙草とライターを取り出し、ぷふーっと紫し煙えんを吐はき出した。

「……怒おこられますよ」

「あんたが吸ったってことにするさ」

「僕、未成年なんですけど……」

　島に来たのは……間ま違ちがいだった。この方はただの老婆だ。自身でも言っているではないか。煙草とジャッキーが好きな、死にかけた老婆……。

「では、依頼はあきらめます──」と退室しようとしたそのとき、壁沿いのパイプ椅い子すに一冊の本を見つけた。怖こわい顔をした妖よう怪かいの絵が表紙に描えがかれており、『怪奇!!　おきなわの神々図ず鑑かん　下巻』とタイトルが打ってある。これは──。

「あの子たちが読んでたやつ……」その、下巻。

　ハードカバーの児童書で、角が削けずれて丸まっていた。開いたページは黄ばんでいる。おどろおどろしいタッチで、沖縄の神々のイラストが描かれていた。名めい称しようや伝承の伝わる地域、危険値まで記されていた。難しい漢字にはふりがな付きで。

「会ったわけ？　空と流威奈に」

「はい、ついさっき。あの……空って子。ホントに弟子なんですか？　この本に描かれている妖怪が、まるで本当にいるかのように話してましたけど」

　僕は開いたページに目を落としながら尋たずねた。大おお袈げ裟さな見出しのフォントや、博士と少年が神や妖怪を解説する漫まん画が。ページの端はし々ばしに見える子供っぽさが、信しん憑ぴよう性せいを損そこねている。

　実際に取り憑つかれ、呪のろいに悩なやまされている僕でさえ、さすがにこれはフィクションだと感じた。

「妖怪じゃないさあ。花人ハナンチユが相手するのは祟たたり神どぅやんど」

「……祟り、神……」

　僕は顔を上げる。これは参った。少女たちが神を信じる根源はここか。空や流威奈は、この老婆の妄もう言げんを鵜う吞のみにしているのだろう。

「まあ、妖怪もいるけどね。人を祟るものを一いつ緒しよくたに祟り神と呼んでいる」

「……ホントに、ここに描かれてる化け物みたいな奴やつらがいるんですか？　この島に？」

「人間たちぬ上でもなく、下でもなく。私たちワツターぬすぐそばにいるもの。人間に近いが、やしが人間じゃあない。それが沖縄ウチナーぬ神々さ。あなたに取り憑いている内地の神とは、またちょっと違ちがうものよ」

　少なからず意表を突つかれた。縁えん切きりの相談に来たとは言ったが、詳しい話はまだだ。妙みように知ったような口を利きく。

「……ああ。そっか、祀梨さんから聞いたんですね」

「いいや。ワンねぇ依頼を断ったんどうや。相談事があるとしか聞いてはいない」

　つい、乾かわいた笑えみがこぼれてしまう。きっと老婆は噓をついている。僕のことを祀梨さんから聞いて、さも言い当てているかのように見せているだけ。これはペテンだ。祀梨さんに確かめればすぐにわかること。

「おや……？」と老婆は僕を見た。──否いな、うっすらと目を開いた先は僕の背後。

「──あんたは……違うね。神様のふりをした狐きつねね？」

　ぞくりと怖おぞ気けが走り、反射的に振ふり返る。

　背後には誰だれもいない。僕の目には何も見えない。

「……いなり寿ず司しでしょ。僕がいなり寿司しか食べられないから……祀梨さんからそれを聞いて、狐を連想したんだ」

「カカッ。あんたはいなり寿司しか食べられないわけ？　おかしな祟り方やさ。その二ふた股またの狐は、ずいぶんといなりが好きなんだねえ」

　……言ってないぞ。狐に取り憑かれ、いなり寿司しか摂せつ取しゆできなくなったとは祀梨さんに話したが、その狐の尾おっぽが二つに分かれていたとは、誰にも言っていない。

「……僕に取り憑いているのは、神ではないのですか？」

「あなたを苦しめているのなら、ここじゃ祟り神と呼ばれるだろうがね。そしてあなたは、障さわり人さ。してはいけないことを、したんでしょう」

　老婆はひょうひょうと笑ってみせる。これもペテンか。本物なのか……？

「僕は……罰ばつを与あたえられたのでしょうか……？」

「言っておくけれども、花人はあなたの罪を赦ゆるすことはできんよ」

「……救ってはくれないんですか」

「懺ざん悔げしたいなら教会へ行きなさい。罪を償つぐないたいなら内地にも祈き禱とう師はいるでしょう。花人は、障り人に赦しを与えるわけじゃないさ。いさめるわけでも、戒いましめるわけでもない。ただ、神と繫つながった縁えんを切るだけよ。縁が切れたら、人間も神様も、お互たがいをすっかり忘れてしまうわけ。罪も罰もなかったことにするわけさ。だから人間は反省も後こう悔かいもしない。改善するわけでも、心を入れ替えるわけでもない。だからまた罪を犯おかす」

　その繰くり返しどぅや──と亀浜氏はつぶやいた。

「繰り返し、繰り返し。罪を忘れ、罪を犯す。そのたびに花人が縁を切って、その罪をなかったことにする。やしが障り人の罪っていうのは、祟り神の与えた罰ど？　それをなかったことにするなんて、神への冒ぼう瀆とくさあね」

　亀浜氏は花人でありながら、花人という生き方を否定した。

「……やしが人が[image: ]助けて[image: ]と言ったら助けてしまう。それもまた人かね」

「じゃあ、あの。僕も助けてくれませんか」

　ぷい、とそっぽを向く亀浜氏。

「しないよ。ワンねぇもう引退どぅや。花人は消しよう耗もう品だからね」

「消耗品……？」

「やさ。花人っていうのは、人間を好かんくなる運命にあるわけ。救っても救ってもキリがないからねえ。もううんざりしてくる。障り人たーは救われた実感がないから、ありがとうも言わんしね。じゃあどうすればいいかわかるね？　花人であるための資格は何か」

「いえ……わかるわけないですよ。普ふ通つうの人である僕に」

「[image: ]楽しむこと[image: ]さ。人間を助けることを。神と対たい峙じする冒ぼう険けんを。大事なのは、人間を好きでいること。そんな子に頼たのみなさい」

「それって、空のことですか？」

「ワンねぇ充じゆう分ぶんに楽しんだから、今度はあの子が遊ぶ番さ」

「……遊ぶ、か」

　この島の人間らしい考え方だな、と思ったりもする。神に祟られた障り人は──僕は、真しん剣けんに苦しみ、真剣に救ってほしいのだ。それを遊びと称しようされるのは、どこか楽観的で礼に欠けていて、同意はできなかった。

　手に持っていた神々の図鑑を閉じようとしたそのとき、ふと開いていたページのイラストが目に入る。体にワラをまとったその神様は、泥どろにまみれていた。槍やりを持ち、もう片方の手で仮面を顔にあてがっている。明記された名前は【パーントゥ】。見覚えがある。ありすぎる。その姿は完全に、僕が昼間みたあの男ではないか──。

「ストーカー……？」

　なぜストーカーが『怪奇!!　おきなわの神々図鑑』などに載のっているのだ。確かに見た目怪奇ではあったが……あのストーカーが神だと言うのか。

「これ。この悪神、あなたの家にいましたよ！」

　思わずページを指差して、亀浜氏へと見せる。

「昨日も空を追いかけてたんだ。あの子、神にストーカーされていたのか……！」

　いつの間にか未知との遭そう遇ぐうをはたしていたことに興奮冷めやらぬ僕であったが、亀浜氏は「ほおん」と落ち着いたものである。

「視みえたば？」

「見えました。ってか、たぶん僕しか見えてません。祭りのときも、あんなに目立つ格好してたのに誰も気にしてなかったし、ストーカーのこと伝えても、空はノーリアクションでしたから。なんで僕にだけ……？」

　初めに泥男を目もく撃げきしたのは、祭り会場に続く橋の上だった。そのあと、やつは踊おどる空を鳥居の上で見つめていたし、今日は眠ねむる空の顔に泥を塗ぬっていた。間違いない。あの不気味な神様は、空を狙ねらっているのだ。

「さっき言いましたよね、亀浜氏。花人のやっていることは、神への冒瀆だと。例えばですが、神が、縁を切ってしまう花人を恨うらんでいるなんてことはありませんか……？」

　亀浜氏は紫煙を散らし、大きく頷うなずく。

「いい着眼点さ。あれはやっかいど。しつこいからねぇ。ワンも何度口に泥をつめられて窒ちつ息そく死ししかけたことか……」

「空が危ない。知らせてやらないと。確か今夜にでも縁切りを行うとか……」

　さしみ店で流威奈が役人にそう言っていたのを思い出す。

「[image: ]ンブー・イナグ[image: ]どぅや。朱サンゴあかサングドロボウぬするーの」

「そうです。ご存じですか」

「報告は受けてるけどね。亀の甲羅カーミヌクーでやってるはずよ」

「……え？　カーミヌ……？　どこ？」

「タクシーを呼びなさい。それから車くるま椅い子すも。蒼囲ちゃんに見つからんようにね」

　亀浜氏は煙草たばこを揉もみ消し、ベッドわきの杖つえを持ち出す。

「亀浜氏も行くのですか……？　なら氏の活かつ躍やくも見られるのでしょうか」

「はっさ、面カ倒シくマさサいヨ。ワンねぇ見るだけさ。失敗してもいいと思ってるからね」

「……失敗してもいいんですか、師し匠しよう」

「失敗もしないで一人前になれるかね。童ワラバーたーや転んだ分だけ強くなるぁよ」

　それから師匠は「まあ、死んだら終わりだけどね」と物ぶつ騒そうなことを言って、弟で子しのピンチを楽しそうに笑う。

「エンドロールのＮＧ集もまた、醍だい醐ご味みの一つさね」

　ああ、この老ろう婆ば。花人の師匠である前に、生きつ粋すいのジャッキー中毒者ジヤンキーであった。
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　タクシーの中で、亀浜氏はンブー・イナグを歌った[image: ]朱浜節[image: ]を訳してくれた。

　空が歌っていたあの沖おき縄なわ民みん謡ようである。

[image: ]エー、夜のユルヌ浜辺でハマウテイ女はイナグガ泣いたナチヨーン。誰もターン一緒にトウムニ笑ってはワラワンクトウくクラれなテイクいイラかンクらトウ[image: ]

[image: ]エー、ただ一人タダチユイ笑ってワラテイくクれイたタのセはー、朱アいカササンンゴグのヌス盗っルー　ビ人イケだードけよウヤル[image: ]

「[image: ]ンブー[image: ]っては重いって意味の沖縄方言ウチナーグチさ。[image: ]イナグ[image: ]は女。朱いサンゴを盗んだ人におぶさって、汗あせを流させるわけ。障り人は疲ひ弊へいして、やがて寝ね込こむことになる」

「それで、どうなるんですか……？」

「ンブーの気が済んだら解放されるけどね。気に入られたなら、死ぬまで一緒さ」

「脱だつ水すい症しよう状じようを起こして死ぬんでしょうか……。変死扱あつかいになるのか……？」

「大和で死んだらね。ここで死んだら[image: ]咎死トウガシ[image: ]ってなるよ。罪人の不ふ名めい誉よな死に方さ。島の人たちだけで使われてる言葉だからね。あまり人の前で言わんよ」

　罪人は罰を受けて死ぬ。まるで死し刑けいだ。いや神による私し刑けいか。

　のどかな島の恐おそろしい一面を垣かい間ま見みたような気がした。




　街灯のない一本道を走っていたタクシーは、ふいに雑木林沿いの路ろ肩かたへと停とまった。

　そこには懐かい中ちゆう電灯を持った警察官たちが立っていて、車内の亀浜氏と短い会話を交かわしていた。僕たちは雑木林を進む許可を得られたようだ。目的地はその先にある。

　空たちが縁切りの舞ぶ台たいに選んだ[image: ]亀の甲羅カーミヌクー[image: ]とは、赤瓦アカガーラ区にある海岸であった。浅あさ瀬せに大きな畳たたみ石が敷しき詰つめられており、その石の一つ一つが、五角形や六角形で亀の甲羅のように見えることから、この辺りを亀の甲羅と呼ぶようになったのだという。

　僕は亀浜氏に言われるがまま車椅子を押し、切り開かれた雑木林を進んだ。

　月明かりは厚い雲に遮さえぎられ、辺りは暗かった。

　ほどなくして雑木林を抜ぬけ、目の前に浜辺と真っ黒な海が広がる。

　僕の身長よりも高い松明たいまつが六本、浜辺の上に、六角形を描えがくようにして立てられている。その中央に若い女がいた。ビキニに上着だけを羽織った姿で、老婆のように腰こしを曲げていた。その顔色は青ざめている。あれが話にあった、朱サンゴを持ち帰ろうとして祟たたられた女子大生であろう。障り人だ。

　松明が彼女を取り囲み、あの辺りだけ炎ほのおに照らされていて明るい。

　亀浜氏に訊きけば、六本の松明は悪神を閉じ込めるためのものだという。

　この世のものでない神様は、あの松明と松明の間を通れない。無理に通ろうとすると、炎に巻かれるのだそうだ。つまり、結界である。ファンタジーである。

　どこから乗り入れたのか、二台の乗用車と一台のバンが浜辺に停車していた。車のそばには、かりゆしウェアを着た中年の男たちが立っている。見学者だろうか。みな口をつぐみ、緊きん張ちよう感かんを持って浜辺を見つめていた。

　一人だけスーツを着ているのは、昼間、亀浜さしみ店を訪おとずれていた役人。田中だ。

　そして彼らの視線の先にいるのが、空だ。ツインテールに動きやすい体操着。肩かたからショルダーバッグをさげていた。

　ざっと辺りを見み渡わたしてみたが、例の泥男の姿は見えない。しかし月の隠かくれた浜辺は思いのほか暗い。岩場の陰かげや雑木林の暗がりに、息をひそめているとも限らない。

　六角形に配置された松明の向こうがわには、流威奈が立っていた。あちらは腰に帯を巻いた空手着である。体操着の空よりも、いくらか気合いの入った戦せん闘とう服ではないか。

「……あの眼鏡の子も戦うんでしょうか。花人ハナンチユじゃないんでしょ？」

「花人じゃないが未熟な空を支える盟友さ。わかりやすく言えば、ジャッキーにおけるサモ・ハン・キンポーのようなものさね」

　いやまったくわからない。スマホでウィキペディアを開き検けん索さくしてみた。ジャッキーとよく共演していた映画俳優のようだ。『動けるデブ』と書かれていた。

　空と流威奈の二人は、松明の外側から女子大生を注視していた。じっと黙だまったまま。まるで何かを待っているかのように。空の横顔は真しん剣けん味みを帯びており、緊張がうかがえる。

　車椅子のハンドグリップを握にぎる僕の手にも、汗がにじんだ。

　今すぐにでも泥男の存在を教えてやりたかったが、この張りつめた空気の中で声を上げるのもはばかられた。聞こえてくるのは、寄せては返す波の音だけ。静かだ。

「ンブー・イナグを待っているのでしょうか……？」

　亀浜氏は答えてくれなかった。目を閉じて、杖を抱だいたままじっと耳を澄すましているかのようだ。よもや眠ってはいまいな？　僕は焦じれてつぶやいた。

「なかなか出て来ませんね……。ってか肉眼で見えるものなのかな」

「いるさ」

「え？」と聞き返した僕に、亀浜氏は教えてくれる。

「ンブーは女に取り憑ついているんどぅや。女がそこにいるんなら、ンブーもずっとそこにいる。あれは恥はずかしがり屋だからね。その姿を見せるのは、月の光が差すときだけよ」

　一いち陣じんの風が吹ふき、六本の松明が轟ごうと揺ゆれた。

　厚い雲が風に流され、海うな原ばらに月明かりが差し込む。

　キラキラと水面みなもが煌きらめきだし、白い砂すな浜はまが月光を浴びてぼんやりと輝かがやきだした。

　直後に、バンのそばの見学者たちから、どよめきが上がった。僕もまた、松明に囲まれて立つ女子大生に──女子大生の背負しよっているものに、目を見張った。

　その背にべったりとおぶさる、奇き怪かいな女。緩ゆるく羽織っただけの着流しから、病的なまでに白い肩を覗のぞかせた神様。それはまるで──。

「タコ……？」

　まるでどころではない。その髪かみの毛は、まんま鈍にび色いろのタコであった。月の光を浴びてテラテラと艶なまめく八本の腕うでが、うねうね、うねうねと休むことなく動き回っている。

　ファンタジーだ。ふわふわとした奇き妙みような感覚に襲おそわれる。まるで月明かり差すこの白しら浜はま自体が、幻げん想そう的な一つの夢であるかのような──。

「ひぃ、ひぃっ！」と自分のおぶっているものに気づき、泣きわめく女子大生。

　タコ足の下からのぞく、真っ青な唇くちびるが開いた。

『きいぃぃぃぃいっ──!!』

　耳をつんざく金切り声が、現実であることを主張する。僕や見学者の連中が顔をしかめて耳を塞ふさぐ中、空はショルダーバッグから裁たち切りバサミを取り出した。

「いくよっ、流威奈っ！」

「ほいさっ」

　二人は同時に足を踏ふみ込み、松明の内側へ飛び込んだ。

　かくして僕は、花人の弟子たちによる[image: ]縁えん切きり[image: ]を目撃する。




　女子大生の背中におぶさったまま離はなれようとしないンブーに対し、挟きよう撃げきの陣じん形けいで二人は挑いどむ。真っ先に突つっ込んでいったのは流威奈だった。足を大きく踏み込んで、前まえ蹴げり回し蹴りのコンビネーション。

「空手っ……！　って、物理が神に効くのか」

　蹴りを恐れて、女子大生が逃にげようとする。その手足に、八本のタコ足がからんだ。ンブーはタコ足を使って、女子大生の体を操作する。涙なみだ目めの女子大生を、自分の盾たてとなるよう操あやつって動かす。かわいそうなのは女子大生である。流威奈の拳こぶしや蹴りが目の前に迫せまるたび、「きゃあ」だとか「いやあ」だとか悲鳴を上げていた。

『きぃぃぃぃぃいいっ!!』

　その背中で、ンブーがまたも奇声を上げた。

「あの笑い声を耳元で聞くと、その夜は夢でうなされるよ。懐なつかしいさ」

「……取り憑かれたこと、あるんですか？」

「祓はらったことがあるのさ。失礼な子だね」

「というか、あれ……笑っているのですね」

「やさ。あれが笑うときは、誰だれもが耳を塞ぐ。あの神は、いつだってひとりぼっちだわけ」

　女子大生に当たる直前で、流威奈の蹴りや正せい拳けん突づきはぴたりと止まった。寸止め、寸止めと繰くり返し、ンブーが女子大生を前に踊おどらせたところを、その腰に飛びつく。

「つかんだよ、空っ！　今っ」

　その合図で、ンブーの背後にいた空がショルダーバッグから取り出したのは、サンゴだった。女子大生が盗んだとされる、小さな朱あかいサンゴの欠片かけらだ。

「こっちだよ、ンブー・イナグ！　あなたのサンゴはこっち」

　その声に反応し、ンブーが顔だけで振ふり返る。

「なるほどハアーヤ」と亀浜氏が口の端はしを吊つり上げた。

　なんだ、はあやって。僕には空の意図がわからない。一人で納なつ得とくしないでいただきたい。

「障さわり人から祟り神を離そうとしているわけさ。おぶさられたままだったら、縁えんの糸が見えんでしょう」

　なるほど。二人の目的はンブー・イナグの撃げき破はではなく、ンブーと女子大生の間にある糸を切ること。流威奈の蹴りや正拳突きは陽動。目的は女子大生をつかんで離さないこと。その上でンブーに空を襲わせ、祟り神と障り人を引き離すこと──しかし。

「──しかし、サンゴに食くらいつくんですか……？」

　僕が思い出していたのは、亀浜氏の訳してくれた[image: ]朱浜節[image: ]の歌詞だ。

[image: ]エー、夜の浜辺で女は泣いた。誰も一いつ緒しよに笑ってはくれないから[image: ]

[image: ]エー、ただ一人笑ってくれたのは、朱いサンゴの盗っ人だけよ[image: ]

　その歌がンブーのことを歌っているのなら、ンブーの欲しいものはサンゴではない。

「やさ」と亀浜氏はうなずく。

「神は動物やあらんど。なんでンブー・イナグが盗ぬすっ人とに罰ばつを与あたえるのか。花人は神の声を聞かんといけん。あれは朱いサンゴなんてどうでもいいのさ。サンゴはただの口実。本当に欲しいのは、一緒に笑ってくれる人間の方──」

　ンブーは空の持つサンゴを一いち瞥べつしただけで、標的を移したりはしなかった。女子大生にしがみつく流威奈へ、触しよく手しゆのようなタコ足をうねらせる。

「流威奈っ！　やばい離れてっ」

「ぎゃ、きも、きもぉっ!!」

　流威奈の体に、次々とタコの足がからみつく。手首に巻きつき腕を取って、足首に巻きつき逆さまに吊り上げる。胴どう着ぎがめくれてさらされた脇わき腹ばらに、首筋に、ヌメヌメとタコの足は吸きゆう盤ばんを貼はりつけていく。

　そしてンブーは宙に浮うかせた流威奈を、松明と松明の間に押しつけた。その空間には、見えない結界が張られているはずだ。流威奈が体を押しつけられたことで、防ぼう壁へきに沿って光が波打ち、その壁かべを肉眼でも確かく認にんできるようになった。

　発光する防壁から煙けむりがあがって、流威奈が悲鳴を上げる。

「んやああああああっ！」

「なんでっ。結界は神にだけ作用するんじゃ!?」

　現に先ほど流威奈と空の二人は、普ふ通つうに境界線をまたいで松明の内側に入ったのに。

「……あれは結界の仕組みを知っているね。反応しているのは、タコ足の方さ」

「タコの足？」

「流威奈自身は結界をすり抜けても、流威奈にからむタコの足が熱を帯びる。あの子は熱を感じている。発火するよ」

「はっ……か!?」

　流威奈の空手着から黒い煙が上がり、いよいよ小さな炎が上がる。空が助けに走るが、残りのタコ足に阻はばまれ近づけずにいた。

　寄せては返す波の音に、流威奈の悲鳴が重なった。

「やああああああああっ！」

「亀浜氏っ！　助けに行かないと！」

　しかし亀浜氏はじっと目を閉じて黙ったまま。動く気配はない。遠巻きに見ている大人たちもまた、顔をしかめるだけで、誰一人助けに行こうとしない。

　なんだこれは。「亀浜氏っ！　早く……」このような地じ獄ごくを前にして、なぜ誰も動かない。──ダメだ、僕は見ていられない。

　車くるま椅い子すを置いて駆かけ出した僕の背に氏が叫さけぶ。

「あんたに何ができるわけ」

「いや、でも、見てらんないでしょっ。あんな子どもが苦しんでるのに──」

「子どもじゃない。花人どぅや。流威奈も覚かく悟ごの上であそこにいる花人の相棒ど。神との渡わたり歩き方を知らない人間が、手ぇ出したらならん。あんたも神に障りたいわけ？」

「……けど」

「見ときなさい。この島で神と対たい峙じできるのはユタだけ。神に障らず人を助けられるのは花人だけ。神と対峙できるのは、神と全力で遊べるものだけどぅや」

　ンブーの背後に空が迫った。裁ち切りバサミを使って、なんとかタコ足を一本裁ち切る。

　気づいたンブーが振り返り、絶ぜつ叫きようを上げた。

『ひぃぃぃぃいいいあっ!!』

　すると氏は、シワを寄せて邪じや悪あくとも取れる笑えみを浮かべた。

「それでいい。怒おこらさんね。場を支配さんね。タコじらーぬ醜女しこめでも髪は女の命やさ！」

　ンブーは流威奈を防壁に押しつけるのをやめ、女子大生の体を空へと向ける。

　空は襲いかかってくるタコ足から逃げて、松明たいまつの間から防壁の外へ飛び出した。

「うまいぞ、逃げたっ！」

　しかしンブーは、すかさず流威奈を松明の支柱へと投とう擲てきした。

　流威奈は松明を倒たおし、砂の上へ転がる。結界が、破られる。

「うわっうそ！　来たっ！」

　女子大生の足に触手をまとわりつかせ、結界を出てくるンブーを見て、空が逃げ出す。畳たたみ石の敷しき詰つめられた浅あさ瀬せまで駆けて、バシャバシャと海水を跳はねさせる。

「やだ、来ないでっ。こわっ！」

『きいいぃぃぃぃぃぃぃいっ！』

　女子大生の走るスピードは速くはないが、策が破られ逃げるだけの空は、どう見ても劣れつ勢せいだ。先ほどまでの勢いはどこへやら。ぐだぐだの展開に、見学者たちも困こん惑わくしている。

　あのスーツ姿の男などは、首を振ってあからさまな失望を示して──と、それどころではない！　僕は彼らの後ろのバンの上に人ひと影かげを見つけた。

「よりによって、今かよ……。亀浜氏っ、やつだ！」

　バンの天板に屈かがみ込む、泥どろにまみれた仮面の男。その手に握にぎられた長い槍やり。まるでこの時を待っていたかのようにバンの上からジャンプして、砂浜に着地する。そして浅瀬へと駆け出した。ンブー・イナグとの逃とう亡ぼう劇を演じている、空に向かって──。

「やっぱり、他ほかの人には見えてないのかっ」

　駆け出そうとした僕は、手首を亀浜氏につかまれた。

「待たんね」

　その手を僕は、振り払はらった。

「かまいませんよ障っても！　もうすでに障ってるし。それよりも、目の前であの子が殺されることの方が厳しいです！」

　初めて呪のろわれていてよかったと思った。すでにいなり寿ず司ししか食べられない僕は、ある程度の呪いなら受け止められる……ような気がする。

　砂すな浜はまを全力で駆けながら、浅瀬の空に向かって声を上げる。

「空っ！　あいつだ、ストーカーが君を狙ねらっているっ」

　距きよ離り的てきには僕の方が近い。泥男が空に接せつ触しよくするよりも早く、僕はしぶきを上げて浅瀬に足を踏み入れる。きょとん、と目を丸くした空の肩かたをつかんだ。

「空。僕が見たストーカーは神だった。ずっと君をつけていたんだ」

「え、ゲロんちゅ？　なんでここに──」

「いるんだ、あいつがっ！　僕には見える。もうすぐそこまで来てる──」

　空の肩かた越ごしに、泥男が近づいてくるのが見えた。空の手首を取ったところで、反対側からンブーが近づいていることに気づく。前門の虎とら、後門の狼おおかみ。否いな、どちらも悪神か──。

　空の背後に迫った泥男が槍を引く。そのまま突つき刺さすつもりだ。

　横に飛び出そうと手を引いた──が、空は抵てい抗こうした。

「ははん。心配してくれたんだね」

　言って空はこの危機的状じよう況きようの中、大きな目を三日月形にゆがめて──笑った？

「ンブーだけを狙って！　パーントゥっ！」

　突き出された槍が、僕と空の間を割って通り抜ぬける。その鋭するどい先せん端たんが突き入れられた相手は、ンブーだった。女子大生におぶさるンブーの肩に喰くい込む。

『んぎぃぃぃぃぃぃいいいっ!?』

　耳をつんざく悲鳴と同時に、ンブーの口から大量の墨すみが吐はき出される。まるで煙えん幕まくだ。瞬しゆん時じにして辺りは闇やみに包まれ、僕は水しぶきを上げて尻しり餅もちをついた。

　煙幕が辺りに散ったとき、すぐそばには、月明かりを浴びて立つ空の姿があった。

　背後に槍を構えるパーントゥを従え、逃げて行く悪神を見み据すえている。

「さあっ。反はん撃げき開始だよっ、パーントゥ！」

　言ってにんまり、いたずらっぽく笑った。

「どぅーららあっ!!」

　バシャバシャと水しぶきを上げて、空とパーントゥは同時に駆け出す。

　パーントゥが先行して、女子大生の背におぶさったまま逃にげるンブーに迫せまる。ンブーはタコ足を駆く使しし、パーントゥの槍をいなしていく。月明かりに煌きらめく水面みなもの上で、神同士の攻こう防ぼうが繰くり広げられる。その少し後ろで、空が裁ち切りバサミを構え、隙すきを探している。

「……だから、ナメんなって言ったじゃん。ただの中学生じゃないんだよ？　空は」

　呆ぼう然ぜんとする僕のそばに、焦こげてほつれた空手着を着た流威奈がしゃがみ込んだ。

　眼鏡が片面ひび割れているが……復活早いな。

「君は、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「まあ死にかけたよね。でも大丈夫ヒージ。花人の相棒ナメんな」

　立ち上がって「せやっ」と正せい拳けん突づきをしてみせる流威奈。

[image: ]

「けど……あの子の本当の相棒は、あいつなんだよね。悔くやしいけど」

「……見えてたのか、君たちも」

「もちろん見えてたよー？　見えないふりしてただけ。パーントゥは私たちの……ってか、空限定の味方なの」

　パーントゥの攻こう撃げきをさばききれなくなったンブーは、いよいよ女子大生の背中から飛び降りた。パーントゥを恐おそれ、がむしゃらに浜はま辺べへ駆けていく。

　ふらりと昏こん倒とうする女子大生とンブーの間に、月明かりを受けて煌めく糸が見えた。

　あれが、縁えんの糸……？

「見えたっ！」と空がハサミを開いた。しかし──。シャキン、シャキンと刃やいばを合わせるが、ぐにゃりと糸は曲がるだけで、切れる様子がない。

「あれっ……。切れない。えっ……!?」

「何をやっているんだ、あいつ」

　その間もンブーは浜辺を駆ける。後を追うパーントゥ。しかし女子大生の背を下りたタコ女は、タコのくせに、速かった。ンブーの逃げる直線上に車椅子がある。そこには当然、死にかけた老ろう婆ばが座っていて──。

「亀浜氏っ！　やばいっ。今度はあっちが──」

　僕は立ち上がり浜辺へ駆けた。しまった、氏のそばを離はなれるべきではなかったか。しかし到とう底てい間に合うはずもなく、ンブーは亀浜氏にタコ足を広げる。

　その向こうで亀浜氏が──「やれやれ」……と、ため息をついたように見えた。

　スッと杖つえをついて立ち上がった氏はその杖を振ふり上げ、踊おどるような所作でタコ足をいなす。その一挙動で、流れるようにンブーの足を払った。

　つんのめったンブーの首の後ろに杖を持ち上げ、宙で何かを引っ掛かける。恐らく、糸だ。

　その霊れい験げんあらたかな花人は、縁の糸を指で切る。チョキの形にした指先を、そっと合わせる。ただ、それだけだった。

『ぎああああああああああっ!!』

　瞬しゆん間かん、悲鳴を上げたンブーの体がねじれ、夜の帳とばりに吸い込まれていった。

　それと同時に、無数の花びらが夜空に弾はじけた。一体どこから湧わいて出たのか、亀浜氏の体を見えなくするほどの大量の花弁が氏を中心に渦うずを巻き、海風に乗って夜空へと舞まい上がる。真っ白な花びらが、月明かりを受けてひらひらと煌めいていた。

　その息を吞のむような美しい光景は、夜桜を思わせる。南国の海に散る桜さくら吹雪ふぶきである。

　誰だれもが言葉を失う中、波間に口を開いたのは亀浜氏である。

「空っ、流威奈っ！　何してるわけ、あんたたちは」

　浜辺に向かって杖を差す亀浜氏。二人は「ひっ」と背筋を伸のばした。

「いつになったら安心して死なしてくれるのかね」

　言って車椅子に深く腰こしかけ、「まだまだやさ」と言って息をついた。

　パーントゥは、いつの間にか姿を消していた。

　あんなにも大量に舞い上がった花びらも、地面に散ると同時に搔かき消えてしまった。

　静せい謐ひつを取り戻もどしたカーミヌクーに拍はく手しゆが起こる。見ればバンのそばで、かりゆしウェアの見学者たちが口々に喝かつ采さいを上げている。

　ただ僕としては、縁えん切きりの余よ韻いんが残る浜辺は静かすぎて、手を叩たたくなど不ぶ粋すいに思えた。
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「いらっしゃあいっ」

　僕が再び亀浜さしみ店を訪おとずれたのは、翌朝のことである。

　店前にいた空は体操着にゴムエプロンをつけて、ブラシでタイルを磨みがいていた。僕の訪問に弾けるような笑え顔がおを見せるが、僕がクバ笠がさを外すと一転してムスッと唇くちびるを突き出す。

「……なあんだ、ゲロんちゅか。お客さんがよかったなあ」

「悪かったな。あと三鷹春秋だ。何度も言わせるな」

　その後ろで流威奈が冷れい房ぼうケースに肘ひじを乗せ、またもちんびんをかじっている。

「何しに来たの、あんた。またさしみを腐くさらせに？」

「う……なぜ腐らせたこと知っているんだ。いや、今日は改めて依い頼らいをしに……来ました。僕に取り憑ついた悪神を、二人に祓はらっていただきたく──」

「え～？　でも忙いそがしいんだよねえ」

　流威奈はだらだらと、ちんびんを食べながら答える。ここは耐たえる。二人の力が本物だと知った僕に迷いはない──と、軒のき下したに新たな来訪客が現れた。

「失礼。昨夜はおつかれさまでした」

　眼鏡に昨日と変わらないスーツ姿の男。役人の田中である。

「障さわり人は無事、祟たたり神に関する記き憶おくを消失。今日の午後には島を発たつそうです」

　亀浜氏に聞いた通り、縁を切られた人と神は、お互たがいのことを忘れてしまったようだ。

　昨夜、亀浜氏に縁を切られて消しよう滅めつしたンブー・イナグは、明確に言えば消滅したわけではないという。人との縁を切られて現世にとどまれなくなったため、神の国へと強制送そう還かんされたのだと聞いた。

　神も記憶をなくすのならば、もう二度と、あの女子大生を襲おそうことはないのだろう。

　あの女子大生が再び、朱あかいサンゴを持ち出そうとしない限り──。

「では、今回の神祓い手当です」

「わあい！　待ってました。神祓い手当だぁい好きい！」

　田中は取り出した封ふう筒とうを、バンザイする空へと渡わたした。

「ええ！　ちょっと、私のは？」と冷房ケースの向こうから手を伸ばす流威奈。

「あなたはアシスタントでしょう。わたくしどもとあなたとの間に、雇こ用よう契けい約やくはございません。ただ、気持ちばかりカサ増しさせていただきましたので、お二人でご相談してお分けください」

「わあ、すごいこんなにっ!?」

　早くも封筒から抜き取った紙し幣へいに、空が目を輝かがやかせる。僕はその背後から空の手元をのぞいた。神祓いの相場とは一体いくらなのか──。

　仰ぎよう天てんした。封筒に入っていたのは、一万円が一枚だけである。

「安っ！」

「半分こでも五千円あるよ流威奈！　どうしよう！」

「ええっ、何買う？　[image: ]しらゆきストリート[image: ]でパフェとか行っちゃう!?」

　命を張って人を助けて、それでたったの五千円なのか。割に合わないと思うのだが、二人は大喜びである。僕は本当にこんな子どもたちに頼たよるしかないのか？　再び迷いが生まれたが、やはりぐっと飲み込んだ。頼るしかないのだ。僕はもう、吐はきたくはない。

「よし、ならば一人五万ずつ出そう！　だから頼たのむ。僕の依頼を優先して受けてくれ」

　声こわ高だかに宣言してみせたが、二人とも怪け訝げんに表情をゆがめた。

「ええー……？　さすが大和の人ヤマトンチユはお金持ってるねえ」

「出たよ出た。これだから金持ちは。なんでも金で解決できると思ってんのさ、きっと」

「くっ……意味がわからない。なぜそこで引くんだ、お子さまどもめっ」

　流威奈はいじのわるい笑みを浮うかべ、眼鏡を光らせる。

「さしみを腐らせるようなやつは、信用できないねえ！」

「悪かったよ、もう腐らせない。──この、ちんびんに誓ちかおう！」

　僕は冷房ケースの上に置かれたプラスチック容器から、ちんびんを一本つまんだ。

　食べればのちに吐くことになるが……信用を勝ち取るべく。

　二人の見つめる中、得体の知れない[image: ]ちんびん[image: ]なる焼き菓が子しをかじる。

　黒糖の甘い風味が口内に広がって……ああ、めちゃくちゃうまかった。







[image: 第二話　のぞき魔×カタキラウヮ]




　男の体はいなり寿ず司しでできていた。

　世に溢あふれる数多あまたの食物の中で唯ゆい一いつ、いなり寿司のみが男の体に吸収され、彼の血となり肉となった。甘い油あぶら揚あげや酢す飯めしのみが男の心臓を鼓こ動どうさせ、男に生きることを赦ゆるしたのだ。

　牛や豚ぶたや鶏とりではいけない。魚、野菜、果実でもいけない。脂し肪ぼうも糖もタンパク質も、食しよく物もつ繊せん維いもビタミンＣも、普ふ通つうの人間がおおよそ必要な栄養素はすべて吐き出した。

　男にそのようなものは必要ない。いなり寿司だけあればよい。

　いなり寿司こそ男のすべてだった。

　もはや男は、いなり寿司であった。

　食べる喜びを放ほう棄きした、憐あわれなるいなり男の誕生である。

　名を三み鷹たか春はる秋あきという。言うまでもなく、僕だ。




「……飲み物は大だい丈じよう夫ぶなんですけどね、一応」

　病室の丸椅い子すに腰かけて、僕はベッドの老婆に自分の身に起きた不幸を説明していた。

　枕まくらを背もたれにして話を聞いていた亀かめ浜はま氏は「デージうける」と笑う。

「いえ、笑い事ではないのですよ。これがなかなか生き地じ獄ごくでして」

「いなり寿司さえ食べれカメるんならまだ上等さ。ウチナーぬ神が科す罰ばつの中には、石にしか食欲が湧かんくなるものや、無理やりカエルを食わカマされるものもあるよ」

「……まあ食べ物であるだけまだ、火急の案件とは言えないかもしれませんが……」

　しかし僕とて、いつまでもこの島にいられるわけではない。こちとら受験生なのだ。東京へ戻る予定の日は、ちゃくちゃくと近づいている。

「あの……ちょちょいと切ってはもらえませんか。ほら、おとついみたいに。縁って結構簡単に切れるのでしょう？　指先一つでちょきん、と」

　二日前、繫つながってしまった女子大生とンブー・イナグの縁を、この老婆はいとも簡単に切ってしまった。たったあれだけで女子大生は救われたのだ。今は療りよう養よう中だと言い張って動きたがらないが、指先だけでちょんと切れるのなら、動く必要などないではないか。

　なぜ頑かたくなに僕を救ってくれぬ。いじわるか。

「あんたは、死にかけたオバーまでこき使って罰から逃のがれたいわけねぇ？」

　ごほ、ごほと大おお袈げ裟さに咳せきをする亀浜氏。

　そうされると、僕はもう「はあ」と肩かたを落とすしかなくなる。やはりいじわるだな。

　ベッド側そばの台には、バスケットに入れられた花が飾かざられている。僕がお見み舞まい品として持ってきたものだ。しかしこの老ろう婆ばに取り入るのなら、ジャッキー・チェンのBlu-rayディスクあたりが適当であったかもしれない。

「そうだ……ジャッキーシリーズで、持ってない作品はありますか？」

「はーっさ、ジャッキー様をだしにしてこのオバーを丸め込もうったって、そうはいかんからね。いかにも大和の人ヤマトンチユらしい浅はかな考えさ」

　否いな、この老婆。さり気なくジャッキーに様をつけるあたりよほどのジャッキー中毒者ジヤンキーと見える。光明が差した。僕はスマホを使い、取り寄せできるジャッキー作品を検けん索さくする。

「例えば、そうだな……『ラッシュアワー』名作だ」

「ふん。アメリカーに渡る前の方が好きだね」

「ならばこれだ『プロジェクトＡ』しかも、エクストリーム・エディション」

「それを持っていないものが、ジャッキー中毒者ジヤンキーを自負するものかしら」

「くっ……では……『酔すい拳けん』＆『蛇じや拳けん』、製作35周年記念限定品っ。これでどうだ」

「たぎるね」

　ポチった。少々値は張るが、何、除じよ霊れい代だと思えば高くはない。これでいなり寿司以外のものが食べられるようになるのなら、安いものである。民宿の住所を入力していると、亀浜氏がそっぽを向いたままつぶやく。

「だけどヤシガオバーは切れんど。空そらにお願いしたらいいさ」

「断られましたよ。新たな依頼を受ける余よ裕ゆうはないんだと。シーズンなんでしょう？」

　神祓いという仕事にシーズンがあるのは意外に思えたが、わけを聞けば納なつ得とくだった。この島の障り人の多くは、観光客なのだ。

　悪いことをすれば神に祟られると知っている島人シマンチユたちは、ほとんど神に障ることがない。

　しかし観光客は違ちがう。彼らにとって[image: ]神々の住む島[image: ]の神はアミューズメントの一つであって、脅きよう威いの対象ではない。だから先日の女子大生のように、看板やパンフレットなどで注意喚かん起きをしても、真しん剣けんにとらえないでやぶってしまうものが現れる。

　神に障り呪のろわれた身である僕が言うのもなんだが、そのような、神を軽かろんじる観光客が増えるのなら、観光禁止にでもすればよいと思う。しかし昨今、観光業は島になくてはならない産業となっているのだそうだ。観光客が金を使い、それで島の経済がうるおうのを住民たちがよしとするのなら、部外者である僕が口出しできることは何もない。

　現代社会に残された秘境扱あつかいで、年々来島者は急増中。

　観光業に力を入れている町役場としては、島の悪評は避さけたいわけだ。

[image: ]神々の住む島[image: ]と銘めい打うっているのだから、ちょっとした不思議体験を誇こ張ちようしてＳＮＳにでも書き込んでくれれば宣伝にもなるが、実際に観光客の変死が続いたりでもすれば、来島者の激減は必至であろう。

　だから役人が率そつ先せんして障り人を保護し、花人ハナンチユとの橋はし渡わたしをする。

　ということで観光客の増える夏休みともなれば、それに比例して障り人も増加する。ともなって花人は神祓ばらいに大おお忙いそがし、といった仕組みである。しかし現在その頼れる花人は療養中。弟で子しである空は、病室の窓から見通せる芝しば生ふにて、真っ白なシーツを干していた。

　強い風になびくシーツにてんやわんやし、額の汗あせを拭ぬぐって、サンサンと照りつける太陽に伸のびをする。洗せん剤ざいのＣＭのごとく、まぶしい笑顔をはじけさせて──。

「はあー！　今日もいい天気っ！」

「……僕の呪いってのは、洗せん濯たく物もの干すより優先順位低いのでしょうか……」

　いなり男の心境は曇どん天てんである。

　なぜ空が診しん療りよう所じよで洗濯物を干しているのか。それは別に、彼女が老婆の内弟子だからというわけではない。この診療所の長おさたる医者こそが、空の父であったからだ。ちなみに蒼あお囲いさんは空の母。それも小学校の教員であった。今は夏休みのため比ひ較かく的てき時間を作ることができるので、ときおり患かん者じやさんの身の回りの世話をしているのだという。

　空の手伝いもその一いつ環かんである。ツインテールの毛先を撥はねさせる彼女は、今日も学校指定の体操着を着ていた。病室のそばまで駆かけて来て、窓を開け放つ。

「オバー、いい天気どー！　散歩いこ？」

「エエっ閉めれ。クーラーが逃にげるさ。あんたはオバーを干ひからびさせたいわけ」

「もう干からびてるさ」と空はケラケラ笑う。さらっとひどいことを言うお子さまである。

「体動かさんと元気になれんよ、オバー！　依い頼らいどんどん来てるんだからね。早く復帰してもらわんと、あたしまだ指で切れないし」

「たくさん練習しなさい。散歩してる暇ひまがあるかね」

「ええー……？　こんないい天気なのにぃ？」

　駄だ々だをこねる空だったが、すぐに「あ、車の音！」とそっぽを向いた。

「お母さん帰ってきたかも！」と一方的に会話を打ちきり、駆けていく。

「……窓を閉めろ、窓を」

　相変わらず次の行動が読めない。空は、今日もやかましいくらいに元気であった。




「オバーちゃんまたっ。寝ねてなきゃダメじゃない。また熱がぶり返してるんだから……」

　廊ろう下かから顔をのぞかせた蒼囲さんは、ビニール袋ぶくろを両手にさげていた。

　パイプ椅子の上に置かれた[image: ]とあるファーストフード店[image: ]の紙袋を、あとから入ってきた空が「わーい」とあさる。

「空。ここじゃダメよ。向こうで食べましょ」

　蒼囲さんは空をとがめるが、亀浜氏が許可を出した。

「ならん。みんなここで食べカミなさい。オバーを一人きりで食べさせるわけね？　いつもそんなーして冷たいさあ、蒼囲ちゃんは……」

「もう。オバーちゃんのわがまま聞いて買って来てあげた人にそういう態度とるぅ？」

　蒼囲さんは「仕方ないなあ」と言いながら、クーラーを止めて窓を開ける。

　取り出されたハンバーガーやポテトのにおいが部屋に立ちこめた。

「病人がそんなジャンクフード食べていいのですか……？」

「その病人が今日のお昼は絶対これだって、言って聞かないのよ」

　亀浜氏はベッド上のオーバーテーブルで、蒼囲さんに千切ってもらったハンバーガーをちびちびとかじっている。

「……あなた、やっぱり元気じゃないですか」

「お母さん、コニーある!?」

　空は紙袋の中にホットドッグ型の細長い容器を見つけ、「わかってるぅ」と喜んだ。

　フタを開けた空の手元をのぞいてみれば、ウインナーの挟はさまれたパンが収まっている。

「それは……ただのホットドッグではないのか？」

「コニーだよ。とってもデージうまいから、これ」

　空が自じ慢まんげに見せてくれたホットドッグには、ケチャップやマスタードの代わりに、ミートたっぷりのソースがかけられていた。白くまぶされているのは、刻んだタマネギか。

　しかし見たことのないラインナップである。紙袋を見れば蒼囲さんが買ってきたファーストフードは、僕の知っているものではない。

「確かここ、沖縄にしかないんだったかしら」と蒼囲さんが教えてくれた。

　沖縄限定のファーストフード店があるとは。紙袋に描えがかれているのは、オレンジ色の服を着た笑うクマであった。どことなくアメリカンなタッチだ。ポテトなどは太く大きくて、亀浜氏や空はつまんだそれをケチャップにつけて食べている。

　時刻はそろそろ一一時。ちょっと早めのランチタイムだ。

「では、僕はいったん戻もどります」

「あらっ、春秋さんも食べていって！　たくさん買ってあるから。選んでちょうだい」

　蒼囲さんの笑え顔がおは空と似ている。さすが親子だ。

　お気持ちは嬉うれしいが、僕に選ぶ余地はない。しかしどう言って断ればよいのやら。呪いを受けてて、などと告白して気味悪がられたりしないものか。

　一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんのうちに、空の声が滑すべり込む。

「ダメだよ、お母さん。この人、いなりしか食べられないから。障さわってるの」

「あらまあ、そうなの。大変ね」

　空さん、あまりそういうプライベートなこと人に言うべきではないのでは？　お母さんも「あらまあ」で済ませてしまえるものか。怪かい異いが身近にありすぎやしないか、この島。住民もだいぶマヒしていると思われる。

「困ったわね。お飲み物もダメ？」

「飲み物は大だい丈じよう夫ぶなんだって。これちょうだい」

　僕よりも先に空が答え、ドリンクのプラスチックブタにストローを刺さした。「はいっ」と手て渡わたされたコップの中身は黒く、シュワシュワと泡あわ立だっている。コーラだ。

「ああ……では、いただきます」

　無下に断るのも無礼かと思い、お言葉に甘えてちょうだいした。

　クーラーの止まって蒸むし暑い熱気に、少々額が汗ばんでいたところだ。冷えたコーラはありがたい──と、勢いよく液体が喉のど元もとを通り過ぎたあとに、強いにおいが鼻をつく。

「湿しつ布ぷくさっ!?　なんだこのコーラ、湿布の味がするっ」

　空がケラケラと笑っていた。

「コーラじゃないよ、ルートビアだよ」

　ルートビア？　なんだその不気味なビアは。アルコールなのか？

「嫌きらい？　じゃ交こう換かんする？」

　言って空は、自分のオレンジジュースを差し出した。飲みかけではないか。空は僕のドリンクを奪うばい、なんのためらいもなくストローを吸う。たぶんこの島にはないのだろう、間接キッス的な概がい念ねんは。そして空が飲めるということは、ルートビアなるビアはビアなのに、アルコールではないのか……？

　気を取り直して、空のジュースに口をつけた。今度は、異様に甘い。

「あっまあ……なんだこれ、本当にオレンジか……？」

「その甘さがいいんやっしぃ」

　ニヤニヤ笑う空の向こうで、蒼囲さんが「沖縄の人は味クーターだからねえ。内地の人は最初戸と惑まどうよねえ」と笑っている。

「[image: ]味クーター[image: ]とはどういった意味でしょうか……？」

「濃こい味付けを好むことよ。沖縄の料理はどれも味が濃いでしょう？」

　思い返せば軟なん骨こつソーキそばも、ポーク卵オニギリも、確かに本州の食べ物に比べて濃い味付けであった。どちらも油たっぷりだ。間ま違ちがいなく、いなり寿ず司しよりは濃い。

「うあ、やばいっ！　もうこんな時間っ！」

　空が壁かべ時計を見上げ立ち上がった。

「遊びに行くの？」と尋たずねる蒼囲さんに「流威奈と約束してるの」と答える空。

「神祓いじゃないでしょうね？　あなたまだ見習いだってことわかってる？」

「大丈夫ヒージ！　今日は祟たたり神かどうか調べるだけだから！　祓ったりしないよ」

「やっぱり神祓いなの？　もうっ、オバーちゃんの復帰を待てない？」

　もごもごと頰ほおを膨ふくらませながら、亀浜氏が確かく認にんする。

「リゾート区の、子ブタの目もく撃げき情報どぅやんなぁ？」

　亀浜氏にも、依頼情報は入って来ているのだろう。蒼囲さんへ、なだめるように言った。

「祟り神だとしても、危険度は最小さ。そうひどいことはならんでしょう。修しゆ行ぎようには持って来いの案件さあね。まあ危ないとしたらちょっと……股こ間かんが痛くなるくらいかね」

「コカン……？」と小首をかしげた空へ、老ろう婆ばはカッカッと笑ってみせた。

「来なさい、空」

　亀浜氏はハンバーガーをテーブルに置き、近づいた空の頰に手を添そえる。

「忘れたらならんど。神様は動物でも現象でもない。人と同じように感情を持ち、人と同じように考え、そして怒おこる。なんで怒っているのか。なんで人を祟るのか。ちゃんと向き合って、あんたも一いつ緒しよに考えるんど。花人は神様を退治するんじゃない。神様と人との間に立って、仲直りさせるユタなんだからね」

「うん」

　亀浜氏は空の頰をなで、指先でつまんで引っ張った。

「遊びなさい。たくさんたくさん楽しみなさい。自分の心の向くままにね」

「いたいよオバー。わかってるってば！」

「気をつけるのよ、空。無理は絶対しないこと──」

「はーいっ！　行ってきまーす」

　病室の外へ駆けていく空。その背に蒼囲さんが「廊下は走らなーい！」と声を上げる。

「……もう。田た中なかさんにキツく言っておかなきゃ」

「そう心配しないでも、あれが持って来る案件は簡単なのばかりさ」

　言って亀浜氏は、僕へと向き直る。

「あの子は優やさしいからね。神様と一緒に怒り、悩なやむことができる。いい花人かどうかは、パーントゥとの関係を見ればわかるさ」

「え……。パーントゥって、代々花人の相棒なんですか？」

「やさ。だからあの子は立派な花人になるよ。信じなさい」

「……はい」

　亀浜氏が依頼を受けてくれない以上、僕は空を頼たよるしかない。席を立ち、空を追う。

　と、その前に。咳せき込む老婆へと振ふり返った。

「あ、ジャッキーは明後日あさつて届くそうです。楽しみにしててください」

「たぎるね」

　亀浜氏はしわくちゃの顔にさらにシワを寄せ、笑った。頑がん固こなオバーに捧ささげるジャッキーはまあ賄賂わいろとしては無む駄だになるかもしれないが、ご機き嫌げんを取っておいて損にはなるまい。

　蒼囲さんに背をさすられる亀浜氏へ一礼して、僕は空を追いかけた。




　　　　×　　×　　×




「あれ？　いなり男も一緒に行くの？」

　走り出したバスの中。僕は空が座るシートの、通路を挟んだ反対側に腰こしかけた。

「いなり男言うな、三鷹春秋だ。僕は君の花人としての腕うでを信じることにした。だから依頼を受けてくれるまで、食くらいつくことにした」

「うはは。ストーカーみたい」

「ストーカー!?　やめろ、嫌いやなことを言うな。それだけ必死なんだ。今やってる案件で手て一いつ杯ぱいなら、それが終わり次し第だい予約させてくれ。このまま帰るわけにはいかない」

「ふうん……。じゃあ、この案件が終わったらね」

　バスは、山に沿って湾わん曲きよくした車道を滑るように走っていく。左側は山で、僕の座る右側からは大おお海うな原ばらが望めた。一日目に祀梨さんの運転する車から見た眺ながめと似ている。あのときは月の灯ともる夜であったが、今は青空の広がる正午前だ。水面みなもに照り返す太陽の光が、キラキラとまぶしかった。

　バス車内には、僕と空以外にも何組かの乗客がいた。夏休みを満まん喫きつする私服姿の高校生たちや、世間話をするご婦人方。席の三分の一ほどは島の住民たちで埋うまっていた。方言の飛び交かう車内は、がやがやとやかましい。

　僕は窓に頭をもたせ、流れる景色をぼんやりと眺めていた。

　対向車線を走って来たカブには、タンクトップ姿の日に焼けた老人が乗っている。ヘルメットは首に引っ掛かけたままである。あるならかぶればいいのに……。ノーヘルのバイク乗りなど、都会なら即そく事情聴ちよう取しゆであろう。やはり全体的にテキトーな島である。

　しばらく行くと、バスが信号で停とまるようになった。

　バスは海に尻しりを向けてＴ字路を曲がり、繁はん華か街がいへと入っていく。

「おお、意外と……」

　栄えている町であった。往来する人の数が目に見えて多くなり、走る車の量も増えてくる。自然豊かな沖縄像ではなく、リゾートとしての沖縄らしい景観だ。

　二車線ある広い車道の両りよう脇わきには、みやげ品店やおしゃれな雑貨店が並んでいる。沿道に路上駐ちゆう車しやの目立つ通りだった。

　歩道には、アロハシャツやサングラスをかけた観光客たちが往来している。

　ヤシの木のオブジェに、歩道脇に設置された巨きよ大だいなシーサー。店のＢＧＭなのか、指笛と三さん線しんで奏かなでられた沖縄らしい音楽が車内にまで届いた。ずいぶんと賑にぎやかな通りだ。

　ふと見上げた先に、とてつもなく大きな仮面を発見しておののいた。お店の看板であろうその存在感は、道どう頓とん堀ぼりの巨大なカニを思わせる。ただこちらはカニではなく、歯を一本だけのぞかせた、老人の顔ではあるが──。

「いや怖こわすぎだろう……」

「[image: ]アンガマ[image: ]だね。たしか石垣の神様だったかなあ」

　空がそばにひょっこり顔を出し、僕は思わず「うおっ」と声を上げる。

「……あれも……神なのか？」

「あ、うーん……正確に言えば、神様の使者かな！　オバーもいるんだよ。あのオジーの名前は[image: ]ウシュマイ[image: ]さんで、オバーが[image: ]ンミー[image: ]さん。三線奏でて踊おどるの。べべん」

「べべん……」

　僕が居直ると、空も僕の隣となりの席に背をもたれる。

「……というか、なぜ隣に座っているのだ」

「え？　だってゆんたくできないやっしぃ、遠いと」

「ゆんたく……？」

「おしゃべりのこと！」

　おしゃべり……。初めて会ったときから思ってはいたが、やけに距きよ離り感かんの近いお子さまである。田舎いなかの子とはみなそういうものなのか。花人に取り入りたい僕としては好機ではあるが、しかし何を話せばいいのやら。

　話題を探して空を見れば、ショルダーバッグからがま口サイフを取り出している。がま口を開き、紙し幣へいや硬こう貨かを数えて一人ニヤニヤとしていた。

「人前でお金なんか数えるもんじゃない。僕がドロボウだったらどうするんだ」

「ドロボウなの？」

「もちろん違ちがう……が、君は僕を知っているわけではないだろう」

「知ってるよ？　ドロボウじゃないってことくらいは」

「もっとひどいものかもしれんぞ。いかんせん障さわり人だ。忘れるな」

「ふふ。そんなこと、いちいち気にしてたら誰だれともお話しできないよ」

「……」

　僻へき地ちである南極のペンギンは、天敵が少ないために警けい戒かい心しんが弱いという。この人ひと懐なつっこさは、そういうことなのだろうか。ここは僻地か。南極か。

　大切そうにお金をしまう空の笑え顔がおをのぞき見る。

「……嬉うれしそうだな。何か買うのか？」

「んふ！　せっかくのリゾート区だからね。[image: ]あないぬさん[image: ]のガチャやるの」

「ガチャ！」

　え、この子意外にも課金厨ちゆう？　と一いつ瞬しゆん驚おどろいたが、普ふ通つうに考えて従来の意味でのカプセルトイだろう。一〇〇円や二〇〇円を投入して、ハンドルをがちゃがちゃ回すあれだ。健全である。

「なかなかねえ[image: ]月に伸のびてゆくあないぬさん[image: ]が出ないんだ。今日こそはって思って」

　空が集めているのは[image: ]あないぬさん[image: ]というアニメキャラクターのフィギュアであるらしい。あないぬさんなら僕も知っている。東京でちょっと前に流行はやっていたアニメが、こんな南極のごとき僻地の少女の胸をもときめかせていたとは。驚いた。

「そのガチャってのは、赤瓦アカガーラ区にはないのか？」

「ないよー。安っぽい指輪とか、拳けん銃じゆうのキーホルダーとかしか。しかもハズレ付き！　おしゃれなガチャはだいたいリゾート区にあるの」

「[image: ]あないぬさん[image: ]はおしゃれなガチャに該がい当とうするのか……？」

　詳くわしくは知らないが、たしか異常に胴どうの長い犬が、地面の穴から生えているようなキャラクターだった。その犬が、夜空に浮うかぶ月に向かって、ぐんぐんと伸びていくのだ。かつて気持ち悪いと率そつ直ちよくに感想を述べて、空と同じように[image: ]あないぬさん[image: ]のファンであった当時の彼女に怒られた記き憶おくがあった。

「……まあたしかに。この繁華街なら東京のアニメのカプセルトイも売ってそうだな。ここがリゾート区の中心となる通りなのか？」

「中心かなあ。この[image: ]しらゆきストリート[image: ]、できたの最近なんだ。あたしが子どもだったころは、こんなに栄えてなかったよ」

「え？　今も子どもでは……？」

　キッとこちらを睨にらみつける空。ビシバシと肩かたを殴なぐってくる。なんて乱暴な子。

「なるほど。新しい町だから、こんなにもキラキラしているのか」

「ちょっと裏に行けばまだ市場とかあるけど、今もばんばん工事してて、道も増えてて、どんどん立ち退のきさせられてるんだって」

「さすが観光に力を入れているだけある。花人も毎年忙いそがしくなっていくんだろうな」

「まあねえ……」

　おや。遊び盛りのお子さまにとっては、仕事の増加は嬉しくないと見える。

「仕事が増えるのはいいことではないか。ガチャいっぱいできるぞ」

「神祓ばらいを公開しようって話があるんだ。花人のこと、島の売りにして宣伝して、縁えん切きりのツアーを組むかもだって。おとつい、ンブーのときに内地の人ナイチヤーが来てたでしょ？」

　かりゆしウェアを着た見学者たちのことだ。つまりあれは観光会社のお偉えらいさん方が、花人の活かつ躍やくを視察しに来ていたのか……？　いや、しかし。と僕は早くも考えを改める。そんな仕事の増加が喜ばしいものか。

　ハブとマングースのように、花人と神様を戦わせ、それをショーにしようというのか。

「縁切りを見み世せ物ものにするってこと？　それ、いいのか」

「さあ、どうかな」

　他人ひと事ごとながら腹が立つ。いや、実際に縁切りを目まの当たりにしたからこそ腹が立つのだ。この島の花人は本物だ。本物の神祓いは、厳おごそかでなくてはならない……ような気がする。少なくとも、縁切りをショーにして金を稼かせぐなど、罰ばち当あたりな気がしてならない。

　しかし空の返事は煮にえ切らない。

「……あたしがいやだって言っても、計画は進んでるし。それにあたしは、それで多くの人が助けられるなら……」

「オバーは？　亀浜氏はなんて言ってるんだ」

「オバーはあんなぁだから。あたしがやりたいようにすればいいってさ。楽しそうならやればいいし、嫌だって思うならやる必要はないって」

　亀浜氏ならそう言いそうだ。あの人は、ずいぶんと日和ひより見みなところがある。

「流る威い奈なは猛もう反はん対たいしてるけどね。ってゆーか、大和の人ヤマトンチユが島に来るのも嫌がってる。[image: ]わ[image: ]とか[image: ]れ[image: ]ナンバー多いでしょ？　ここ」

　窓の外を見ればたしかに、走っている車も路ろ駐ちゆうしている車も、車体がピカピカに輝かがやいているのはほとんどが[image: ]わ[image: ]や[image: ]れ[image: ]ナンバー。レンタカーである。

「そのナンバーに近づくと『離はなれてっ！』て怒おこるの。さらわれちゃうからって」

「さらわれるってのは大おお袈げ裟さだが……」

　しかし、このペンギンのごとき無防備な空を心配する気持ちはわからなくない。

　ふと疑問がわいて、いい機会だからと尋たずねてみた。

「君は、どうして花人の弟で子しになったんだ」

「え……だって、助けたいから？　困っている人を……」

　空は僕の質問から逃にげるようにうつむく。つぶやかれた動機は、いかにも偽ぎ善ぜん的で軽けい率そつで、自己満足だと言われればそれまでのきれいごとであるように思えた。

　しかし僕はその答えを予測していた。純じゆん粋すい無む垢くである空は、それでいいのだろうと思う。

[image: ]花人[image: ]は消しよう耗もう品だと亀浜氏は言った。救ってもキリがない人間たちに心が擦すり切れ、疲つかれ果て、やがて人に憂うれえてしまうのだと。だからこそ花人は、最初は空のような、純粋さが必要なのかもしれない。神様たちと遊べるような無む邪じや気きさが。

　だからこそ悪い大人たちは、この無邪気を利用しようとする。

「それに……資格があったから。あたしには」

「資格？　花人になるのにも試験があるのか？」

「あるよ。ユタはまず、女性しかなれないの。それから、ユタの血を引き継ついでる人」

「ん……？　じゃあ君もユタの末まつ裔えいなのか？」

　僕が質問したと同時に、バスが停車した。プーッと間の抜ぬけた音が鳴ってドアが開き、空が勢いよく立ち上がる。

「あ、ここだよ。早く降りよっ！」

　駆かけていく空に、質問の答えは望めなかった。
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「なんであなたがいるのかしら」

　眼鏡の奥で目を細め、流威奈は僕を胡う乱ろんげに見つめる。敵意を少しも隠かくそうとしないその態度は、いっそ気持ちいいくらいだね！　僕たちはテーブルを挟はさんで対たい峙じしていた。

「……空の手伝いだ。君も花人ハナンチユの助手なのだろう。助手は多い方がいいさ。君が助手一号で、僕が二号。本来一号は優ゆう秀しゆうな方がなるべきだが……まあいいだろう。譲ゆずってやる」

　流威奈は腕うでを組んだまま、かっ、ぺっと僕の提案を唾だ棄きするかのような仕草を見せた。……ホント腹立つなこいつ。

　空はリゾート区へ来るのにも体操着姿であったが、こちらはバッチリとおしゃれしている。薄うすく化け粧しようし、ヒラヒラとしたスカートをはいていた。いかにも[image: ]デートだからちょっと背せ伸のびしたおませな中学一年生[image: ]ではあったが、隣の席には、登山にでも行くのかと思うほどの大きなリュックサックが置かれていた。

「相棒はもう間に合ってるわ。足手まといはいらないんだけど」

「タコに捕つかまってあばばば言ってたくせに……」

「あばっ……!?　はあ!?　それだって相棒の大切なお仕事だし！」

「ほう。あばばば言うのが、ですか。なるほどたしかにあれは、よきあばばばであった」

「バカにしてるでしょ！　囮おとりになるのもって、意味よっ。アホなんじゃないの!?」

　額をぶつけんばかりの勢いで言い合っていると、空が注文を終えてやってくる。

　僕と流威奈の間を割って、ジョッキの二つ載のったトレーをテーブルに置いた。

「ごめんね、流威奈。ついて来ちゃったんだ」

「まるで空のストーカーね。変なことされてない？」

「失礼なことを言うな。ストーカー呼ばわりは不本意だ」

　僕は流威奈をとがめながら、空の差し出してくれたジョッキへとストローを落とす。頼たのんだのはコーラである。大きなジョッキに、シュワシュワと泡あわ立だつ黒い炭酸飲料がなみなみと注がれている。ファーストフード店でありながら、ジョッキが出てくるのは驚きだ。

　ストローをくわえ、渇かわいた口を湿しめらせてから、流威奈へと説教を続けた。

[image: ]

「だいたい、ストーカーというのはもっと──湿しつ布ぷくさっ！　はあ!?」

　突とつ如じよ鼻をつく湿布感。違う。これは断じてコーラではない。

　ついさっき病室で飲んだ、不気味なビアではないか。沖縄にしか展開していないという、

[image: ]某ぼうファーストフード店[image: ]の……そう、ルートビアだ。ソファーや柱など、随ずい所しよにオレンジ色のちりばめられたアメリカンな店内を見回した。そして──見つけた。窓に貼はられたポップのシールだ。あのニッコリ笑うクマが「ハーイ！」みたいな感じで手を広げていた。

「ここかっ!?」

　ケラケラと腹を抱かかえて笑う空。まさに、いたずらの成功に笑う悪童ヤナワラバーである。

「おまえはっ……、やっていいことと悪いことがっ──」

「ごめんごめん。はい、これがホントのコーラだよ」

　空はなおも笑いながら、ルートビアと自分のコーラのジョッキを入れ換かえる。

「おんやあ？　あんた、もしかしてルートビア飲めない系男子？　やれやれ。そんな軟なん弱じやく男が、どうやって花人を護まもるってのかしら。帰って欲しいんだけど」

　流威奈が肩をすくめて、わざとらしいため息をつく。

「くっ……軟弱だと？」

　僕は空からルートビアを取り返し、ストローを取ってかたむけた。クセが強い。だが飲めないほどではない。半分ほどまでがぶ飲みして、平気だというふうに笑ってみせる。

「……大和の人ヤマトンチユをナメるなよ」

「ふうん。ちなみにここ、ルートビアに限って飲み放題だから」

「なんでっ!?」

　流威奈は、これ見よがしに手元のジョッキを引き寄せる。僕たちが来る前から飲んでいた、黒いシュワシュワの炭酸飲料。まさか、それは。彼女はストローを唇くちびるではさみ、ジュルリとすべて飲み干した。

「ああおいしっ。おかわりしてこーっと」

　跳はねるように言って立ち上がり、にんまりと邪じや悪あくな笑えみで僕を見下ろす。

「あんたのも入れてきてあげよっか？」

「……もちろんだ」

　舐なめられてなるものか。僕は残りのルートビアを一気に飲み干し、ジョッキを手て渡わたした。




「──祟たたり神の正体については見当がついてるわ。私が朝から動いてたおかげね」

　言って流威奈が机き上じように広げたのは、例の神々図ず鑑かんである。

「障さわり人からの話はまだ聞けてないんだけど、ホテルのロビーや浜はま辺べを走る子ブタの目もく撃げき情報から、たぶんこいつだと思われる──」

「ちょっと待ってくれ。その祟り神は、障られていなくても見えるのか？」

　小さく挙手をした僕に、流威奈がめんどうくさそうに答える。

「ンブーみたいにステルス能力を持ってるやつもいれば、そうでないのもいるのよ。今回のは比ひ較かく的てき見やすいみたいね。こいつ、[image: ]カタキラウヮ[image: ]っていう名前のマジムンは」

「マジムン……？」

　流威奈の開いたページには、紺こん色いろの毛並みに赤あか紫むらさきの模様をまぶされたブタが描えがかれている。口元をひん曲げ、よだれをたらしている──人相の悪いブタである。

「マジムンってのは、妖よう怪かいってことだよ」そう教えてくれたのは空だ。

「ちなみに[image: ]カタキラ[image: ]は片耳。[image: ]ウヮ[image: ]はブタって意味のウチナー言葉だね」

「なるほど。タコの神様の次はブタの妖怪なのだな……」

「ここでは全部一いつ緒しよくたにして、人に障るものを[image: ]祟り神[image: ]って呼ぶんだけど」

　片耳豚カタキラウワ。なるほど、本に描かれたブタの片耳は、かじられたかのように千切れている。

「……ん？　【でんしょうの伝わるちいき】に奄あま美み大おお島しまとあるな。それ鹿児島だぞ？　ここからずいぶんと離れているのに、どうしてこの島で目撃されるんだ」

「それはもちろん、白結木島はニライカナイの近くにあるからよ」

　流威奈は答え、ルートビアのストローをくわえた。こいつまだ飲むのか。僕も対たい抗こうして三杯ばい目のルートビアに口をつける。飲み続けていると、なかなかクセになる味だ。

「……ふむふむ。ニライカナイね。へえ。そっかそっか……」

　知ったかぶりをしていると、空が気づいて教えてくれた。

「[image: ]ニライカナイ[image: ]ってのは、沖縄の神々が集まるとこだよ。海の底の、神様の故郷みたいなとこかな。そんなとこが近くにあるから、神様や妖怪たちがよく白結木島に迷い込んじゃうんだよ」

「好んで来てる説もあるけどね」と流威奈が、机上のポテトをつまみながら補足する。

「他ほかの島も人口が次々と増えてるから、居づらくなってんのよ、神々も」

　平成に生きる神や妖怪も大変なものだ。ならばこの白結木島、[image: ]神々の住む島[image: ]ではなく、明確にいえば[image: ]神々の訪おとずれる島[image: ]だということか。

　僕はさらに片耳豚の説明欄らんを読み進め、眉まゆ根ねを寄せる。

「……[image: ]人の足の間をくぐって、性器をはかいするぞ！[image: ]」

　突とつ然ぜん飛び出した、[image: ]性器[image: ]という児童書らしからぬ単語に面めん食くらう。何を愉ゆ快かいげに説明しているのだ。性器だぞ？　怪かい獣じゆうが町をはかいするみたいに言うな。

「このブタ……恐おそろしいな……？」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。危険度指数は低いから。ほら、どくろマーク一つでしょ？」

　流威奈が指差した箇か所しよは、名めい称しようの下の欄である。五つ並んだどくろが、一つだけ黒く塗ぬり潰つぶされていた。つまりこれは、危険度指数１。

「ちなみに……ンブー・イナグは？」

「あれは、２」

　あれで、２。２を相手にこの眼鏡はあばばば発火しかけていたのに、なぜそんなに楽観的なんだ。ページをぺらぺらめくってみると、なるほどすべての神や妖怪にどくろマークがついていた。着物を着て小こ躍おどりしているバクの顔をした神[image: ]獏ばく神[image: ]の塗り潰されたドクロは四つ。恐ろしい形相で牙きばを剝むいた、二本足で立つ黒豚[image: ]ウヮーガナシー[image: ]は、五つすべてのどくろが塗り潰されている。

「その目撃情報……本当に片耳豚で間ま違ちがいないのか？　ブタ違いしてないか……？」

「間違いないって。障り人はみんな男で、きん○ま潰されてるらしいし」

「え、こわっ！　なぜそれで１なんだ。５であってもおかしくない凶きよう悪あくさではないか」

「ああ、潰されたって言っても、股こ間かんに突とつ進しんされただけよ。重傷ってほどじゃない。でもおとついの昼間から、おもに観光客たちが次々と股間を攻こう撃げきされてるらしいの。私が聞き込みをしてた今朝にも、一件ビーチで発生したみたい」

「被ひ害がい者しやは一人ではないのか……？　ならそのブタもたくさんいるのか？」

「同時発生してるわけじゃないから、一いつ匹ぴきだと思うよー」

　一対多数で縁えんが結ばれる。そういうケースもあるのか。

「そのブタ……次々と縁を繫つないで回ってるんだね」

　話を聞いていた空が、むずがゆい顔をしてつぶやいた。

「ほっとけないよ、その祟り神。このままじゃどんどん人と繫がっちゃう。早くぜんぶの縁を切って、ニライカナイに帰さなきゃ」

「さっき、やっとホテルマンとアポ取れたの。昨日襲おそわれた障り人ね。まずは彼のいるホテルに行きましょ」

　流威奈と空は残りのポテトを次々と口に詰つめ込み、立ち上がる。

「あ、待って」と僕も慌あわてて残りのルートビアを飲み干した。




　　　　×　　×　　×




「──ええ、ブタでした。私を襲ったのは……小さな子ブタです」

　リゾートホテルのホテルマンは、青白い顔の中年男性だった。股間に突進されたのは昨日ということだったが、まだ痛みが残っているのか、足を引きずるようにして歩いている。

「いやあ、参りました……。ケータイまで壊こわされてしまって。この通り歩くこともままならないし……あの、こういうのって労災とかおりるんでしょうか……？」

「さあ。そういうのは大人の人に訊きいて」

　突つき放すように答える流威奈に、困こん惑わくするホテルマン。訪れた花人ハナンチユが小生意気な中学生だと知り、どう頼たよっていいのか戸と惑まどっているのだろう。わかるぞ、その気持ち。

　ロビーで僕たちを待っていたホテルマンが、初めに自己紹しよう介かいをした相手は僕だった。三人の中で一番まともに見えたのは理解できる。しかし残念ながら僕は助手二号である。

　僕たちは、彼が片耳豚に襲われたというホテルの一室へ案内してもらっていた。エレベーターに乗り二階へ行き、絨じゆう毯たんの敷しかれた長い廊ろう下かを歩く。

　先を行く流威奈が、ホテルマンへ尋たずねた。

「このホテルには、長くいるの？」

「いえ、私は半年前に来たばかりでして……」

　ふふん、やはりな。

　この島に来て気づいたことがある。初めて会った人間が沖縄の生まれかそうでないか、不思議と一目見た印象でわかるのだ。顔の彫ほりの深さなのか肌はだの焼け方なのか、はたまたかもし出す空気感なのか。島人シマンチユは、僕ら大和の人ヤマトンチユとはどこか違った雰ふん囲い気きを持っている。

　そしてこのホテルマンは僕と同じ、本州の人間であった。見た目は四十代のようにも、老ふけた三十代のようにも見える。年ねん齢れいの割りに落ち着きがなく、声もよく聞き取れなかった。

「このフロアが持ち場なんですか？」

　僕は彼の後ろを歩きながら尋ねた。

「ああ、いえ。普ふ段だんはパーティ会場の……[image: ]デイゴの間[image: ]に配属されております。ただ、お客様に少しでも快適に過ごしていただくため、わたくしども従業員は、見回りのルーチンが組まれておりまして……不ふ審しんな人物はいないか、困られているお客様はいないか、また施し設せつに不備はないか。確かく認にんしながら回るのです」

　素す晴ばらしいではないか。テキトーで無防備な島人たちも見習うべき心がけである。

「それで……昨日の昼ごろです。この部屋はチェックアウト直後で、誰だれもいなかったのですが──。ああ、今もちょうど空いております」

　案内されたのは、ドアに『２０３』と書かれた洋室であった。ダブルベッドには真っ白なシーツが整えられており、ソファー正面の壁かべには大きなテレビがかけられている。

「……あの窓の向こうで、襲われたのです」

　ホテルマンが指差したのは、バルコニーである。開いたカーテンの向こうに、いかにも南国らしいきれいな海が望める。エメラルドグリーンの水面みなもが、太陽光に煌きらめいていた。

「ルーチンで。そうルーチン通りに、バルコニーをチェックしていたのですが、ふいに背後に気配を感じまして……振ふり返った先に子ブタがいて、私を睨にらみつけていたんです。後ろ足でこう、砂を搔かくような仕草をしていまして──」

　部屋の中央にて。子ブタの仕草を真似まね、前まえ屈かがみになるホテルマン。

　それから子ブタは、勢いをつけてホテルマンの股間へと突進してきたのだと言う。

「それはひどい衝しよう撃げきでした。こう、股またぐらを突き上げられて、少し浮ういたくらいです」

「はは。うける」と笑ったのは僕のそばに立つ空だ。

　僕が深刻な視線を向けると、慌てて唇くちびるに手を添そえ口をつぐむ。花人の弟で子しよ。真しん剣けんに取り組んでいただきたい。男性である僕らにとって、笑い事ではない案件である。あまりにひどい。体が浮き上がるほど、股間を突き上げられるだなんて。

「私は無我夢中で逃にげ出しました。部屋の中に入り、それから廊下へと──」

　状じよう況きようを再現するホテルマンは、股間を押さえながら部屋の出入り口へ駆かける。

　流威奈はメモ帳にペンを走らせながら、「ふむふむ」とホテルマンを追った。

「廊下で倒たおれた私の背中を踏ふんで、子ブタは階段の方へ走り去りました。私はショックでへたり込んだまま……。何事かと駆けつけたハウスキーパーの方に助けられたのです」

「そこから、ロビーでの目撃証言に繫がるのね。子ブタは多くの人に目撃されながら、浜辺へと駆けていった……と」

　僕はバルコニーへ続く窓のそばで、声を上げて尋ねる。

「あのー。外に出てみてもいいですか？」

「……どうぞ」

　窓を開けると、むわっとした熱気が肌に触ふれた。

　まぶしい太陽の日差しに顔をしかめる。僕はビーチサンダルをはいたまま、バルコニーへと出た。寄せては返す波の音。手すりは熱を帯びていて、触さわり続けていられない。

　二階なのでそう高くはなかった。眼下には真っ白なビーチが広がっていて、水着姿の観光客たちがパラソルを広げている。ビーチバレーに興じていたり、波にのまれてはしゃいでいたり。キャッキャと笑い合う声が聞こえてきて、いかにもバカンスな光景であった。

　僕のあとからバルコニーにやってきた空が、手すりに触れて「あつっ！」と声を上げる。

「……空。片耳豚は、この高さまでジャンプできるものなのか？」

「どーだろ。けどパーントゥなら跳とべると思うよ。このくらいの高さなら」

「ほう。さすがは神」

　床ゆかに敷かれたタイルの溝みぞに、機械の破は片へんがいくつもはさまっているのを見つけた。やっと指先でつまめるほどのプラスチック片だ。おそらく、壊されたというケータイの欠片かけら。

「……あのホテルマン、妙みようだな」

「ん？　何が？」

「状況を再現するのなら、普ふ通つうこのバルコニーから始めるだろう。ここで襲われ、ケータイを壊されたのだから、当然ここを中心に再現して伝えたいと思うものではないか？」

　しかし彼は、部屋の中から動かない。中からチラチラとこちらをうかがってはいるものの、バルコニーへ足を運ぶのを嫌いやがっているようにも見える。

　僕は辺りを観察しながら歩き回った。

　バルコニーのはしから、海の家が見下ろせる。階下に広がるヤシの葉があり、その隙すき間まからのぞけるのは、海の家の裏手側。ビキニ姿の女性たちが入っていくのは、プラスチックのついたてが並ぶシャワールームだ。

「……な」

　思わず息を吞のんだ。簡素なそのシャワールームは、四方こそ間仕切りや扉とびらで周囲の視線を遮さえぎれるようになってはいるものの、上からは無防備であった。

　このバルコニーからだと、水をはじく髪かみやあらわとなった背中、足元のすのこまでがよく見える。ヤシの葉が邪じや魔まだが、もう少し体を乗り出せば胸の辺りまで──「あつっ！」

「ね。熱いよねえ、手すり」

　背後に聞こえた空の声に振り返り、僕は触れてしまった手の平をさすった。

「まったくだ。ここは熱い。中に入ろう」

「ん？　そこ何？　何か見えた？」

「何も見えん。何もだ。さあ中に入ろう」

　別にやましい気持ちがあるわけではないが、のぞけたところでだから何？　ではあるが。「ここからのぞけるぞっ」と声こわ高だかに口にするのはなんとなく、はばかられた。なぜだ。

　いぶかる空の背を押して、部屋へと戻もどる。

　ホテルマンと目が合った。青白い顔をさらに青くして、彼はサッと視線を落とす。

「……ほう」

　これか。あなたが隠かくしたかった[image: ]ルーチン[image: ]というのは。
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「──ああブタだった。いやけど、変身したんだよ、な！　小学生くらいの女の子に」

　続いて流威奈がアポイントメントを取ったのは、昨日の夕方に被ひ害がいに遭あったという二十代の男性。と、その友人たちであった。この友人二人は事件発生時にも一いつ緒しよにいて、逃げていく子ブタも目もく撃げきしている。

　一方は水にぬれたオールバック、また一方は派手な柄がらの海水パンツをはいている。アクセサリーを首にさげているが、泳ぐのに邪魔にならないのかが疑問である。

　僕たちは、彼らが子ブタに襲われたビーチの駐ちゆう車しや場にいた。




　さて、股こ間かんに攻こう撃げきを受けた当事者は、金きん髪ぱつの男である。引き締しまった筋肉を見せびらかすように、黒いアロハシャツの前を開けている。三人とも見たまんま、観光客だ。

　聞けば金髪の男もまた、股間にタックルを食くらった際、落としたケータイを子ブタに踏み壊されたのだという。

「ね、あのブタ捕つかまえてくれんの？　ケータイ弁べん償しようさせたいんだけど」

「祟たたり神に弁償させることは難しいと思いますけど」

　流威奈はつんとあごを上げ、毅き然ぜんとして答える。オラオラ系相手にも、流威奈の態度は変わらない。なかなかに頼たのもしい助手一号である。

「それより、子ブタが変身したというのは本当ですか？　見み間ま違ちがいじゃなくて？」

「見間違いじゃねえよ。おまえらも見たよなあ？　マジびびったわ、あれ」

　友人二人は大きくうなずき、次々と口を開く。

「おお。ジャンプしてな、煙けむりが出てからよ、女の体になってからな」

「つーか、見てみんべ？　動画」と、一人がスマホを取り出した。撮とっていたのか。彼らの放つ強い香こう水すいのにおいに耐たえながら、僕たちは肩かたを寄せて画面をのぞき込む。

　動画は、男の悲鳴から始まった。金髪の彼が股間を攻撃されて倒れた直後である様子。画面が大きく揺ゆれて、駐車場の一部を映し出す。

『ヤバいヤバい、あれブタ!?』『いってええっ！　めっちゃ痛いんだけどおぉ』『ヤバい速っ！　ブタ速っ』『ヤバい、ヤバすぎ、一番ヤバいっ！』

　語ご彙い力。ヤバいの三段活用まで飛び出す騒さわぎである。カメラは、股間を押さえてうずくまる金髪の男と、逃げ去る子ブタとを交こう互ごに映していた。おかげで画面は揺れてばかりだ。

『ヤバくない!?　あれ人間じゃね？』との声にカメラはようやくブタへと固定される。

　すでに撮さつ影えい対象はずいぶんと遠くに逃げており、縁えん石せきに並ぶヤシの木の向こうに、豆まめ粒つぶのようなシルエットが確認できる。僕たちは目をこらした。

　逃げていた子ブタが……フードをかぶった人の姿になっているような……。

「や、間違いねえよ。ぽんって変身したんだ。オレ、両眼２・０だし」

「えマジで？　ヤバいじゃん、オレ今度レーシック受けようと思ってて──」

　人化した子ブタより、視力の話で盛り上がる彼らを尻しり目めに、僕たちは腕うでを組んで考える。

「化けたのか……？　となると、祟り神確定ってことでいいんだよな……」

「図ず鑑かんには、化けるなんて書かれてなかったわ……。けどま、問題ないでしょ。人ひと混ごみにまぎれてわかんなくなるってわけでもなさそうだし」

「子ブタと同じ紫むらさき色いろのフードなら余計目立つよね」

　僕たちはそろって駐車場を見み渡わたした。動画に映っていた、ヤシの木も確認できる。

　駐車場と芝しば生ふとがハイビスカスの生け垣がきでへだてられていて、その芝生の先に白い砂すな浜はまが広がっている。ホテル前のビーチとは違ちがって、こちらは全身をウェットスーツで覆おおった、見るからに海の玄人くろうと──サーファーらしき人たちが多い。

　駐車場のあちこちにも、サーフボードを小こ脇わきに抱かかえた男女が何人か歩いている。

　ふと駐車された一台の車に目が行く。とあるミニバンのスライドドアの前──なんと若い女性のサーファーたちが、周囲の視線をはばかることなく着き替がえているではないか。ウェットスーツを脱ぬぎ、腰こしにタオルを巻いて、水着さえ脱ぎ始めた。大事な部分は隠れているものの、あまりに大だい胆たんな行こう為いに恐おそれおののく。足を上げる仕草にタオルがめくれ、いかにも不道徳ではないか。例えばそのタオルがすとん、と落ちる惨さん事じなど起きやしないか、心配で目が離はなせない。

「どしたの？　何か見える？」

　突とつ然ぜん空に話しかけられ、微び妙みように肩が跳はねた。

「車がな。変わった形の車だと思って。なるほど横にスライドして開くタイプか……」

「そんな珍めずらしいかな？　ここはサーフボード持って来る人多いから……あ、着替えてる」

「あホントだ。気づかなかった」

「ここは更こう衣い室が遠いから、気の早い人はここで着替えちゃうのよ」

　話をメモし終えた流威奈が、僕と空の間を割って歩いていく。

「さ、次行きましょ、次。今朝襲おそわれた障さわり人が待ってるわ」
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「……いや、女の子だったな。ブタじゃない……十代前半くらいの女の子だった。その子に僕は、思いっきり踏まれたんだ。デリケートゾーンを……」

　今朝襲われた障り人は、二十代後半の男性だった。ホテルのロビーにて、彼は松まつ葉ば杖づえをついて登場した。おお、なんと痛ましい姿であろうか。

　同じ歳ほどの女性が、彼を支えていた。聞けば二人は、新しん婚こん旅行で島を訪おとずれたのだという。なぜハネムーンにこんな[image: ]神々の住む島[image: ]を選んだ。同情に堪たえない。

「新婚ですか。それはおめでとうございます」

　そんな二人に流威奈はぺこりと頭を下げ、「襲われた場所まで案内してもらっていいですか？」と言って颯さつ爽そうとホテルを出た。助手一号は、松葉杖相手にさえ容よう赦しやがない。

　かくして案内されたのは、ホテルの前のビーチであった。ビーチボールが青空に跳ね、カラフルなビーチパラソルの下でビキニ姿の女性たちがキャッキャとはしゃいでいる。

　ホテルのバルコニーから見下ろした、あの白い砂浜だ。

「沖縄の神々は人のすぐそばにいる」とは亀浜氏の弁だが、にしても近くに発生しすぎではないか。このような人混みのど真ん中で被害に遭うとは。

　しかしビーチは閉へい鎖さされることもなく、通常通り運営されている。

　キャッキャウフフと水しぶきをかけ合っているあの観光客たちは、知っているのだろうか。今朝ここで、幸せなハネムーンと股間が踏ふみにじられてしまったという惨さん劇げきを。

「ここにいる人たちは、みな観光客なのだろうか」

　つぶやいた僕の言葉に、空が答える。

「だと思うよー。島の人は泳ぐのに水着なんか着ないし」

「え？　全ぜん裸らで泳ぐの？」

「んーん。服のまんま。家から出て、海まで直行だね」

　どこまでテキトーなんだ、島人シマンチユというのは……。

「……僕はパラソルの下で、飲み物を買いに行った彼女を待っていたんです。この辺りに敷しいたシートに寝ねそべって、うたた寝をしていました」

　男性が流威奈に、状じよう況きようを説明し始めた。流威奈はフムフムとうなずきながらメモを取る。

「ホント、なんの前まえ触ぶれもなく突然、なんです。突然、女の子がジャンプしてきて……着地したんです。その……デリケートゾ──」

「きん○まにね。で、その子の特とく徴ちようとか覚えてます？」

「フード付きのパーカーを着ていて、あとはパンツしかはいてなかったような……。あ、裸足はだしでした。後ろ姿しか覚えていません。すぐに向こうの方へ逃にげていったから……」

　男性は海岸線に沿って延びる浜はま辺べを指差す。白浜には無数の足あし跡あとが残されているが、そのどれが片耳豚カタキラウワのものかなど、とても判断できるものではない。

「どうして僕は狙ねらわれたんでしょうか……？」

　男性は唇くちびるをかみ、悔くやしさを滲にじませる。

「楽しいハネムーンをめちゃくちゃにされた……。許せません。ぜったいに捕まえてください……！　うう……！」

　松葉杖を抱だいて涙なみだする男性を、女性が「コーちゃんかわいそう」と抱だきしめる。仲なか睦むつまじき夫ふう婦ふではないか。かの祟り神はなぜ、この罪もない若き夫を狙ったのだ……？

　ホテルマン。金髪の観光客。そして新婚ほやほやの若き夫、コーちゃん氏。共通する点はなんだ。僕はあごをさすり考えていたが、流威奈もまた同じことを考えていたようだ。

「……ケータイは？　その女の子に襲われたとき、壊こわされませんでした？」

　ああ、なるほど。ホテルマンも金髪も、スマホを踏み壊されたと言っていた。

「いえ……そもそも僕、ビーチにケータイ持って来てなかったですし……」

「じゃ今も部屋に？」との質問には、「たぶん」と答える。

　流威奈は難しい顔をしてメモを取っていた。

　空と流威奈。二人と行動していると、明確な役割分担がされていることに気づく。調査や作戦の立案など、頭を使うのはどうやら流威奈の役目であるらしい。空はといえば、水すい筒とうのフタに入れたさんぴん茶を、「はい」と流威奈に渡わたしている。礼も言わず、メモから目を離すことさえせず、さんぴん茶を受け取り飲み干す流威奈の様子を見れば、空の方が助手に見える。

　と、若き夫コーちゃん氏が突然、悲鳴を上げた。

「ひゃあっ!!　出たっ！」

　空と流威奈の間を割って、向こうのパラソルを指差すコーちゃん。[image: ]出た[image: ]と言われれば片耳豚を連想する。いよいよ姿を現したか、と視線をすべらせるが──日ひ陰かげとなるパラソルの裏側から、頭を逆さにして顔をのぞかせていたのは泥どろまみれの仮面だった。

　指を差された神は、少年のような声で鳴いて小首をかしげる。

『パーン……トゥ……？』

　姿を見つけられたパーントゥは、砂浜に着地した。その拍ひよう子しに泥が飛び散る。相も変わらず泥まみれのミノと、顔に添そえた奇き妙みような仮面。そしてやはり、見える人を選ぶようだ。近づくパーントゥに絶ぜつ叫きようを上げるのは、このビーチでコーちゃん氏、ただ一人であった。

「ぎゃあああああっ！　来るっ！　祟り神だっ……！」

「ちょっと、どうしたのコーちゃん！　落ち着いて!?」

　妻に続いて、僕も彼を落ち着かせようと声をかけた。

「やあ、落ち着いてください。あれは決して悪い神ではなく──」

　しかしスピードを上げて向かって来るパーントゥに、若き夫は背を向けて逃げ出した。懸けん命めいに、松葉杖をつきながら。

『パーン、トゥっ！　パーン、トゥっ！』

　砂浜を駆かけ上がり逃げていく夫。あとを追う妻。飛び跳ねながら追い立てるパーントゥ。あな恐おそろしや、神々の遊び。仮面の隙すき間まから漏もれ出る『パーン、トゥっ』は愉ゆ快かいげである。

「ごめんなさあいっ！」と逃げていく夫を、パーントゥは執しつ拗ように追いかけ回した。

「……わりと走れるもんだな。松葉杖なのに」

「おおげさに被ひ害がい者しやぶってたんでしょ」

「ダメだよ、パーントゥ、ケガさせちゃあっ！」

　見かねた空が止めに行くのを、僕と流威奈は平然と見送った。
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「あの夫、噓うそをついているね」

　僕たちは海の家のテーブル席を一つ陣じん取どって、ひと休みすることにした。

「問題は、どんな噓をついているのか、だけど──」

　メモを見ながら考える流威奈に、僕は小さく挙手をする。

「待て、なぜ噓をついているとわかる？　彼が噓をついていると言うのなら、他ほかの二人の証言も疑わなくてはならないではないか」

「そりゃあホテルマンや金きん髪ぱつも怪あやしいけど、コーちゃんは確実に、噓をついてるわ」

「だからそれはなぜ──」

「パーントゥが見えたからだよ」

　そう答えたのは空だった。

「パーントゥは、噓つきにしか見えないんだよ。いなり男にも見えるってことは、噓ついたんでしょ？　あたしと初めて出会ったとき」

「……何？」

　ついただろうか。僕が、噓を？　空と初めて出会ったシーンを思い返した。僕は橋の上で嘔おう吐としていて、それを空に見つけられ……。ああ、どうして吐はいているかを問われた僕は、呪のろいを説明するのがめんどうで、高速船に酔よったと……噓を、ついたかもしれない。

「だが些さ細さいな噓だ。たったあれだけで、パーントゥが見えるようになるのか？」

「些細でもなんでも、パーントゥがそこにいるときに噓ついたら、縁えんが繫つながっちゃうよ」

「……そうだったのか」

　海の家のテラスには、ラジオが流れていた。ラジオのパーソナリティいわく『今、ちまたで一番アツいナンバー』であるアップテンポの洋楽が聞こえてくると、この海の家の景観は、沖縄というよりもハワイやグアムを思わせる。

　テラスのいたるところにヤシの木のオブジェが飾かざられており、レジカウンターの上に並ぶメニューボードには、ハワイ料理であるロコモコの写真が貼はられていた。

　しかし流威奈と空がこの店で注文したのは、ぜんざいであった。

　なぜそんな冬に食べるようなものを……と思いきや、そのぜんざいは僕の知っているものとまったく違う。おしるこに小豆あずきをくわえた黒い液体ではあるものの、その上にこんもりと氷が載のっているのだ。一見してかき氷だが、氷の目は粗あらくなく、ふんわりと柔やわらかい新雪のような印象があった。さらにその上から、練乳がたっぷりとかけられている。まるでかき氷に、イチゴやメロンのシロップをかけるがごとくである。

　二人はこのそびえ立つ氷山をスプーンで削けずり、黒いおしるこの海に溶とかしながら食していた。「あまぁい」だとか「しあわせぇ」だとか感嘆の声を発しながら。

　まあそれはよい。今さらこの土地独特の料理に驚おどろきはしない。気になるのは、僕たちのテーブル脇わきの手すりに腰こしかける、パーントゥだ。

　空に買ってもらったぜんざいを、ひざの上に置いている。片手は常に仮面をつまんでいるから使えない。だからもう一方の手で、ぜんざいの氷山をぐちゃぐちゃに壊していた。

「……つまりあの神様は、僕たちにしか見えないんだな？　じゃぜんざいは？　他の人からは……ぜんざいの皿が宙に浮ういているように見えているのか？」

　パーントゥだけが不可視の存在なのであれば、当然そうなるはずだ。

　しかし流威奈は「まさか」と鼻で笑う。

「そんなわけないでしょ透とう明めい人間じゃないんだから。パーントゥとの縁を持たない人間は、パーントゥと関かかわる[image: ]ぜんざい[image: ]さえ認にん識しきできないの」

「……ほう。生きてる次元が違ちがう、みたいな感じか……？」

　観察していると、実に不思議な生き物である。周りの人間はパーントゥを認識せず見えてはいないはずなのに、だからと言ってパーントゥの座る手すりに近づくものはいない。自然と避さけるようになっているのだろうか？　だからぶつかることもないのだ。

「それよりあんたは食べないの？　体力つけなきゃ、あっつい沖縄の午後は乗り越こえらんないよー？」

「案ずるな。いなり男はいなりを食うものだ」

　僕の前には麦茶と、持参したいなり寿ず司しのプラスチック容器が置かれてある。ああ素す晴ばらしきかな酢す飯めしであるいなり寿司は、持ち運びにも適しているのだ。炎えん天てん下かの中カバンに入れて持ち歩いていても、刺さし身みのようにくさる心配はない。

　だが正直なところ、海の家でいなりなど食べたくはない。開けたプラスチック容器の前でためらっていると、空がひょいと一個つまみあげ、口に含ふくんでしまった。

「おい。何をするきさま」

「んふー。さすが、いなり男のいなりはおいしいね。これも食べる？　ぜんざい」

「食えんと言ったろう。小さくとも小豆はいかん」

「氷はいいんでしょ？　練乳は？」

「練乳は可だ。一時期、デザートにいなりを練乳にひたして食べていたことがあった」

　向かいの流威奈が「それ地じ獄ごくじゃね」と小豆色に染まった舌を出す。

「じゃ平気やっし？　小豆は除よければいいさ」

　空は氷山の半分崩くずれたぜんざいを、スプーンごと押しつけてくる。

　僕は仕方なく、ぜんざいの海に沈しずんだ氷をスプーンですくって、口に運んだ。練乳というよりも、ぜんざいの甘さが口内に広がる。氷で薄うすまっているせいか、しつこくない爽さわやかな甘さだった。熱で火ほ照てった体にひんやりとした冷たさが気持ちいい。

「……食えるものだな。小豆さえ除ければ」

「よかったね！　いなり男っ」

「……うむ」

　スプーンでかき混ぜたぜんざいの中に、まん丸い白玉を見つけた。これまた粋いきなはからいではあるが、当然除けて氷を舐なめる。もちは不可だ。吐くとき苦しい、絶対不可。

　僕は白玉を除けながら質問した。

「……花人ハナンチユは、人の繫がる縁が見えるんだよな」

「うん、そーだよー」

　空は、いなりを食べながら答えた。

「じゃあ例えば、僕と君との間には？　どういうふうに繫がっているんだ……？」

「あ……そっか。違う違う。花人が見るのは、人と神様との縁なんだ。人と人との縁は薄すぎて、普ふ通つうは見ることも触さわることもできないよ。でも人同士にだって縁はある。たぶん、あたしといなり男の間にも。流威奈といなり男の間にも」

　すると流威奈がまたも「うえ」と舌を出した。さっき地獄じゃね、と言ったときと同じリアクションで。

「……では、人と神との間の縁は見えるんだな？　だから切ることができる」

「神様の繫ぐ縁は、なんていうか……濃こいんだよ。だから花人以外の人でも、感じることはできるはずだよ。普ふ段だん歩いてて、顔にクモの糸みたいなのが触ることない？　クモの巣なんて、ある場所じゃないとこで」

「……ああ。あるな。道を歩いてて、ふと顔にかかるあれか」

　覚えはあるが、つかむと消えてしまうあの糸は、僕のような素人しろうとが見ようと思って見られるものではない、が──。

「……いや、見えたぞ、僕にも」

　たしかにおととい、僕は月明かり差す浜はま辺べで糸を見た。祟たたり神であるンブー・イナグと、障さわり人である女子大生を繫ぐ糸を──。

「それは、あの浜辺が特別なの。[image: ]カーミヌクー[image: ]は島の御嶽ウタキの一つなんだ。御嶽はニライカナイに繫がってるからね。だから辺りに霊れい気きが満ちてて……神聖な場所っていうか」

「パワースポットってやつか」

「パワースポット？　どうだろ。わかんないけど、そんなニライカナイに近い場所だから、神と繫がる縁もより濃く見えるんだよ。花人以外の人にも見えるくらい」

「つまりあのとき僕の目にかろうじて映った縁の糸を、花人はパワースポットに行かずして見ることができるということだな。なら、その糸をたどって追いかけられないか？」

「へ？　何を？」

「片耳豚カタキラウワをだ」

　股こ間かんを蹴けられた障り人たちは、今も縁が繫がっている状態であるはずだ。ならばその糸のはしに、片耳豚がいる。我ながら名案だと思ったが、空は目を泳がせた。

「あ……や、それはー……」

「見えにくかったりするのか？　ならせめて方向だけでも──」

「空はまだ見習いなんだってば。見えるときと見えないときがあんの」

　空に代わって流威奈が答えた。

「そうなのか……」

　僕の失望を感じ取ったのか、空が慌あわてて声を上げる。

「あ、でも調子いいときはちゃんと見えるよ？　けど、今日はちょっと……」

「だから私たちは片耳豚を捕つかまえて、確実に糸が見える御嶽へ連れていけばいいのよ。そこで片耳豚から伸のびる縁を一気に裁たち切って、ニライカナイに強制送そう還かん。これで解決」

　流威奈はメモを確認しながら続ける。

「きん○まを攻こう撃げきされた障り人は、今んとこ五名。まあもっといるでしょうけど」

「もっといるのか？　なら今日は、話を聞くだけで日が暮れるな……」

「いや、アポ取れたのはさっきの三名だけよ。だいたい、障り人が話してくれるって方が珍めずらしいんだから。観光客ってのがよかったのかもね。島の人なら、意地でも隠かくし通してたはず。きん○ま蹴られる程度ならさ」

「だねえ」と空がいなりをくわえながら、クスクス笑う。

「……？　なぜだ。被ひ害がいに遭あっているのに、泣き寝ね入いりするのか？」

　僕の疑問に、流威奈は氷のなくなったぜんざいをスプーンですくいながら答える。

「忘れちゃいけないのが、[image: ]祟り神[image: ]が人を[image: ]障り人[image: ]にするんじゃないってこと。逆よ。神に障った[image: ]障り人[image: ]が、神を怒おこらせて[image: ]祟り神[image: ]にするの。彼らには、きん○まを蹴られる理由があるってこと。心当たりを訊きいたけど、まあ誰だれも言おうとしないよね。でも必ず何か罪を犯おかしているはず。障り人は被ひ害がい者しやじゃない。加害者なのよ」

「……そうか、だから自分が[image: ]障り人[image: ]ってのは、隠したがるもの……」

「そゆこと。観光客はその辺りわかってないから、自分のやったことは棚たなに上げて、被害者ぶるの。ただコーちゃんだけは、知ってたっぽいね。祟り神のこと」

　流威奈がつぶやくと、空がうなずく。

「パーントゥが現れたとき、ごめんなさーいって言ってたもんね」

「ん。あれは、神が罪を与あたえる存在だって知ってるリアクションだったわ。やましいことがあったから噓うそをついたし、全力で逃にげていったのよ」

　流威奈はスプーンを持つ手を止めて、メモを見返し黙もつ考こうする。

　僕は少しばかり驚いていた。中学生の探たん偵ていごっこに付き合っているつもりでいたが、遊んでいるようでこの二人、僕以上に障り人から情報を得ていた。

　やるではないか、花人の弟で子しとその助手一号。

　しかしこのままでは、助手二号としての立場がない。

　股間を攻撃された被害者たちに──いや、障り人たちにやましい部分があると言うのなら、実は、思い当たる節がある。

　本日は、ラッキースケベが起こりすぎているのだ。２０３号室のバルコニーからはシャワールームが見下ろせたし、ビーチの駐ちゆう車しや場では頻ひん繁ぱんに着き替がえが行われているらしい。今回の障り人がすべて男性であることも加味すれば、彼らの隠そうとした罪はおのずと見えてくる。

　ンブー・イナグが[image: ]盗ぬすっ人と[image: ]を罰ばつしていたのだとすれば、片耳豚が罰していたのは──。

「のぞき魔ま……かしら」

「うおっ、今言おうと思ったのに。なぜ君が言う。今言おうと思ったのに」

「はいはい。けど、まだ確かだとは言い切れないわね」

　流威奈はスプーンをくわえたまま肘ひじをつき、手の平にあごを乗せる。

　テーブルに開かれた流威奈のメモ帳が目に入った。そこにはびっしりと文字が書かれている。矢印のちりばめられたあの図は……２０３号室の間取りか……？

「あの部屋のバルコニーからは、海の家のシャワールームがのぞけるでしょ？」

「え、そうなの？」と驚く空に、「そうなの」と答える流威奈。ね、みたいな感じで僕を見るな。僕は知らない。知らないていだ。

「んで。駐車場では、無防備なサーファーたちによる着替えが頻繁に行われてる。金きん髪ぱつはそれをのぞいたんだと思われる。けどきん○ま蹴られたのは一人だけ。これが問題……」

「一いつ緒しよに襲おそわれた二人のお友だちは無傷だもんね」

「そ。三人でのぞいてたなら、三人とも蹴り飛ばされてなきゃ辻つじ褄つまが合わない」

「一人でのぞいてたのでは？　三人で話していて、一人だけチラッと……」

「うーん……。可能性はあるけどねえ……」

　流威奈は目を細め、唇くちびるをとがらせる。何が腑ふに落ちないのだこの眼鏡は。僕にはわからなかったが、空も流威奈と同じ気持ちであるらしい。僕と目が合うと苦く笑しようした。

「チラッとのぞく程度で蹴られるなら、あの駐車場にいる男の人は全ぜん滅めつじゃない？」

「……うむ。異議なし」

　……言われてみれば、チラッとのぞいた僕の股間は無傷であった。

　流威奈が空の言葉を引き継つぐ。

「あの金髪は、友人たちとは違ちがう、決定的な何かをしたのよ。新しん婚こんのコーちゃんもそう。今朝起きたっていう、あの一件がまたわからない──」

「僕もそう思っていたところだ。あそこはビーチのど真ん中。着替える場所などない」

　流威奈にばかり喋しやべらせてなるものか。助手二号の存在感を示すチャンスである。

「そこで僕は考えた。あのとき、パラソルの下で妻を待つコーちゃん氏の近くで、誰かがサンオイルを塗ぬっていたのではないか？」

「「サンオイル」」

「そうだ。ほら、ビキニのこう、上の紐ひもを外してシートに寝ねそべって……」

　僕はテーブルに突つっ伏ぷし、[image: ]背中にサンオイルを塗られる美女[image: ]を体現する。たぶんグラサンとかかけている。頭の上に。

「それを目もく撃げきしたコーちゃん氏は、なんと言うか、ムラムラとして……のぞこうと……」

「「……」」

　なんだ二人してその、アホを見るような目は。何か言ってくれ。

「……どこにいるのよ、そんな痴ち女じよ」

「ここら辺じゃ見ないねー。東京にはいるの？」

「……」

　テレビや映画ではよく見かけるような気がするが、考えてみれば僕も、生でお目にかかったことはなかった。

　流威奈がこれ見よがしに深いため息をついて、スプーンをカラの器うつわに落とす。

「じゃまあもう一回、コーちゃんのとこ行って話を──」と、向こうを向いたまま動きを止めた。視線を追って振ふり返った先、同じテラス内に、女の子が立っている。

　赤あか紫むらさき色いろのパーカーを着ていて、その下は水着なのか、後ろ姿しか見えないここからは、パンツだけが確かく認にんできた。そのお尻しりから、くるりんと丸まった短いしっぽを生やしている。裸足はだしで……そして豚ぶたの顔を模したフードについている耳は、片方だけが欠けている。

「……え？」

　その姿は、今まで集めた片耳豚の情報と似すぎていた。いやでもまさか、さすがに祟り神がこんな人ひと混ごみの中、あっさりと現れるものなのか……？

　その十代前半くらいの児女は、パーカーのポケットに両手を突っ込んだまま、あるテーブルで騒さわぐグループを見つめていた。水着を着た若い男性たちである。

　騒ぎ立てる彼らの声は、僕たちのテーブルまで届いた。

「超ちようきわどくね？」「エロっ」「おまえ行けよ」「いやおまえが行けって」

　彼らの視線の先を見れば、サンバイザーをつけたスタイルのよい店員さんが、騒ぐ彼らに背を向けて──というか、腰こしを突き出すようにして接客中である。ぴちぴちのホットパンツからは、尻と日に焼けた太ももがのぞいているではないか。

　興奮した男たちのうち一人が席を立ち、体をずらして、店員の尻がよく見える場所を探していた。その手にはスマホが構えられている。

　すると児女はトテトテとフロアを歩き、スマホを持つ男の背後に立った。二度、三度、足で砂を後ろに蹴るような仕草をしたかと思うと──。

『むいっ……！』

　可愛かわいらしい鳴き声と同時に、男の開いた股またぐらを蹴り飛ばした。

「あっつ……!?」

　激痛に飛び跳はねる若い男。小こ柄がらな児女から繰くり出された前蹴りでも、弱点で受ければ効果はばつぐんだ！　奇き襲しゆうを受けた男は内股となり、膝ひざから崩くずれ落ちる。

　その手からこぼれ落ちたスマホを、少女は両足でジャンプして踏ふみ潰つぶした。何度も、何度も飛び跳ねて──『むいっ、むいっ、むいっ……！』

「んだ、こいつ……！」

　涙なみだ目めで叫さけぶ男。仲間たちも席を立ち、口々に驚きよう愕がくの声を上げる。

　今にも囲まれそうになったところで、児女は突とつ然ぜん走りだした。カウンターに背を向け、海の家の外に向かって──そしてテラスから浜はま辺べへ続く浅い階段を飛び跳ねた、そのとき。

　──ぽんっ。

　白い煙けむりが少女の体を包み込んだ。空中で前転した児女のシルエットが搔かき消え、代わりに片耳の欠けた小さな子ブタが、砂すな浜はまへと着地する。

「!!　あいつだっ……！　間ま違ちがいない、片耳豚だ！　空、流威奈──」

　テーブルへ振り返ったと同時に、リュックを背負った流威奈が僕のそばを通り過ぎた。

「置いてくよっ！」とテラスに足音を響ひびかせ、子ブタを追って出入り口へ向かう。

　空は手すりをジャンプして、階段をショートカットした。

　砂浜に着地し、逃げる子ブタの進行を阻はばむ。しかし──。

『ムイッ、ムイムイッ……！』

　子ブタは砂を蹴って進行方向を変え、大きく弧こを描えがいてＵターンする。

「ああっ、逃げたヒンギタっ！　流威奈、そっち！」

　空が慌あわてて追いかける。騒そう然ぜんとする海の家前。何事かと振り返る人々の足の間を縫ぬって、子ブタは砂浜を駆かけていく──。

「うお、待って……！」

　僕も慌ててショルダーバッグを手た繰ぐり寄せ、階段へ向かった。

　そういえばパーントゥは？　と一度だけ振り返る。すでに姿はなく、彼の座っていた手すりの下には、ぜんざいの器が転がっていた。

[image: ]
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　走るのは嫌きらいだ。そも、銃じゆう器きの発明から狩しゆ猟りようの有り様を変えた現代人に、走るスピードが必要か。要は逃げる子ブタを捕ほ獲かくすればよいのだろう。ならば炎えん天てん下かを駆けるこの愚ぐ行こうに意味があろうか。否いな！　僕は現代人らしくスマートな捕獲作戦を所しよ望もうする！

「いーから、つべこべ言ってないで走れえっ」

「ぬうっ……！」

　ビキニ姿の観光客で賑にぎわうビーチを、僕たちは子ブタを追って駆け抜ぬける。先頭に片耳豚カタキラウワ、続いて空、流威奈。少し離はなれて僕の順である。

　祀まつ梨りさんに借りたビーチサンダルが、砂浜で走るとなると不利極きわまりない。一歩一歩に砂がまとわりついて足が重く、先を行く流威奈の背中がどんどん小さくなっていく。

「ハア、ハア……！」

　暑い。暑すぎる。なんたる暑さであろうか。

　クバ笠がさで隠かくれた僕の額には、すでに滝たきのような汗あせが流れていた。

　子ブタが鼻先を芝しば生ふの方へ向け、しめたと僕はほくそ笑えむ。砂場でなければこっちのものよ。ビーチサンダルでもスピードが望める。大人の脚きやく力りよくを舐なめるな。巻き返しだ──と思いきや、芝生に入るや否や、全員が全員スピードを上げた。なん……だと……？

　島の子どもたちは、アスファルトの上でも速い。

　赤レンガの上でも、石いし畳だたみの上でも、防ぼう波は堤ていの縁へりの上でも速い。スニーカーに体操着である空が速いのはまだわかるが、大きなリュックを背負った流威奈がなぜあんなにも速いのだ。理り不ふ尽じんではないか、島の子。あな恐おそろしや！

　子ブタはビーチを離れ、町中を駆ける。ひとけを避さけて山にでも逃にげるかと思いきや、逆だ。ブタは何を思ったか、アーチをくぐってアーケード街へ入っていく。

　そこは、多くの人で賑わう市場であった。行き交かう人々を見れば、ビーチの観光客たちとは明らかに人の種類が違う。キャップをかぶった小柄な中年男性やら、化け粧しようっ気のない主婦やらオバーやら。どうやら、地元の人たちが集つどう市場であるようだ。

　人二人が並んで歩けば肩かたがぶつかるような狭せまい通路の両りよう脇わきに、多くの店が向かい合って連なっている。そのどれもが店先に多くの品々を並べているので、ごちゃごちゃと雑多な景色が真っ直すぐ続いていた。

　流威奈の背を追いながら、生魚のにおいを感じて脇を一いち瞥べつする。

　店先の氷の敷しき詰つめられた台の上に、様々な種類の魚が並べられている。赤や黄色に鮮あざやかな青、毒がありそうなまだら模様。魚のそばには名めい称しようと調理法の書かれた札が刺ささっていたが、[image: ]ミーバイ[image: ]やら[image: ]イラブチャー[image: ]やら、聞いたこともなければ味の想像がつかないものばかりだ。ある真っ赤な魚になどは[image: ]おじさん[image: ]と記されていた。沖縄ではおじさんを食うのか？　バター焼きにするとうまいらしい。

　つまりここは鮮せん魚ぎよ店てんなのだろう。切り身を売る[image: ]さしみ店[image: ]とは違って、こちらは魚を丸ごと一いつ匹ぴきずつ売っているようだ。

　──と、思えば、少し進んだ先で視界に飛び込んで来たのは、ブタの頭部であった。パレットに切り落とされた巨きよ大だいなブタの頭が置かれ、その周りを飾かざるように豚足がちりばめられている。

　打って変わってここは、精肉店である。店先にラッピングされた肉製品には、[image: ]ラフテー[image: ][image: ]ミミガー[image: ][image: ]スーチカー[image: ]など、またもや意味不明のカタカナが並ぶ。かろうじてわかるのは[image: ]ハム[image: ]だけである。

　いったいここは何市場なのだ……？

　魚や肉だけではない。他ほかにも青果店や乾かん物ぶつ店などが並んでいて、そのどれもがいちいちクセが強く、見たことのないものばかり並んでいて視線が向いてしまう。

　何かにつまずいたと思ったら、にわとりを囲っていた竹かごであった。コケーコッコと悲鳴を上げて、羽を広げたにわとりが飛び出す。それに気づいた店の主人が「ヌーソーガッ！」と駆けてくる。

　言葉がわからず、しかし足を止めるわけにもいかず、僕は「すみません！」とだけ叫んで逃げるようにして先へ進んだ。

　市場を駆ける僕たちに、何事かと辺りから視線が向けられている。投げかけられる方言はまったく理解できない。来てはいけない場所へ来てしまったようで──人々が異種である僕を指差しているようで、落ち着かない。

「ワンワンッ!!」と繫つながれた犬に吠ほえられ、思わずよろけた。

　頰ほおに触ふれたのは、小物類がまとめて干せるピンチハンガーである。しかし洗せん濯たくばさみにはさまれぶら下がっていたのは、パンツやタオルや靴くつ下したなどではなかった。ズラリと並んで吊つるされていたのは、ぐるぐるとうずを巻く真っ黒なウミヘビ。その干ひ物もの──。

「うおおおっ!!」

　ここはどこだ。僕はどこにいるのだ。息も絶え絶えになり足を止める。いつの間にか、異世界にでも転生してしまったのではないか？　僕はどこで死んだのだ。

　あのくだもの屋の店先を見よ。不自然なほどに赤い鮮やかな果実──球体にいくつも緑のトゲをはやした[image: ]ドラゴンフルーツ[image: ]なる果実は、まるで回復アイテムのようではないか。鮮魚店の前にて女性が盆ぼんに載のせてかかげる魚を見よ。皮がすべて剝はがされ、目玉が飛び出さんばかりにぎょろついているあれは、モンスターだ。ふよふよ宙に浮ういてそう。

　ぐるぐると目を回す最さ中なか、前方から流威奈の声が聞こえた。

「いなり男っ、そっち行った。ヒンガスナ！」

[image: ]ヒンガスナ[image: ]──初日に祀梨さんから教えてもらった方言であった。確か[image: ]ヒンギル[image: ]＝逃げるの活用形で……ええと、意味は──逃がすな？

『ムイッ、ムイッ──』

　見れば前方から子ブタが駆けてくる。折り返すことで空の追つい跡せきを逃のがれ、流威奈を通り越こして僕の方へ逃げて来たのだ。思わぬ名めい誉よ挽ばん回かいのチャンスではないか。この機を逃してなるものか。僕は腰を屈かがめ、手にしたクバ笠をひっくり返して子ブタを狙ねらった。

　さあ来い、来い……！　飛びつく覚かく悟ごで子ブタを迎むかえた僕であったが、しかし。

　逃げ道をふさがれた子ブタは、僕の少し前方で急ブレーキをかけた。そして直角に曲がり、市場の一本道からそれる。

「何っ……!?」

　慌てて前に出て見ると、子ブタの消えた店と店との間に、細い抜け道があった。

　体を横にすれば通れないこともない。「追って！」と聞こえた流威奈の声に「まかせろ！」と返しながら、僕は子ブタを追いかけ路地裏を進む──。




　──パーッ、パパパーッ！

　狭い路地を抜けて聞こえてきたのは、車のクラクションだった。

　続けて雑ざつ踏とうと三さん線しんの音色。車の行き交う二車線に、向かい合ったみやげ品店。ここは──さっき空とバスで通った、しらゆきストリートである。

　僕は、観光客たちが往来する歩道に足を踏ふみ入れていた。

　歩道に沿って数メートル先の路地裏から、空が飛び出してくる。あちらにも市場から通ずる道があったのだろう。歩道に立ち止まった空は、驚おどろく観光客の視線を受けながら、辺りを見回している。

　しらゆきストリートに出た子ブタは、真っ直ぐに車道を横切っていた。だからクラクションが鳴り響ひびいていたのか。対岸の歩道に子ブタを見つけ、僕は逡しゆん巡じゆんする。車の往来がある車道を横切るのは危険すぎる。とりあえずはこちらがわの歩道を子ブタと併へい走そうして──。

　しかし空の考えは違ちがった。片耳豚を見つけると、真っ直ぐに車道へと飛び込んでいく。

「なっ、危ないっ！」

　再びクラクションが鳴り響き、ブレーキ音が耳をつんざいた。

　急停車した車のドライバーに怒ど鳴なられながら、空は道を渡わたっていく。

「むちゃくちゃだな……！」

　僕も空に続き、停とまった車の間を縫って走った。

　向こう岸でこちらを見ていた子ブタが、僕たちの接近に気づき逃とう亡ぼうを再開する。

　しらゆきストリートの歩道は市場の一本道よりも幅はばが広く、見通しもよかった。ただしそれだけ人も多い。多くの足の向こうに見えては消える子ブタのしっぽを、見失わないよう必死に追いかける。しかし、走りっぱなしの体にとうとう限界が来てしまったのか──。

「んおっ……」

　何もないところでつまずき、歩道の真ん中で盛大に転てん倒とうする。

「先行ってる！」と空は前方の人ひと混ごみに消えていった。あいつはなぜ疲つかれないのだ。

「ハア……ハア……。くそ……」

　体を起こした僕は、酸欠や恥はずかしさで顔を赤くしているに違いない。歩道脇に移動し、息を整える。

　忸じく怩じたる思いだ。今まで勉強だけをしていればよいと思っていたが……。これからはランニングも人生の必ひつ須す科目として取り入れていかねばなるまい。銃じゆう器きの発明から狩しゆ猟りようの有り様を変えた現代人ではあるが──猟銃など持っていないのだから、走るしかなかった。




　改めて、この[image: ]しらゆきストリート[image: ]は華はなやかだ。

　三線の飾られた楽器屋に、スムージーを売りにした喫きつ茶さ店てん。おしゃれであったり、物もの珍めずらしい店がところ狭せましと並んでいるが、もっとも多く見られるのはみやげ品店である。沖縄民みん謡ようのＢＧＭを流し、『めんそ～れ』と書かれたのぼりをはためかせ、これでもかと沖縄感を演出している。

　通りには、強い色を使った明るい店が多い。赤や黄色や橙だいだいの、見ていて元気になるような色がちりばめられている。かかげられた看板を見れば、[image: ]島らっきょう[image: ]に[image: ]石垣島ラー油[image: ]、[image: ]紅びん型がた染ぞめＴシャツ発売中！[image: ]──読める、読めるぞ。よかった。僕は異世界からの帰き還かんに成功したようだ。

　トボトボと歩きながら、片耳豚と空を追いかけた。

　置いて行かれたのは悔くやしいが、あの疲れ知らずの悪童ヤナワラバーに任せておけば大だい丈じよう夫ぶだろう──と思った矢先、とあるみやげ品店の前にその悪童が屈み込んでいるではないか。

「……いやいや、はあ？　何をしているのだ君は。片耳豚カタキラウワはどうした」

「見失っちゃった。けどほら、これ見てっ。[image: ]あないぬさん[image: ]のガチャ……！」

　がま口サイフを握にぎりしめた空は、目を輝かがやかせて僕を見上げる。

　空の正面には、カプセルトイが置かれてある。バスの中で言っていた、空が楽しみにしていた犬のフィギュアのガチャである。

「空ホイホイだな、それ……」

「え？　どういう意味？」

「いや。途と中ちゆうで脱だつ落らくした僕に君が責められようか。それ回してから追おう」

　僕は息をつき、嬉うれしそうに一〇〇円硬こう貨かを投入する空を眺ながめる。

　出てきたカプセルを、懸けん命めいにねじる空。なかなか開かないのを見かねて「貸してみろ」と手を差し出した。割ったカプセルから出てきたのは、ビニールに包まれたフィギュアの欠片かけらだ。組み立てなくては何がなんだかわからないが、空は一目見て声を上げる。

「あっ、[image: ]むずかしい顔のあないぬさん[image: ]だ！　持ってるっ!!」

「んがあっ」と天をあおぐ空。大おお袈げ裟さなリアクションである。

「欲しいのはなんの[image: ]あないぬさん[image: ]だっけか」

「[image: ]月に伸のびてゆくあないぬさん[image: ]だよ……。なかなか当たらないなあ……」

　しょんぼりして唇くちびるを尖とがらせる空。へこみすぎだろう。こちらまで悲しくなる。

「また回せばいいじゃないか。めったに来ないんだろ、リゾート区は」

「……でも……これ、一回三〇〇円もするし……」

「なら僕が出してやろう。ハズレたものは僕がもらう」

　言って僕はサイフを取り出した──と、そのとき、ある既き視し感かんに見み舞まわれた。ああ……このやり取り、覚えがある。一年前、今は他人となった彼女との……あれは何度目のデートであったか。あのときも、ハズレを恐おそれてハンドルを回せない彼女に、僕はこのような申し出をしたのだった。確かそのときのフィギュアも、桃もも色いろの犬の──。

「いいの!?」

　空の跳はねる声に、僕ははたと我に返った。

「……ああ。ほしいのが出るまで回すといい。君には世話になってるし──」

　しかし空はすぐに「あ、やっぱいいや」と自分のサイフのがま口を開いた。

「人のお金じゃ、インチキしてるみたいで。自分ので当てるよ！」

「……そうか」

　空は再びしゃがみ込み、意い気き揚よう々ようとカプセルトイのハンドルを回す。

　僕は手持ち無ぶ沙さ汰たになり店内を見み渡わたした。沖縄限定品のお菓か子しや特産品が並ぶ店内には、何人かの観光客がいた。家族連れやカップル。若い女性や男性の団体さん──と、僕はその中に溶とけ込む一人の児女を見た。

　片耳の欠けた豚のパーカーに、お尻しりから生やした愛くるしいしっぽ。児女の姿となった片耳豚が、背せ伸のびしてつまんだ試食用の黒砂糖を、舐なめているではないか。

「……いた」

　赤あか紫むらさき色いろの毒々しいパーカーにパンツ一丁という奇き抜ばつな格好であるにもかかわらず、派手なアロハシャツを着た観光客や、色いろ鮮あざやかな店内に溶け込んでしまえている。

「空……！　いたぞ、あいつだっ」

　肝かん心じんの空は出てきたカプセルをのぞき見て「あっ[image: ]雨宿りするあないぬさん[image: ]だ！」と声を上げていた。

「──持ってるっ!!」

「空っ……！　それやっぱあとでやれっ！」

　思わず叫さけんだ僕に、片耳豚が気づいた。片方しかない耳をピンと立て、目を丸くしている。しかしすぐに唇を結んで、店から歩道に駆かけるや否いなや、僕たちに背を向け走りだした。

『むいぃっ！』

「行くぞ、空っ！」

　かくして、二度目の追つい跡せき劇げきが幕を開けた。

　ぽんっ──と歩道の真ん中で白い煙けむりを発し、子ブタの姿となった片耳豚は、バス停にて停車中のバスへと乗り込んだ。ぴょんぴょんと軽快にバスのステップを上っていく子ブタ。割り込まれた乗客は声を上げ、バス車内に悲鳴が響き渡る。

　子ブタを追って、バスへ乗り込んだのは空である。

　僕は歩道側から、車内を走る空と併走する。後部座席へ向かって跳ねる、子ブタの姿がちらりと見えた。──しめた、バスの後方に逃にげ場はない──とほくそ笑えんだ次の瞬しゆん間かん、子ブタに手を伸ばしていた空が、バス車内から僕の方へと叫んだ。

「いなりっ！　そっちに……！」

　いなりってなんだ失礼な。ムッと眉まゆ根ねを寄せた次の瞬間、『ムイッ！』と窓から飛び出した子ブタが、僕の顔面にべったりと貼はりつく。

「んおおっ……!?」

　尻しり餅もちをついたと同時に、ぽんっ──と弾はじける白い煙。

　僕の頭を、その胸に抱だきしめた児女の姿が現れる。

『むいっ……!!』

　片耳豚は慌あわてて僕の体から飛び退のき、パーカーの襟えりを重ねて僕をキッと睨にらみつける。……いや、自分から飛びついて来たんだし、そんな洗せん濯たく板いたのような胸押し付けられても……──パシィン!!　頰ほおをビンタされた！　理り不ふ尽じんすぎる！

　僕を殴なぐった片耳豚は、またも歩道を走っていく。空がバスの窓から顔を出した。

「もうっ！　何やってんの、いなりっ、まじめにやって！」

「ガチャやってた君が言うかなそれ！」

　あの児女はすばしっこすぎる。またも逃げられてしまうのか──と、気弱になったそのときである。片耳豚の進行方向に、腕うでを組んで不敵に笑う眼鏡の少女が現れた。

「助手一号っ！」

「くくく……。やっぱ私がいないとダメなようね……？」

　歩道の真ん中に仁に王おう立だちし、その巨きよ大だいなリュックサックを地面に落とす流威奈。ずしぃんと重さを感じさせるそれを脱ぬいだ流威奈は、さながら枷かせから解放された武道家であった。

　すうっと静かに息を吐はき、片手の五指を広げて前に出す。

　引き手は落とした腰こしに添そえ、その目は向かってくる片耳豚を見み据すえる。

　出たな流威奈の十八番おはこ──琉りゆう球きゆう空手である。

　聞けば流威奈は、代々空手道場を営む家系の生まれであり、それはそれは強い父が道場主をやっているのだという。その父の下もと、技わざを磨みがいた流威奈もまた、中学一年生にしてあらゆる型に精通しているというから驚おどろきだ。眼鏡で三つ編みのインテリチックな見た目とは裏腹に、彼女は超ちよう攻こう撃げき型のアスリートであったのだ。

　祟たたり神に物理が通用するのか？　そう尋たずねたことがあったが、流威奈は「愚ぐ問もんね」と鼻で笑い、こう答えた。──この私の拳こぶしに貫つらぬけないものなどないわ、と。

　あのときのドヤ顔が今は頼たのもしい。

　ピリッと張りつめた空気が、離はなれた場所にいる僕の方にまで伝わってくる。

　僕と流威奈での挟はさみ撃うちだ。片耳豚はまたも車道を渡って逃げるだろうか──そう心配したが、意外にも児女は児女の姿のまま、流威奈へと突つっ込んでいく──。

「最初っから本気で行くわ……！」

　急接近する片耳豚に向かい、大きく足を踏ふみ込む流威奈。

「でいっ！」と正せい拳けん突づきを繰くり出す──が、その拳が児女の胴どうを貫かんとした次の瞬間。

　──ぽんっ。白い煙が弾け、児女は子ブタへと姿を変えた。くうを切る流威奈の拳。

　空が叫んだ。

「流威奈っ！　下っ──」

　白はく煙えんを散らして地面へと着地した子ブタは、『ムイッ！』とひと鳴きして跳ちよう躍やくした──スカートのまま腰を落とした流威奈の、股こ間かんへと──。

「んほおおぉぉぉぉぉおっ……!?」

　子ブタの頭ず突つきをもろに食くらい、ちょっと浮うき上がる流威奈。膝ひざから崩くずれ落ちるその股またぐらをくぐって、子ブタは颯さつ爽そうと逃げ去っていく。

　僕と空は慌てて流威奈のもとへ駆け寄った。

「流威奈っ！　流威奈、しっかりして!?」

「……女の子が出しちゃいけないような声出してなかったか……？」

「っ～……！　っ！」

　流威奈は腰を浮かして地面に突っ伏ぷしたまま、そばに寄った空に腕を振ふって「あいつを追え」と訴うつたえていた。……たぶん、今、一番声をかけてほしくない瞬間だろうな。

「そっとしておいてやろう。僕たちは、やつを……」

　空の肩かたに手を置いて言うと、空は強い眼まな差ざしを湛たたえてうなずき、目め尻じりの涙なみだを拭ぬぐう。

「……ごめんね、流威奈。カタキは必ず取ってあげるから……！」

　そう言って立ち上がり、子ブタの逃げた先を見据える。今度こそ、必ず。友の負傷に強い決意を胸に秘ひめて、僕たちは走り出した。




　　　　×　　×　　×




　それからわずか二〇分後。

　僕たちはあっさりと子ブタを見失っていた。

　大きなツノを持つ水牛が、のっしのっしと砂じや利り道を歩く。牽けん引いんしているのは、赤あか瓦がわら屋根の家を模した荷台。観光用の牛車の屋根の上に、空はつま先立ちして背を伸ばしていた。

「どうだ。片耳豚の気配はあるか？」

　僕は荷台から身を乗り出して、屋根の上の空へと尋ねる。

「う～ん……ダメだね。走ってくれれば、サトウキビが揺ゆれると思うんだけど……」

「やはり、畑に逃げ込まれたのは痛かったな……」

　しらゆきストリートを駆け抜ぬけた子ブタは、山へ向かって逃げて行った。山やま裾すそにはサトウキビ畑が広がっており、僕の背をも越こえるサトウキビが、見渡す限かぎり一面に茂しげっていた。

　青々とした葉を広げるサトウキビと、すみ渡わたる青い空。いかにも沖縄らしい景色の中に子ブタは飛び込み、その姿は見えなくなってしまった。

　さすがの空も畑の中までは追いかけられず、二人してトボトボ砂利道を歩いていたところを、通りかかった牛車に乗せてもらったのだった。

「おいくらですか」とサイフを取り出した僕に、牛飼いの男性は「エエンいらん」と首を振った。商売はもう終わりで、帰るついでに拾ってやるということらしい。

　四、五人は乗せられそうな荷台には、誰だれも乗っていなかった。

　牛車はガタガタと荷台を揺らしながら、サトウキビ畑に挟まれた砂利道をのんびりと進んでいく。柱にぶら下げられたラジオから、ニュースが流れていた。

　僕はサトウキビ畑にスマホを構え、写真を撮とった。僕たちが進んできた砂利道や、荷台の前に座る牛飼い男の後ろ姿など、沖縄の風景を写真に収める。

　ちなみにこの牛飼いの男、僕と同じクバ笠がさをかぶっていた。少し嬉うれしい。

　彼がふとそのクバ笠を持ち上げ、「雨が降るね」とつぶやく。

「え……？　わかるもんですか？」

「そんな風してるさ」

　その直後、男の言葉を裏付けるかのように、ラジオから雨の予報が伝えられる。

　強い風が荷台を吹ふき抜けて、汗あせばんだ僕の肌はだを撫なでた。

　風にそよいだサトウキビが、一いつ斉せいに揺れ動く。ざわわわわ──。




　サトウキビ畑を抜けた先で、僕たちは降ろしてもらった。ここから先は民家が続く。

「あね、サービス」と牛飼いの男が渡してくれたのは、三〇センチほどに切り分けられたサトウキビだ。屋根を降りた空が駆け寄り、「いいの!?」と目を輝かがやかせる。

「食えカメ。お客さんに配っているものが余ったから」

「ありがと！」と言った空に、牛飼いは「アンシェーマタヤー」と返して去っていく。

「なんと言われたんだ？」

「アンシェーマタヤー？　[image: ]それじゃあ、またね[image: ]って意味」

「おお、なるほど……。ほのかにわかるかな」

「あ、ケガしてるね」

　空が見下ろしたのは、僕の膝ひざ小こ僧ぞうであった。さっき転んだ拍ひよう子しにすりむいたのであろう。血が滲にじんではいたが、子ブタを追うのに夢中で痛みなど吹き飛んでしまっていた。

「洗った方がいいよ。来て」

　空は半ば強ごう引いんに僕の手を引いて、僕を畑のそばの石いし垣がきの上に座らせた。

　それから「ちょっと待ってて」と去って行ってしまったため、ぽつんと残された僕は、背後の生け垣がきに咲さくハイビスカスの写真を撮って空を待った。この島のどこにでも咲いている赤い花は、東京のどこにも咲いてはいない。まさに沖縄らしい風ふ情ぜいである。

　しばらくして、空は水にぬれたハンカチと、トゲトゲの植物を握にぎって戻もどってきた。

「……どこでぬらしてきたんだ、それ」

「畑の水だよ。大丈夫ヒージ、きれいだから」

　空はぬれたハンカチで、膝小僧の傷口を拭ふいてくれる。少々染しみたが、ひんやりと冷たくて心地ここちよかった。空が千切って持っていた植物は、アロエだった。

「すり傷にはアロエが効くんだよ。あとやけど。あと打ち身」

「万ばん能のうだな、アロエ。この辺りに売っているのか？　お金は僕が──」

「まさか。どこにでも生えてるよ、アロエなんて」

「薬草が自生しているのか。つまりモンスターに襲おそわれたらアロエを塗ぬればいいんだな」

「ダンジョンに挑いどむときにも必ひつ須すだね。持てるだけ持って行かなきゃ」

　思わず口をついた軽口に、空が乗ってきたのが意外だった。

「……やはりここは異世界だったか」

「迷い込んじゃったねえ。魔ま王おう倒たおさなきゃ帰れないよ？　どうする？」

　隣となりに座った空は笑いながら、僕の傷口をのぞき込む。

「……異世界とか、モンスターとか、知っているんだな」

「知ってるよー。ドラクエやってるオジーとかいるし。あたしはやんないけど」

「……ハンカチ持ってるのも意外だった」

「失礼どぅや！　女子なんですけど、一応！」

　僕の膝小僧に、空がアロエを近づける。緑色の葉は太く、ふちにはトゲがついている。まるでサボテンのようだ。切り口から透とう明めいのぬめった汁しるが垂れ、空はそれをちょんちょんと傷口につける。

「しみる？」

「少しだけ。大丈夫ヒージだ」

　僕が覚えたばかりの方言を使うと、空は嬉しそうに笑って、再び傷口をのぞき込む。

「空。お礼にいいものをあげよう」

　僕は自分のカバンをあさり、小さなビニールの小こ袋ぶくろを取り出す。手て渡わたしたそれには、桃もも色いろのフィギュアの欠片かけらが入っている。

「え！　これ、あないぬさん!?　なんで？」

「昔、もらったものがカバンに入れっぱなしになっていたんだ」

　それはかつての彼女からもらった、カプセルトイの中身だった。興味がない僕は、カバンに入れたまま忘れてしまっていた。空が回しているのを見て、思い出したのだ。

「君がほしいものかはわからないけど──」

「これだよ！　これ、[image: ]月に伸のびてゆくあないぬさん[image: ]！　組み立てていい？」

　石垣の上にフィギュアを広げ、せっせと組み立てる空。完成したそれは、やはり異様に胴の長い犬で、立てるとペンを刺さしたペン立てのようである。

「きもっ……」

　思わずつぶやいた僕の肩へ、「キモくないし！」とパンチを連打する空。

「あないぬさんは、普ふ段だんは土の中にいるから、上半身だけだしてるんだよ？　けど、月に向かって伸びようと決めて、ぐいーんって伸びていくの。『どぅーららぁっ！』って」

「そうか。意味不明だな」

　価値のわからない僕のカバンにいるよりも、愛めでてくれる空の下もとにいたほうが、あないぬさんも幸せだろう。

「喜んでくれて何よりだ。まあ自分の金で当てたかっただろうが……」

「プレゼントなら話は別だよ。ぬふふ。大事にするね。ありがとう！」

　満面の笑えみを浮かべ、桃色の細い胴へ頰ほおずりする空。折れやしないか心配である。

「いいから袋にしまえ。なくすぞ」

「お、そうだね！」

　慌あわててフィギュアを分解する空を横目に見ながら、僕はこれからどうすればよいか考えた。この子は花人ハナンチユの弟で子しとして力を持つのかもしれないが──やはり子どもである。

　だがそれに関して、僕はもう失望しない。

　──困っている人を、助けたいから。

　花人を目指す動機を訊きかれ、そう答えた空の言葉は本心だろうし、大人の僕が忘れてしまった彼女の純じゆん粋すいさは、強みであるのかもしれない。しかしそんな想おもいだけでやっていけるほど、世の中は甘くないと思う。花人という仕事は、そんなに軽くないと思う。

　空はきっとこれから様々なことを経験し、成長し、やがて立派な花人になるのだろう。だがそれは、今ではない。今の空では、ここまでが限界だ。

　今の空ではやはり──僕を救うことはできない。

　信じてはいる。だが頼たよることはできない。助けてなんて、とても言えない。

「空。一度診しん療りよう所じよに戻って、亀浜氏に助言をいただこう」

「え、ダメだよ。それは最後の手段。今は……できるだけ頼りたくないって言うか」

「なぜだ。頼れる師し匠しようだろう」

「だってオバーは、療養中だから。ゆっくり休ませてあげたいから、あたしが臨時で縁えん切きりを請うけ負ってるんだよ？　なのに頼ってちゃ、安心できないでしょ」

「……そうか。それもそうだな」

「それに早く治ってもらわなきゃ。まだまだあたしは未熟者の花人だからね。教えてもらわなきゃいけないことが山ほどあるんだよー。この島も、花人不在のままじゃよくないと思うし」

　空は空なりに、師匠の体を気き遣づかっているのだろう。そして花人の弟子として自らの未熟さを受け止め、島を案じ、花人が早く現場に復帰できるよう祈いのっている。

「……思っていたより。君は子どもじゃなかったんだな。立派だ」

　しかし空は「違ちがうよ」とつぶやいて、石垣から伸ばした足をぷらぷらとさせる。

「あたしは……ただ、真似まねしてるだけ。ある人の真似。[image: ]困った人を助けたい[image: ]ってのもその人が言いそうなことだし、オバーが寝ね込こんでいる間、花人の代理をしてるのも、その人だったら、そうするだろうなって思ったから」

「その人って……？　訊いてもいいか？」

「うん、いいよ。あないぬさん貰もらっちゃったから、そのお礼」

　答えて空は微笑ほほえんだ。いつもと違う、どこかさびしそうな笑顔で。

「仲のいいお姉さんだったんだ。二歳年上でね？　あたしが小三のとき、その人は五年生だった。家は離はなれてたけど、同じ小学校だったからよく一いつ緒しよに遊んでたの。うちの学校は生徒数が少ないから。みんな仲いいんだよー」

　空は仲のよかったその子を指して、椛もみじと呼んだ。

「あたしは、椛の真似っこばかりしてたの。明るくて元気で、みんなに優やさしくて。椛はしかも、責任感も強くて。みんなのお姉さんだったから、だからあたしは、帰りの会が終わったらいつも急いで椛の教室に行って、遊ぼうって言うんだ。早く行かなきゃ、椛が誰かに取られちゃうんじゃないかって、心配で」

「何して遊ぶんだ？　こんな島で」

「サッカーとか。野球もしたし、画板を持ち出して、絵とかも描かいたよ。そりゃあ、ぱっと見、海と山しかない島に見えるだろうけど、それでも椛は毎日ね、新しいことを探すの。学校の裏山で木イチゴを発見したり、ドロケイと高オニを合体させてみたり。椛と遊ぶと放課後はいつも楽しくて、ちっとも飽あきることがないんだよ」

「ほう。天性の冒ぼう険けん家なんだな。それでその人は、もういないのか」

「え。なんでわかるの？」

　大きな目をしばたたかせ、こちらを見た空を鼻で笑う。

「わかるさ。ずいぶんと懐なつかしそうに話すからな。島外にでも引っ越こしちゃったのか」

「ううん。死んじゃった」

「しっ……」

　空はさらりとそう言った。しまった。そうかその可能性もあったか。

「ある御嶽ウタキにね、船が沈しずんでるって聞いたの。でもそこはすごく神聖な御嶽なんだ。御嶽にもランクがあってね？　その洞どう窟くつはずば抜ぬけて一番レベルの高い御嶽。濃こいんだ。神様の気配が。戦争中、停てい泊はくした軍の輸送船が沈んじゃったのも、そこがニライカナイの入り口に繫つながってるから。神様たちに障さわっちゃったからなんだって」

「じゃあ……立ち入り禁止的な？」

「そうそう。大人たちは行っちゃダメだって。けどあたしはどうしてもそれが見たくって、椛に行こうって、お願いしたの」

　椛さんは空を含ふくむ数人の子どもたちを連れて、その御嶽へ向かったのだという。シュノーケリングや足ヒレなどの潜せん水すい道具を持って。しかし彼女も当時小学五年生というのだから、保護者の代わりを務めるのは心こころ許もとない。

「すごくきれいなとこだったよ。大きな洞窟で、天てん井じようはあいてて、そこから太陽の光が降り注いでるの。しかも滝たきがあって！　それが水面にだばだばって落ち続けてて、なんて言うか……神聖。うん、それがぴったりくる」

　空は身み振ぶり手て振ぶりを交えて教えてくれる。

　その御嶽がどれほど美しい場所だったか。水中で見た沈没船に、どれほど圧あつ倒とうされたか。そして当時の空が、どれだけ愚おろかだったのか──。

「たぶん、もっと潜もぐれるって思ったんだろうな。他ほかの子たちもいたから、無む茶ちやをして、椛の目を引きたかったのかな。あたしは溺おぼれたの。泡あわでゴボゴボッて何も見えなくなって、パニックんなって。知ってる？　溺れてる人に近づくのって、とっても危険なんだよ」

「……常識だ。溺れる者はワラをもつかもうとするからな。何かにつかんで上へ上へと這はい上がろうとするから、助けようとする人も巻き込んでしまう。浮うき輪か何かを投げて引き上げるのが定石だ」

「うん。けど椛は優しくて、強かったから。きっと。目の前で溺れてるあたしを見て、反射的に飛び込んじゃったんじゃないかな」

　それから空は、浅あさ瀬せへと打ち上げられた。駆かけつけた大人たちによって診療所へ搬はん送そうされ、丸二日眠ねむり続けたのだという。しかし空を助けるために海へ飛び込んだ椛さんは見つからなかった。近くの石垣島から潜水士を含むレスキュー隊まで出動し、大規模な捜そう索さくが行われたらしい。それでも、遺体さえ見つからなかった。

　その洞窟の湖はニライカナイに通ずる神聖な場所、御嶽である。地元の人々は、椛さんはきっとニライカナイに行ったのだと、そう言い合ってお互たがいを慰なぐさめ合い、船の沈む湖へ手を合わせたのだという。

「ホントは椛がね、花人を継つぐはずだったんだ。亀浜椛は、オバーの孫だから」

「孫？　亀浜氏の……？」

　亀浜氏の自宅で見た仏ぶつ壇だんを思い出した。遺い影えいにあったのは、空に似た、ツインテールの少女の写真。あのあどけない笑顔の少女こそ、椛さんであったのか。

「けど、椛はいなくなっちゃったから。だから、この島のユタは……花人はオバーの代で途と絶だえるはずだった」

「いや、凜りん音ねさんがいるじゃないか。椛さんの姉の……亀浜氏の孫である凜音さんも、同じように花人になる資格があるのではないのか？」

「ううん。ないんだよ。基本花人はユタの血を引く女の人しかなれないんだけど。みんながみんななれるわけじゃないんだって。縁えんの糸を見る力がなきゃ」

「……ふむ。たしかに縁の糸が見えなくては、切りようがないか」

「その力があるかどうかは、あるチョウチョが教えてくれるの」

「チョウチョ？」

「御嶽にしか現れない、不思議なチョウチョ。小さな白い羽にね、黒い点がついてるの。その蝶ちようは、ニライカナイの空気に触ふれると光るんだ。けどその光は、花人の資格がある人にだけしか見えないの。資格のない人には、何色に光るのかもわからない。その色は、花人だけの秘密なの」

　試験のようなものか。つまり凜音さんは、その光を言い当てることができなかった。だからユタの血を引きながらも、祟たたり神と障り人の縁を見ることができない。

「あたしももちろん、見ることはできなかった。そもそもユタの血じゃないし。見かけた蝶は白いまんま。けど、不思議なんだけど。オバーが夏なつ風邪かぜひいて入院したとき、光ったんだよ。何色にかは教えらんないよ？」

　空はまた、いたずらっこのように笑う。

「それで亀浜氏の弟子となったというわけか」

「そっ。この島のユタは──花人は、神様を倒たおすんじゃなく、人と神様を繫ぐよくない縁を切る。繫がった縁を切ると、神様はニライカナイに強制送そう還かんされるの。そのときにニライカナイへの扉とびらが開いて、向こうの世界からたくさんの花びらが吹ふき込んでくる。天てん花かっていう、あの世にしか咲さかない花の花びら。見たでしょ？　オバーがンブー・イナグとの縁を切ったときに」

　カーミヌクーの海岸に散った、あの無数の花びらのことだ。亀浜氏の頭上に桜さくら吹雪ふぶきのように舞まい上がり、地面に落ちると同時に搔かき消えた儚はかない花弁。

「そうか……だから[image: ]花人[image: ]というのか」

「正解っ！　天花をまとうことが、一人前の花人の証あかしなんだ。あたしはまだ、降らせたことはないけどね。きっと椛なら降らせられる。だからあたしも憧あこがれる。だからあたしは椛を真似て、椛みたいなこと言ってるだけなんだよ」

　空はちらと僕をのぞき見て、「がっかりした？」と尋たずねた。

　僕の返事を、どこか恐おそれるような表情で。だから強く言ってやる。

「いや、見直した。君は憧れた人の遺志を引き継ごうとしていたんだな。真似だとしても、生半可な気持ちでできることではない。流威奈にも謝らなくては」

　亀浜家の寝室で、空に「ふざけているのか？」と言った僕に、流威奈は怒おこった。空がふざけてなどいないことを知っているから──懸けん命めいに花人の弟子であろうとしていることを知っているから、空の代わりに憤いきどおったのだ。

　この子の純粋な気持ちは、たしかに蔑ないがしろにされていいものではない。

「ええ何、やめてよう。急に褒ほめるのとか」

　空はニヨニヨと口元を緩ゆるませ、照れを隠かくすようにあないぬさんをカバンにしまう。

　僕は急にこの少女を、写真に残したくなった。神と人との縁を切り、天花を散らす島の少女。この島に咲いていて、東京には咲いていない、沖縄らしい風ふ情ぜいを。

「空、写メ撮とっていいか？」

「え？　あたしを？　なんで！」

「……いや、島に来た記念に。笑ってくれ」

　手を振ふって戸と惑まどっていた空であったが、レンズを向けると観念したのか、ピースサインをしてみせる。引きつった笑えみがどうにも不自然である。

「んー……なんかこう、もっと自然な島感が欲しいな……。そうだ。これを──」

　僕は背後に自生していた真っ赤なハイビスカスをちぎって、空の耳元に添そえる。

「おお。いいではないか。島の子って感じがして」

「いやだ！」と力強くはたき落とされた。

「え」

「そんなの逆に不自然だって！　そんな子いないよ。フラーみたいやっしぃ……！」

「[image: ]フラー[image: ]とは……？」

「アホみたいってこと！」

「……そうか……可愛かわいいと思うんだが……」

「やだ、やだ。絶対やっ！」

　南国と言えばハイビスカスを耳にかけているイメージであったが、地元の人からしてみれば、そんなにも恥はずかしいことなのか。……まあ本州でも、例えば野に咲くシロツメクサを冠かんむりにして頭に載のせている大人がいたら、アホな子かな？　と思うかもしれない。

　仕方なくハイビスカスはあきらめ、改めてレンズを向ける。

「…………」

　スマホに映る空の引きつった笑みを見つめながら、ふと思うことがあった。

「う～……！　ねえまだあ」

　不自然なピースサインを作りながら、空が尋ねる。

「……空。ビーチでコーちゃん氏は噓うそをついていたんだよな？　どんな噓かはわからないが、確実に何かを隠していた……」

「え、うん。いきなり？　そうだよ、パーントゥが見えていたからね」

「これ、じゃないか？」

「これ？　ケータイ？」

　ホテルマンや駐ちゆう車しや場の金きん髪ぱつ男は、こぞってスマホを壊こわされていた。海の家の若い男は、ホットパンツ姿の店員さんの写メを撮って、股こ間かんを蹴けり飛ばされていた。

　唯ゆい一いつ、ビーチで襲おそわれたコーちゃんだけがケータイを持参しておらず、破は壊かいされてはいないと証言した。しかしそれが噓であったなら。本当はスマホを片耳豚カタキラウワに破壊されていたとするなら。障り人たちの行動には共通点がある。

　彼らが行っていたのはのぞき。そしてスマホを使っての盗とう撮さつだ。

「コーちゃん氏は恐らく、夫人を待っている間にスマホで写メを撮っていた──。ビーチにはビキニの女性が多かったからな。やましい気持ちたっぷりにカメラを向けたんだ。……だからだ。氏は、祟り神というものが、罪を犯おかした人間を襲うということを知っている。他の障り人たちと違ちがって、自身に思い当たる節があったから、スマホを壊されたことを隠いん蔽ぺいしたのだろう。そのスマホで何をしていたのか、尋ねられるのを恐れてな。どうだ、悪くない推理だと思うが」

「……スマホで、盗撮……？」

　空は腕うでを組み、眉まゆ根ねを寄せて目を細める。

「ちょっと信じられないくらいの悪だね。サイテー」

　……おお。この子も怒ることはあるのだな。

　ここ数日、様々な空の表情を見た。祟り神と対たい峙じするときの彼女は、たしかに花人ハナンチユの弟で子しだった。その瞳ひとみに強い意志を宿し、射い貫ぬくような眼まな差ざしを見せていた。子どもだと思っていた印象が、ガラッと覆くつがえされ戸惑って──と思った次の瞬しゆん間かんには、やはり無む邪じや気きな顔に戻もどっていて、本当の空はどこにいるのかわからなくなる。

　お守もりをしているつもりでいたのに、目まぐるしく変わる表情に、いつの間にか振り回されている。しかしまあ、悪くはない。

　空は「えい」と石いし垣がきを飛び降りて、僕へと振り返った。

「法則がわかれば、次どこに現れるかも予測しやすいね。お手て柄がらだよ、いなり男っ」

「だから三鷹春秋だと何度言えば──」

　と叫さけんだときにはもう、空は畑の向こうに駆けていた。振り回しやがる。




　リゾート区で合流した流威奈は、すでにコーちゃん氏と二度目の接せつ触しよくを終えていて、彼のついた噓を暴あばいていた。認めるのは癪しやくだが、まあまあできる助手一号である。

　ビーチでは、ホテルの部屋に置いたままだと証言していたスマートフォンだったが、いざホテルの部屋に押しかけ、見せてくれと頼たのんでも、氏は「どこへいったかな」ととぼけるばかりで、現物を確かく認にんすることはできなかったのだという。

　氏の証言は「もしかしてビーチに持っていってたかも」から「あの女の子に海へ捨てられたような気が」と二転三転し、流威奈はその顔色を見て、氏の噓を確信した。

　流威奈はドヤ顔で言った。

「障さわり人は盗とう撮さつ魔まよ。だから片耳豚は、ケータイを破壊するんだわ！」

　残念だったな助手一号よ。それはすでに僕が言った。




　やはりポイントはコーちゃん氏の噓だった。彼がパーントゥを目もく撃げきし、噓をついているとわかったのが共通点を見つけるカギとなった。パーントゥが見えるということは、噓をついたということ。コーちゃん氏もまた、僕が空についたように、噓をついていた。

　ならばと僕は疑問を持った。ならば、空は？　当たり前のようにパーントゥを認識できている空や流威奈は、どんな噓をついたのか。

　尋ねてみても空は「秘密！」と笑うばかりで、教えてはくれなかった。




　　　　×　　×　　×




「障り人は、着き替がえやビキニ姿を盗撮する悪あく辣らつなのぞき魔であった──と。そこまではいいが、なぜ君たちが脱ぬいでいる……？」

　流威奈と合流してから二時間後。僕は、二人の通う中学校のプールサイドにいた。

　校庭のそばに設置された、屋根のないプールである。屋外ではあるが、頭上の空は天気予報通りに曇くもっていき、強い日差しは感じられない。

　風が強まっており、少し肌はだ寒ざむいくらいだ。しかし二人はあきれるほど元気である。

　水の溜たまっていないプールの底で仁に王おう立だちする流威奈は、ビキニ姿で胸を張った。

「なぜ脱ぐのかって？　決まってるじゃない。片耳豚をおびき寄せるためよ！」

　露ろ出しゆつしたへそをくぐらせた、浮うき輪の両りよう端はしをつかんでいる。

「風が強くなって波が荒あらいからビーチに人は少ないし、更こう衣い室を見張るったって盗撮魔がいつ現れるかもわかんないでしょ？　だったら、こちらにおびき寄せればいいんだわっ──てことで、プール掃そう除じを買って出たのよ。水泳部が遠えん征せい中で、水の入れ換かえをするって聞いてたからね」

　掃除のためプールは立ち入り禁止。すぐそばの校庭からは、近づく雨の予感にもめげない野球部のかけ声が聞こえてくるが、このプールサイドには僕と流威奈と、そして早くもデッキブラシを押して駆かけている空しかいない。

「どぅーららあっー!!」

　あちらは健康的なスクール水着である。

　掃除をしているというより、遊んでいるように見える。ちなみに、水着を家まで取りに帰った二人は、蒼囲さんの車でやって来た。僕は現地集合だった。インチキだ。

「……ふむ。つまり君たちの水着姿で盗撮魔を釣つり、その盗撮魔を狙ねらって現れた片耳豚を捕ほ獲かくする──と。いかんな。その作戦には大きな穴がある」

「え、何？」

「釣れない。そんなお子さまな水着姿ではなく、大人の女性を用意しなければまず盗撮魔が現れな──ぶあっ」言い切る前に、浮き輪が顔面に飛んでくる。

「だから、そのためにあなたがいるんでしょう!?　盗撮魔はあなたの役目なの」

「……えええ……？　ホントに嫌いやだあ」

「ガチで嫌がるな。大だい丈じよう夫ぶだって。きん○ま蹴られる前に助けてあげるから。だからほら。存分にムラムラして、シャッターを押すといいわ！　ちゃんとまじめに、やらしい気持ちになんないと現れないからね！」

「まじめにやらしくとはいったい……？」

　不承不承スマホを持ち上げ、プールサイドから流威奈にカメラを向ける。ディスプレイを通して、流威奈の傲ごう岸がん不ふ遜そんな性格とは正反対の、ずいぶんと自己主張の小さい胸を写メに撮る。……ふむ、お子さまめ。ある一定数には好まれる体形なのかもしれぬが、いかんせん未熟な果実である。僕はロリコンではないのだ。

　告白すれば、生きつ粋すいの年上属性であるとさえ言っていい。完熟こそ耽たん美び。ふくよかさこそ至高。女性は少しくらい太い方がよい。男の孤こ独どくも厭えん世せいも、己おのれが抱いだく矮わい小しようさすべてを抱だきしめる包容力こそ官能ではないのかっ。

「……なんか、思ってたより恥ずかしいわ。ねえ早くムラッとしてくんない？」

　ムラッとどころかイラッとしたが、当然、それでは片耳豚は現れない。

「流威奈……。例えば凜音さんを呼ぶことって──」

「呼ばないよ、スケベっ！」

　勢いよく放たれた水流が、僕の鼻に当たってしぶきを上げる。あの眼鏡……浮き輪といい、なぜプール掃除に水みず鉄でつ砲ぽうなど持ってきているのだ。

「さてはおまえ、遊ぶ気満々だな」

「うっきゃっきゃっ！」

　流威奈はぬれたタイルに浮き輪をソリのように滑すべらせ、逃にげていった。

　あんなものにどう、やらしい気持ちを抱けばよいのだ、お子さまめっ！




　結局僕も裸足はだしとなり、プールの底に下りて二人の水着姿を接写することと相成った。

　この三鷹春秋、何をするにしても懸けん命めいな男である。ふざけるのは嫌きらいだ。あとになって「本気じゃなかったしー」などと言い訳するのは、もっと嫌いだ。

　能ある鷹たかは爪つめを隠かくすと言うが、獅し子しはウサギを狩かるのにも全力を尽つくすとも言う。僕は三鷹であるが、今ばかりは子ブタを狩る獅子となろう。子ブタを狩るために、全力でやらしさを解放しよう。

「待てえ。あ、待てええい！」

　スマホをかまえ追いかける僕に、空が「えっちぃ」とホースの先せん端たんを向けてくる。
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「ぬおお、やめろっ！　防水じゃないんだぞ！」

　僕は水しぶきからスマホを守りながら、そして時々背後に子ブタの気配を確認しながら、扇せん情じよう的な一枚を求めて走り回った。

　空の（天てん狗ぐのごとき）躍やく動どう的な太ももを狙いシャッターを切り、流威奈の（河童かつぱのごとき）水弾はじく肌はだを激写する。いいぞ、いい！　なるほどこれが青い果実か。穢けがれを知らない無む垢くな肌を、やらしい目つきでなめ回す官能。扇情的ではないか。背徳的ではないか。法に抵てい触しよくしているのではないかというドキドキすら感じる。

「──が、しかしなぜだろう……。妖よう怪かいを撮とっているような気がするのは」

「失礼ねっ！」

「サイテー！」

「ふ。お子さま二人に責められても、沸わかぬものは沸かぬ。こればかりは仕方ないな」

「本当に使えないきん○まだわ」

「おい女子中学生。おまえはもう少し羞しゆう恥ち心しんを覚えろ。今日何回それ言った。……今いま更さらではあるがこの作戦、本当に有効なのか？　だいたい、片耳豚カタキラウワが目撃されたのはリゾート区だろう。この中学校は赤瓦アカガーラ区にあるのに」

「片耳豚はスマホでの撮さつ影えいに反応していると思われるわ。この島でそれを所有している人が圧あつ倒とう的に多いのは、リゾート区でしょ。のぞきスポットも多いしね。けど今は雨の影えい響きようで人が少ない。チャンスであるはずなんだけどな。あなたさえ興奮してくれれば」

　流威奈にとがめられ、僕は肩かたを落とした。

「なら早く興奮させてくれ」

「……仕方がないわね。こればかりは使いたくなかったけど……」と流威奈はワキワキといやらしく両手の指を動かす。なんだ。何をされるのだ──と後あと退ずさる僕であったが、流威奈が飛びついたのは隣となりの空だ。

「んあ、やあっ！　何っ」

「水着跡あとよ、空っ。水着跡のエロさを解放すれば、大興奮間ま違ちがいなしなんだから！」

　空のスクール水着の肩かた紐ひもをずらし、脱がそうとする流威奈。ハアハア言うなおまえが興奮してどうする。

　僕は傍ぼう観かん者のままため息をつく。いったい何をしているのだろう。この島に来た理由は、呪のろいを解いてもらうためではなかったのか。断じて中学生と水遊びをしに来たわけでは──と、僕の耳をかすめ、飛んできたドロ団子が、流威奈の顔面に直ちよく撃げきした。

「ぎゃん」とひっくり返る流威奈。驚おどろいて振ふり返った先にいたのは──神……ではあるが片耳豚ではなく、パーントゥがプールサイドからジャンプし、僕たちの方へ駆けてくる。

「やったわね、パーントゥ！」

　眼鏡をはずした流威奈の顔は、目元以外がドロで汚よごれている。向かってくるパーントゥに向かって水鉄砲をかまえる流威奈。「やっちまえパーントゥっ！」と涙なみだ目めで叫さけぶ空。

　その声に応こたえ、パーントゥが鳴く。──『パーン……──』

『トゥっ！』で投とう擲てきされたドロ団子は、僕の顔の側面に当たった。もう帰っていいかな。

「うん……じゃ僕は向こうで休んでるから……」

　と踵きびすを返したそのとき。パーントゥが足元の浮き輪を踏ふんで──。

『パァンッっ──……!?』──転んだ。

　おいおいまさか。神も転ぶことがあるというのか。意外なドジっ子属性を見せたパーントゥは、ぬれたタイルの上をすべる。自身も全身泥どろまみれなのだ。それはそれはすべりやすいことだろう。僕の足元に、コロコロと転がってくる仮面……。ん？

　思わず拾い上げたこれは、パーントゥがいつも顔を隠している仮面だ。

　タイルに倒たおれたパーントゥは、その素す顔がおをあらわにしていた。

『ううん……』とうなる顔は思いのほか若く、見た目の年ねん齢れいは僕とそう変わらない。すらりと伸のびた艶なまめかしい足に、露出したまん丸のお尻しり。キュッと引き締しまった細い腹部と、なのにたわわな形のよい胸──って、え？

「女!?　この方、女性だったの……!?」

　体を起こしたパーントゥは、自分が仮面を持っていないことに気づき、慌あわてて辺りを見回した。そしてそのお面を僕が持っていることに気づき──見つめる僕の視線に気づき、頰ほおを赤く染めて手の甲こうで顔を隠した。

　はだけた胸や足もそのままに、面を返してと手を差し出してくる。

　よほど恥はずかしがり屋なのか。顔を必死に隠しながら、『ぱんとぅ……』と小さな声で鳴くその姿は、泥まみれの神様のくせに、めちゃくちゃ可愛かわいかった。

　──カシャ。

　気がつけば写メを撮っていた。その直後である。

「──のおぉぅふっ……!?」

　股こ間かんが強い衝しよう撃げきに突つき上げられ、僕は少しだけ、浮ういた。

『むいっ！』

　僕の背後に立っていたのは、例の片耳豚、児女バージョンである。膝ひざから崩くずれ落ちる僕を通りすぎ、向かう先に転がっているのは、蹴けられた拍ひよう子しに落としたスマホ！　まずい、と僕は股間の痛みに耐たえながら、児女の胴どうにしがみつく。

『むいっ、むいっ！』と暴れる片耳豚。僕は児女に頰を手で押されながらも叫んだ。

「空、流威奈！　今だ捕ほ獲かくしろ！　早く、僕が捕つかまえているうちに！」

　だがしかし。プールサイドに置いた虫取り網あみや、バッグからロープを取り出す二人の動きは、ひどく緩かん慢まんである。

「今さ、パーントゥに興奮してたよね、あのいなり男」

「パーントゥだって妖怪みたいなもんじゃんね。サイテー」

「空、流威奈!?　早く走って？　スマホがっ、僕のスマホが壊こわされるから！」

　片耳豚は僕を引きずり、のっしのっしと僕のスマホへと歩を進めていく。

　頼たよりのパーントゥは、両手の平で顔を覆おおって背中を丸め動こうとしない。顔なんかよりも、突き出した尻こそ丸見えで隠すべきところだと思うが……やはり仮面か。今僕が手に持つ仮面がないと動けないのか彼女は。神様あ！

　いよいよ片耳豚が、僕のスマホを踏み潰つぶさんと足を上げた。そのときになってやっと駆かけつけた空が、児女の頭上に虫取り網を振り上げる──。

「どぅーららあっ──！」

「空っ……！」

　それはあまりに、突とつ然ぜんであった。この攻こう防ぼうに幕を引く人物がプールサイドに現れ、僕たちは組んず解ほぐれつしたまま、一いつ斉せいにピタリと動きを止めた。空を呼んだのは彼女の母親、蒼囲さんである。
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　顔を真っ青にした蒼囲さんは、悲痛に表情を歪ゆがませて。スマホを握にぎった手を胸に添そえて。呆ぼう然ぜんとプールサイドを見上げる空と流威奈に伝える。

「今、連れん絡らくがあって。空。流威奈ちゃん……。オバーちゃんが、亡なくなったって」

「……え？」

　空は素すっ頓とん狂きような声を上げて、握っていた虫取り網を手放した。

　ぽつりと僕は、額に雨あま粒つぶが落ちるのを感じた。見上げた空の厚い雲から、いよいよ雨が降り始めていた。







[image: 第三話　ストーカー×弧狗裏]




　亀かめ浜はま氏の告別式は、亀浜さしみ店の近所にある公民館で行われた。

　二日前に降り始めた雨は、ときどき止やむことはあるものの、長く降り続いた。鈍にび色いろの厚い雲は、今も見上げた空に居座っている。

　部外者である僕が参列してもいいものか。迷っていた僕に、「ご縁えんはちゃんとあったじゃない？」と祀まつ梨りさんは言った。

　僕と亀浜氏の間にも、縁の糸はあったのだろうか。僕に見ることはできないが、結局旦だん那なさんからスーツ一式を借りて、祀梨さんや笑えみさんと一いつ緒しよに告別式へと参列した。

「ごめんね」と祀梨さんは、らしくない弱い声で言った。

「何がですか？」と尋たずねると、「こんなことになっちゃって」と悲しげに笑う。

「いえ……まあ、結局祓はらってはもらえませんでしたが──」

　それでも、亀浜氏との縁を繫つないでくれた祀梨さんには、感謝している。

「後こう悔かいしていませんよ。この島に来たこと」

　公民館周辺のほとんどの道が、路上駐ちゆう車しやで埋うまっていた。「停とめるとこないだろうから」と雨の中歩くことにした祀梨さんの判断は正しかった。

　黒と白の垂れ幕が張られた敷しき地ち内では、車以上に多くの会かい葬そう者がカサをさしている。初日に見た、縁結び祭りのごとき人の多さである。しかし当然ながら、祭りのようにわいわいと賑にぎやかな雰ふん囲い気きではない。

　さびしそうに笑うもの。ずっと目を伏ふせているもの。ハンカチで目元を拭ぬぐっているもの。参列者は老ろう若にやく男なん女によ様々で、制服姿の学生たちも多かった。この中には、花人ハナンチユとしての亀浜氏に助けられた障さわり人もいるのだろうか。

　受付の列に並びながら──また公民館に入り靴くつを脱ぬぎながら、僕は自然と空そらや流る威い奈なを探していた。二日前。僕のスマホは守られたが、結局、片耳豚カタキラウワには逃にげられてしまった。

　プールでの捕獲作戦失敗以降、僕は彼女たちと話す機会を失っている。

　空の制服姿を見つけたのは、告別式が始まり、会場に読ど経きようが流れているときだった。初めて見る格好である。髪かみもくくらず下ろしていたために、最初空だと気づかなかった。

　僕から見て、ななめ前のパイプ椅い子すに着席している。泣いているかもしれないと思ったが、そんなことはなかった。しゃんと背筋を伸ばし唇くちびるを結んで、じっと前を見つめていた。

　その視線の先には、祭さい壇だんがある。

　壇だん上じようには無数の花が飾かざられ、中央に満面の笑えみを浮かべる亀浜氏の遺い影えいが置かれている。

　氏の死因を、詳くわしく尋ねることはできなかった。ひそひそ話を繫いでみれば、氏が入院していた原因は夏なつ風邪かぜではなく、肺はい炎えんであったそうだ。しかし病状はよくなっていた。熱は下がっていたし、食欲もあった。それは僕も知っている。あの日、味クーターなファーストフードを、病室で一緒に食べた。あのときにはまだ元気だった。元気に、見えた。

　容態が急変したのは、蒼あお囲いさんが診しん療りよう所じよを離はなれてから。空と流威奈を車に乗せて、中学校へ向かってからのことだった。

　診療所には蒼囲さん以外にも、正規の看護師や空の父親である医師が在中していたが、それでも蒼囲さんは、病室を離れた責任を感じているようだと聞いた。

　亀浜氏の死を誰だれかのせいにするのなら、僕にだって責任はある。ンブー・イナグの件で外へ連れ出したのは僕だったし、しつこく神祓いの依い頼らいをして困らせていたのも僕だ。

　しかしそうやって気落ちすることを、氏は望んでいないように思う。

　空と流威奈の縁切りを、師でありながら失敗するならそれもよしと、突き放すような言い方をした彼女は、自然的な流れを重んじる人だった。運命──という言葉はつかみどころがなくて嫌きらいだが、花人という霊れい的てきな職業を極きわめた亀浜氏においては、この運命に身を委ゆだねる傾けい向こうが強かったように思う。

　思い返せば氏は、自らの死期を悟さとっていたようなところがあった。だからこそ空を突き放し、自分がいなくても花人としてやっていけるようにと、遠くから見守っていたのでは……というのは考えすぎだろうか。

「あの……凜りん音ねさん」

　棺ひつぎに供く花げを入れる前に、僕は凜音さんの下もとへ行った。

「これ、亀浜氏に差し上げると約束していたジャッキーのＤＶＤボックスなんですけれど……棺に入れてもいいものでしょうか？」

「まあ『酔拳』＆『蛇拳』製作35周年記念限定品……？　またマニアックなものを」

　凜音さんは僕から受け取ったボックスセットを矯ためつ眇すがめつ見回して「ありがとね」と言った。それから「棺に入れる必要はないさ。これは私がいただきます」と。

「え……？」

「ふふ。こんな上等なもの、燃やしたらオバーに怒おこられるさ。あの人、あれでさびしがり屋なところあるからねえ。きっと私たちが居間で観みていれば、ぬ～って背後に現れて、一緒に鑑かん賞しようする。きっとその方がいいだろうから」

「……幽ゆう霊れいになっても元気そうですね、あの方は」

「春はる秋あきくん」

　突然下の名前で呼ばれ、ドキリとした。凜音さんはＤＶＤボックスをハンドバッグにしまい、ビニール袋ぶくろを取り出す。中に入っていたのは、例の筒つつ状じようの焼き菓が子しである。

「本当にありがと。ちんびん食うね？」

　僕は思わず笑ってしまった。

「こんなときにもちんびんですか……」

「こんなときだからさ。どんなに悲しいときも、ちんびんは甘くておいしいから」

　凜音さんはそっと微笑ほほえんで、ちんびんをくわえた。




　棺は霊れい柩きゆう車しやに乗せられ、火か葬そう場ばへと運ばれる。親族や希望する会葬者は、マイクロバスで同行することができるらしかったが、席に限りもある。僕は遠えん慮りよしておいた。

　マイクロバスに乗り込む人たちを見送っていると、突然背後から声をかけられる。

「来てたのね、いなり男」

　振ふり返れば、カサをさした流威奈がいる。彼女も今日は制服姿である。いつものようにツンツンしてはいたが、いつものような元気はなかった。

「というか、まだいたのね」

「ひどい言い草だな」

「残念だけど、あなたの依頼はもう受けられないわ。オバーは死んじゃったし、空は気き丈じようにしてるけど結構ショックを受けてる。すでに入ってた縁切りの依頼も、全部キャンセルしたから。少し休ませてあげてほしいの」

「ああ。さすがに僕も、こんな状じよう況きようで無む理り強じいはできん」

「優やさしいのね、大和の人ヤマトンチユのくせに」

「君はたぶん本州を誤解している。一度遊びに来い、東京に」

「べー」

　流威奈は小こ憎にくたらしく舌を出し、僕を通りすぎてマイクロバスに向かう。しかしはたと立ち止まり、少しだけ振り返った。

「……力にはなれなかったけど、食べられるようになるといいね。いなり以外のものも。健けん闘とうを祈いのるわ。じゃあね」

「ああ。じゃあ」




　公民館に残った祀梨さんは、告別式会場の後片付けを手伝うとのことだった。ならば僕もできる範はん囲いで助力しよう。どうせ民宿へ戻もどってもやることはないのだ。

　外用のホウキを持ってくるように頼たのまれ、公民館の側面に位置する掃そう除じ用具置き場へ向かう。一度外へ出て、ぐるりと回り込まなくてはならないようだ。

　カサをさし、掃除用具置き場まで行って、借りたカギでフェンスの扉とびらを開ける。適当にいくつかホウキを束ね、外に出ようとしたところで制服姿の少女が駆かけて来た。

　ドンと突つき飛ばされ、壁かべに押しつけられる。ぐいと体を寄せてきた少女は、空である。

「なっ、なんだ……空？」

「しっ……。見つかっちゃう」

　僕の鼻先に人差し指を立てて、空は声をひそめた。

「見つかるって……誰に？」

「パーントゥに」

　状況が読めない。しかし空が沈ちん黙もくをうながしてくるので、僕も口をつぐんだ。

　しとしとと降る雨の中。僕たちは身を寄せたまま黙だまり込む。空は聞き耳を立てているようだった。その肩かたまで下ろした髪は雨でぬれており、ぽたりと毛先からしずくが垂れる。夏服の白い制服もまた雨にぬれ、水色の下着が透すけていて──。

「いやいやいや……。なんなんだ説明しろ。パーントゥに見つかるとまずいのか？」

「まずい。パーントゥはあの場所が嫌いなんだ。あたしが行こうとすると邪じや魔まするの」

「あの場所……って、どこ」

「あとで説明する。三み鷹たか春秋さん──」

「え──」なんだ急に。初めてではないか、この子があだ名以外で僕を呼んだのは。

　空は鼻先が触ふれそうなほどの至近距きよ離りから僕を見上げ、その大きな瞳ひとみに僕を映した。

「あなたの依頼を受けます。あたしの部屋に来て、話を聞かせて」
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　バスの車内はクーラーが効いていて、少し寒いくらいだった。

「……なぜ急に僕の依頼を受ける気になったんだ」

「だって、神祓いをしてもらいに来たんでしょ？」

　後部座席の中央に腰こしかけていた僕は、窓まど際ぎわの空に尋ねる。車内にひとけはなく、走るバスのエンジン音と、窓を打つ雨の音だけが聞こえる。

「オバーはもういないんだから。弟で子しであるあたしが受けるしかないじゃない」

　空は水玉の散る窓を見つめ、つぶやくように答えた。

　祓ってくれるのは嬉うれしいが、彼女の様子はなんだか変だ。慕したっていた師が亡なくなった直後なのだから、いつも通りにとはいかないだろうが。だったら中学生らしく、涙なみだを拭って「代わりに祓うことが弔とむらいになる」とでも言ってくれた方が、健けな気げで空らしいと思うのに。

　しかし彼女は、急に大人びている。

　以前一緒にバスに乗ったときのように、だらだらとシートに背をもたれるのではなく、きちんと背筋を伸のばしている。口数は少なく、落ち着いていて──。

「僕の受けた呪のろいのこと。話せというなら話すが、流威奈も一緒じゃなくていいのか？　彼女は助手一号──というか……相棒なんだろ」

「今回はいい。……ちょっと、ケンカしちゃった」

　空はやはり窓の外を見つめながら、話している僕の方を見ようともしない。

「君、無理してないか？」

　いつもとは違ちがうその横顔をのぞき見て、尋たずねる。

　窓についた水すい滴てきがつつ、とすべって、空の視線がわずかに揺ゆれた。

「してないよ、無理」




　空の住む家は、あおい診療所のすぐ近くにあった。ガジュマルを囲むロータリー付近でバスを降り、少しだけ歩く。赤あか瓦がわら屋根ではない、しかくい形の近代風な一いつ軒けん家やだった。

「ただいま、そらまめ」

　空は玄げん関かん前の小屋で眠ねむっている犬に声をかけ、家のカギを開ける。

「わんっ」と返事したあいつは、あおい診療所の前にいた犬ではないか。

「ときどき診療所に連れてくんだよ、お父さんが。この辺りの患かん者じやさんってオジーオバーや小ちっちゃい子が多いから、人気者なの」

「ほう。セラピスト犬的な……？　偉えらいな、こいつも出勤してるのか」

「どうぞ入って。今誰もいないから、遠慮しなくていいよ」

　家の中は薄うす暗ぐらく、雨の音が響ひびく静けさに満ちていた。僕は、二階にある空の部屋へ通される。保護者の留守中にＪＣの部屋でＪＣと二人きりというのは、少々抵てい抗こうがある。

　抵てい触しよくしてはいないだろうか、法に。

　しかしその不安も、あまりにＪＣらしからぬ空の部屋を見た途と端たんに吹ふき飛んだ。

「な……これは……」

　まず僕の目に飛び込んできたのは、僕の腰くらいまで高さのあるシーサーであった。

　勉強机のそばにドン！　と、目力の強い巨きよ大だいシーサーが鎮ちん座ざしている。六畳じようの部屋に置くにはあまりに不自然すぎる大きさである。野外用ではないのか。

　部屋を見回し、次に目に留まったのは、これまたシーサーであった。壁にズラリとかけられたシーサーのお面。様々な表情を見せるそのお面すべてが、もれなくシーサーである。

　そして、ベッドのそばに並べられていたのは、大小様々な……うん、シーサーである。

「シーサー……好きすぎない？」

「そっかごめん。びっくりしちゃうよね、最初は」

　空は「へへ」と頭をかいて照れてみせたが、僕は正直引いていた。昔、心しん霊れい系のテレビ番組で、床とこの間にぎっしりと市松人形を集めた旅館の一室が紹しよう介かいされていたが……空の部屋を見て、まず真っ先に連想したのがその異様な一室であった。このシーサーたち、人知れずまばたきとかしないだろうな……。

「あたし着き替がえてくるね」と空がタンスをあさって出て行くと、ぽつんと部屋に残された僕はいよいよ落ち着かない。部屋のどこにいてもシーサーの視線を感じる。

「よくこんなところで眠れるもんだ……」

　中くらいの棚たなの上にも、シーサーの小物が並んでいる。その群れの中に、僕は桃もも色いろの犬のフィギュアを見つけた。土の中に体半分をうずめた、あないぬさんである。

　葉っぱのカサをさしていたり、うたた寝ねをしていたり。一ひと際きわ目立つのは、やはりペン立てのペンのように真上に伸びた[image: ]月に伸びてゆくあないぬさん[image: ]であろう。ムッと結んだ小さな口に、天をにらむつぶらな瞳。……ああ、なるほどこれは癒いやしであった。シーサーに支配された狂きよう気きの部屋においては、特に。

　壁にかけられたコルクボードを発見する。

　流威奈や、僕の知らない人たちと写っている空の写真が貼はられている。笑っていたり、怒っていたり。琉りゆう球きゆう舞ぶ踊ようの衣装を着て、友人たちとすましている表情も見つけた。

　そしておかっぱの、幼きころの空。隣となりで笑うツインテールの少女は、亀浜氏の自宅で見た遺い影えいの彼女であった。亀浜椛もみじ。生きていれば、花人ハナンチユになっていたであろう少女──。

「タオル使う？　風邪かぜひいちゃうよ」

　現れた空は、チェックのシャツとスカートに着替えていた。髪かみはいつものように、耳の後ろで左右二つにくくっている。

　礼を言ってタオルを受け取り、雨にぬれたスーツの上着を脱ぬいだ。

「どうしてもここで話さなくてはいけないのか……？　居間とかじゃ──」

「だめ、どうしてもここじゃなきゃ。ごめん」

　言って空は僕からスーツを受け取り、ハンガーにかけた。

「……知らなかったな。君がこんなにもシーサー中毒者ジヤンキーだったとは」

「うーん、好きっていうか……。むしろ嫌きらいだから置いてるんだけどね」

「噓うそでしょ!?　意味がわからない」

「ああ違う違う、あたしがじゃなくて。パーントゥがね、嫌いなの。シーサーのこと。だからあの子、この部屋だけは絶対に入れない」

「パーントゥが……？　なら僕をわざわざ部屋に連れて来たのも、パーントゥを警けい戒かいしてのことなのか。なぜ、かの神様を避さける。仲間なんじゃなかったのか？」

「今回は仲間じゃない。あの子はきっと、今回の神祓ばらいの邪魔になる。だから避けてるの。詳くわしくはあとで話すよ。それよりも、あなたのお話を聞かせて？」

　空は、部屋の中央にある座ざ卓たく前に正座した。

　うながされた僕も彼女の正面に膝ひざを曲げる。

「じゃあ……何から話せばいいか……。そうだな。まずは出会いか。あれは去年の七月。一学期最後の席せき替がえのときだった。僕が高校二年のころだ」

「え。高校生だったん……ですか？」

「当然だろう。なんだと思ってたんだ」

「大学生……とか。だって『なのだ』とか言って変なしゃべり方だし……あたしたちを子ども扱あつかいするし……ってか、高校生ならあなただって子どもじゃない」

「バカを言え。君たちに比べれば充じゆう分ぶんに大人なのだ」

「なのだ！」

「いいから、続きを話させろ。そのために呼んだんだろう」

「そうでした……。ごめんなさい」

　居住まいを正し目を伏ふせる空。借りてきた猫ねこのように縮こまっている。

「なんか……慇いん懃ぎんな感じになってないか？　僕が高校生だからって恐きよう縮しゆくしてるのか」

「はい……」

「いやそれおかしいだろう。なぜ大学生よりも高校生を恐おそれる」

「だって大学生は遠すぎてよくわかんないから。高校生は、バド部で試合したりするし」

「おお、部活生だったのか。それじゃあ上下関係には厳しいんだろうが、僕に対しては今までと同じでいい。先せん輩ぱい後輩じゃないんだ。障さわり人と花人の弟子、だろう」

「はい……。今までいなり、いなりとか言ってすみませんでした……」

「ほう。失礼を省かえりみてわびるのは殊しゆ勝しようなことだ。以後気をつけたまえ」

「うす。気をつけます。いなり男、さん」

「あ、さん付けしてなかったことを反省してたんだ。失礼なまんま！」

　話が進まない。僕は咳せき払ばらいを一つして、空気を入れ換かえる。

「話すぞ──彼女は。見た目いかにも遊んでそうなギャルではあったが、意外に純じゆん粋すいで料理上手で、そして……捕ほ食しよく者だった」

「捕食者……？　って、誰だれが？」

「彼女だ。元、だけどな。名前はハルハ。変な名前だろう。春に波と書いて、春はる波は」

　去年の七月。僕は隣の席に座る彼女と出会い、恋こいに落ちた。

　これは、僕がいなり男になる前の物語だ。
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　高校二年生に進級した僕は、学校生活のほとんどをひとりで過ごしていた。

　強く主張しておきたいのは、決して「ひとりぼっち」ではないということだ。独り、ではなく一人。集団が僕をのけ者にしているのではなく、僕が集団を避けていたのだ。

　僕の通う学校は、都内有数の進学校ではあったが、だからと言って僕のように、すべての生徒が進学に向けて勉学に励はげんでいるわけではなかった。

　むしろクラスメイトの多くは、部活動や禁じられているはずのアルバイトに忙いそがしく、ファッションや友だち付き合いや、流行はやりを追うのに夢中になっていた。

　彼らは言う。金が欲しいと。僕もだ。だからバイトなどせず勉強した。

　無能な人間に価値は生まれない。無価値な人間が金や人を集められるわけがない。だから学生である今のうちに、僕は自分に価値をつけたかった。

　買うがわよりも売るがわに。雇やとわれるがわよりも雇うがわに。観みるがわよりも演じるがわに。拍はく手しゆするより、されるがわに。世を回し、人を回して金を稼かせぎたい。僕は、捕食者になりたかった。

　捕食者が「ごめん寝ちゃった、ノート写さしてー」などと他人に甘えるものか。

　捕食者が「あいつら付き合ってるらしいぜ」などと些さ末まつな噂うわさに浮うかれるものか。

　興味がないね。群れて時間を浪ろう費ひするくらいなら、僕は一人でいい。一人がいい。

　そんな僕が僕は誇ほこらしかった。まるで鷹たかだ。それでこそ三鷹家の将来を担になう長男坊ぼうだ。

　唯ゆい一いつの娯ご楽らくを挙げるなら、本は好きだった。好こう奇き心しんは旺おう盛せいな方だと自負していたので、興味を惹ひかれた本は片っ端ぱしから読んだ。その延長線上にあったライトノベルにはまった。

　そして多くのラノベキャラが座る席──教室一番後ろの、窓まど際ぎわの席に憧あこがれた。何も異世界転生しなくともよい。美少女ハーレムなどは望むまい。ただ授業中に片かた肘ひじついてあごを乗せ、アンニュイに空を見上げたりしたかった。いかにも孤こ高こうに相応ふさわしき席ではないか。

　だから月初めに席替えが行われるたび、後ろの席よこい、窓際よこいと願ってくじを引く。隣や前が誰だとかはどうでもよい。ただ僕は、窓際に座りたかった。しかし引き当てる番号は決まって一〇番。中央の列の一番前の席だ。教きよう卓たくのど真ん前である。

　二度目の席替えが行われたあと、担任教員から「またそこ三鷹か」と感心された。「さすがやる気に満ちてるなあ」と。僕が好き好んでこの席にいると思ったようだが、断じて違う。悪運のなせる業わざである。

　二度もまったく同じ席を引いたときは、このようなこともあるかと甘んじて受け入れた。しかし三度目の席替えが行われた七月上じよう旬じゆん。またも引き当てたナンバー一〇番のクジを握にぎりしめながら、僕は周囲を見み渡わたした。

「誰だ……。僕をハメているのは」

　三度はさすがにおかしいだろう。

　番号順に並んだ最初の月以外、ずっと教卓の前だぞ。さすがの僕も気が狂くるう。

　いったい誰が、なんの目的で僕をこの席に留とどめさせる。僕がこの席にいることで、誰になんの得があるというのだ。そもそも、どうやって僕に一〇番を引かせている？　よもやクジの番号すべてが一〇番で、みんなして僕を謀はかっているのか……いや、なんで!?　理り不ふ尽じんである。不条理である。

　訳がわからず頭を抱かかえていると、隣の席で交かわされる会話が聞こえてきた。

「え、ホント!?　代わってくれんの？　ハルハ、やっさしぃ」

「あはは。いいよ、うん。大だい丈じよう夫ぶ」

　見れば隣りん席せきに座る女子に、立っている女子が抱だきついて礼を言っている。交こう渉しようが成立し、クジのナンバーを交こう換かんし合った様子である。

　そういえば──と理不尽をこうむっているのは、僕だけではないことを思い出した。ずっと席が替かわらないのは、僕だけではない。隣の席の彼女もまた、この二ヶ月間まったく同じ席であった。ただし彼女の場合は、僕のように同じ番号を引くというのではなく、他ほかの誰かに交換をお願いされて、承しよう諾だくののち同じ席についている。

　今、三ヶ月連続で交換を強しいられることとなった彼女──千ち賀が春波は、スクールカーストの上位に属しているようなギャルである。校則違い反はんにならないギリギリの範はん囲いで、おしゃれを楽しんでいる女の子だ。胸むな元もとは大きめに開いていたし、スカートの丈たけは当然のように短い。ふんわりとウェーブがかった髪を両りよう肩かたから垂らし、唇くちびるはグロスで艶つやめいている。

　どうしてこのようなギャルが進学校にいるのか謎なぞではあるが、高校デビューする学生も多い。かつて頭はよかったのかもしれんが、今となっては、一番前の席などまず嫌いやがるタイプであろう。よく教室の後ろの方で、チャラい男子らに囲まれトークに花を咲さかせているのを目もく撃げきしていた。なのになぜか。彼女は毎度、前席への交代を快かい諾だくしている。

　さては断るのが苦手なタイプなのか？　意外にも空気読んじゃう系女子？

　思い返してみれば、彼女は見た目とは裏腹に面めん倒どう見みがよく、よく友人たちに頼たよられていた。二ヶ月も隣の席にいれば、その不ふ遇ぐうを目撃することも多い。弁当箱を持参する彼女の周りに集まった友人らは、「それ美味おいしそう！」と次々におかずを奪うばってしまうし、「ノート写さしてー」とやって来た怠なまけ者にも、よくノートを奪われていた。

　僕は自身に降りかかる理不尽も相まって、少々不ふ機き嫌げんであった。二ヶ月も隣にいたよしみである。せめてこの女子だけでも、不条理から救ってやろうという気持ちが湧わいた。

「おい、そこの」

　だから僕は、彼女に抱きついた女子へと声を上げた。名前は知らなかった。

「彼女は二ヶ月もそこにいるんだ。せっかく席替えのチャンスだってのに、それを代われというのは、あまりに不ふ憫びんではないか」

　僕は春波を救ってやったつもりだった。断ることのできない彼女に代わって、僕がきつめに言ってやったつもりだった。少々悪役になってでも、だ。

　しかし不機嫌に僕をとがめたのは、救われたはずの春波である。

「ちょっと……別に。私がいいって言ってんの。余計なお世話だし」

「……え、なんで？」

　春波は僕の疑問に答えようとせず、ムスッとして足を組み、ぷいとそっぽを向いた。

　周りの生徒たちが机を持ち上げ、一いつ斉せいに移動を始めてから──同じ席で三ヶ月目突とつ入にゆうの僕たちだけが動かない中、春波は喧けん噪そうにまぎれて尋たずねてきた。

「……あんたは、嫌いやなの？　私の隣となり」

「いや、別に。君は嫌じゃないのか。また一番前だぞ」

「私も別に。……あんたの隣、す、好きだし」

　二ヶ月間も隣にいて、ちゃんと会話したのは、このときが初めてだったように思う。

　初めての会話で好きと言われた。彼女は二ヶ月もの間、僕の隣の席で虎こ視し眈たん々たんと、ずっとこのときを狙ねらっていたのだという。

　僕は捕食者になりたいと思っていたが、彼女はすでに、捕食者だった。




　クジ引きで僕が一〇番を引き続ける怪かい異い。「あれは私の仕し業わざだったの」と、春波がそう白状したのはもう少しあとになってからだ。

　ただ、あまりに荒こう唐とう無む稽けいなその方法を、僕は信じることができなかった。僕は彼女が、冗じよう談だんか軽口を言っているものだと思っていた。

「──[image: ]裏参拝[image: ]？」

「そっ。結構ねえ、むっかしーんだよ。普ふ通つうにする参拝を、まったく逆からなぞんの」

「普通の参拝というのは……二拝二拍手一拝のこと？」

「そう、それもねー、逆から。だから一拝二拍手二拝、だね」

　春波から聞いた[image: ]裏参拝[image: ]なる参拝の仕方は、僕が見たことも聞いたこともない奇き異いなやり方であった。とある神社の廃すたれた社にその方法で参拝すると、[image: ]狐こ狗く裏りさま[image: ]という正規でない神様に願いを聞いてもらえるのだという。

「後ろ歩きで鳥居をくぐんの。そのまま転ばないように賽さい銭せん箱の前まで行って、お願いごとも逆のお願いをするのよ。変でしょ！」

「コクリ……とは、狐狗狸こつくりさんのことか？　そいつは神でないだろう。たしか昭和あたりに流行はやった降こう霊れい術じゆつで、呼び出されるのは低てい俗ぞくな動物霊れいだったんじゃ──」

「狐狗狸さんじゃないし。狐狗裏さんだし。私もよくは知らないんだけど」

「詳くわしく知らない相手に、よく自分の願いを託たくせるもんだ……」

　僕はあきれたが、春波は勝ち誇ったように胸を張って笑った。

「でもちゃんと叶かなえてくれたよー？　私が願ったのは──[image: ]明日の席せき替がえで、三鷹と隣となり同どう士しになりませんように──[image: ]」

　春波は席替えが行われる度たびに、その前日に裏参拝を行っていたそうだ。

　狐狗裏は願ったことを反対に叶える。おかげ様で僕の引くクジはもれなく一〇番となり、春波には必ず、席交換の機会が訪おとずれた。信じられるものか。

「だいたいなぜ、教卓の真ん前なんだ。隣にこだわるのなら、別に後ろの方でもよかったじゃないか」

「それは狐狗裏さんに訊きいてよ。教卓の真ん前縛しばりが限度だったんじゃん？」

「不器用な神様だな……」

「そんなことより、あんたってやっぱりちょっと信じらんないくらい変だわ。こんな美人が二ヶ月も隣の席にいたのに、ちっとも話しかけてくれないんだもの！　私がどれだけ苦労して、話題作りしてたか知ってる？　友だちに協力してもらって料理上手アピールしたり、ノート貸してあげる優やさしさ見せたりしたのに！」

　あれ優しさアピールだったのか。いじめられているとばかり思っていた。

「……いや待て、その作り話には粗あらがある。君が本当に僕を慕したっているのなら、その狐狗裏とやらに[image: ]三鷹が私を嫌きらいますように──[image: ]とお願いすべきなんだ。わざわざ僕の隣の席で優しさアピールなんて遠回りなことをしなくても、な」

　ほうら、なんのドッキリだ、白状しろとばかりに僕は責めたが、春波はそう言われるのがわかっていたみたいに、言い訳する。

「だって、狐狗裏さんは正しい神様じゃないのよ？　悪い神様なの。願いごとを叶えてくれる代わりに、願った人を呪のろっちゃうんだから。そんなの怖こわくて、大おっきなお願いはできないよう」

　当然じゃない、とばかりに春波はケラケラ笑うが、僕はまだ納なつ得とくできない。

「じゃあ君は、今も呪いを受けているというのか？」

　尋ねると春波は、ぴたりと笑うのをやめうつむいた。

「うん……。三鷹の隣になりたいって願った私の……これは罰ばつね。受け入れるしかない。私、実は……裏参拝をしたその日から、髪かみの毛が伸のびなくなりました」

　髪の毛が。へえ。ふーん……。

「……わからん。それ証明のしようがないし、別によくない？　髪の毛くらい」

「ばかっ。よくなんかないしぃ！　ほら私、二ヶ月前からずっと髪型変わってないじゃん。すごく悲しいことなんだから。女の子にとって、髪の毛をアレンジできないなんて」

　ちなみに、二度目の裏参拝の際には、手の爪つめが伸びなくなったという。三度目には足の爪が。だから「あなたが私を好きになりますように」なんて大っきな願いは、怖くてできない。春波はそう言って、今度は「それに」とはにかんでみせる。

　チークで赤くした頰ほおを、さらに赤く染めながら。

「それに……つまんないじゃん、そんな恋れん愛あい」

「……粗はまだある。君が僕を好きになる動機が見えない」

「うーん……。しゃべり方が変だから？」

「え？」

「友だちいなくて変だから。何考えてるのかわかんなくて変だから」

　なんだ彼女は、僕を傷つけようとしているのか。

「だって三鷹はさあ、覚えてないでしょ。私たち、一年生のころ同じクラスだったのよ？　二年になってから、私が話しかけたのは覚えてる？　『また一年よろしくね』って言ったら、三鷹は『また？』って顔したんだよ。気づいちゃったんだ。あ、この人、私のこと覚えてないんだって。見えてさえいなかったんだって。信じらんない。一年間も同じクラスだったのに、私、名前さえ覚えてもらえてないんだって。傷ついた」

「いや、そんな……名前くらい……」

「じゃ言える？」

「……」

　言えなかった。僕は二ヶ月も彼女の隣の席にいながら──いや、一年間も同じ教室にいながら、彼女の名字さえ記き憶おくになかった。

「ほうら。そんな変な人、見過ごせないよ？　この人、何考えてるんだろう。何を思ってるんだろうって隣の席でずっと見てたら、どんどん気になっちゃって。なのに話すこともできないのが悔くやしくて──」

　だから、ね。と春波は照れくさそうにはにかんで。

「そんな変わり者のあなたに、私の存在を知らしめたくなったのでした！」

　冗談とも軽口とも取れるようなことを、言うのだった。




　それから春波は、やたらと話しかけてくるようになった。

　彼女は僕のことになら、なんでも興味を持った。将来への展望、過去の恋愛話。価値観や趣しゆ味み嗜し好こう。僕が休きゆう憩けい時間に読んでいたライトノベルさえ読みたがった。帰り道が途と中ちゆうまで一いつ緒しよだと知って喜び、僕が政治家の息子むすこだと聞いて「うげ、金持ち？」と引いていた。

　僕が授業中うつらうつらしていると、代わりにノートを取ってくれた。ときどき、弁当を作ってきてくれた。一週間、二週間と経たっても「ドッキリでした」という種明かしは行われない。彼女の好意は、目に見えて明らかだった。疑い深い僕でも、徐じよ々じよに警けい戒かい心しんを解いていくほどに。

　しかし僕は、彼女の想おもいに応こたえなかった。好きや嫌いはあれ以降、話題にならなかったし、付き合ってほしいと言われたわけでもない。だから、明確に彼女を拒きよ絶ぜつするタイミングを失ってしまっていた。

　そもそも僕は、集団を避さけて生きてきたのだ。捕ほ食しよく者になるべく、自身の価値を磨みがくべく、今は勉学に勤いそしむので手て一いつ杯ぱいなのだ。彼女は僕を、放課後のカラオケや友人たちとの食事なんてものに連れだそうとしたが、僕はそのすべてを一いつ蹴しゆうした。

　きちんと伝えなければならないだろう。君のやっていることは無む駄だなのだと。僕は恋愛するつもりなど──ギャルと付き合う気などさらさらないのだと、彼女の作った、意外にうまいだし巻き卵をつまみながら、遠回しに伝えることにした。

　引用したのは、夏なつ目め漱そう石せきの『こころ』だ。

「──そして、恋こいを求める[image: ]私[image: ]に対して、[image: ]先生[image: ]はこう言うのだ。[image: ]然しかし君、恋は罪悪ですよ。解わかっていますか[image: ]──。人の孤こ独どくを癒いやすのは恋なのかもしれないが、人を傷つけるのもまた、恋なのだ。ああ、危険だよ、心搔かき乱される恋という現象は。僕は、そんなものに溺おぼれたくはない。[image: ]先生[image: ]に賛成だな」

「ほおん。すごいねー」

　春波もまた、だし巻き卵を頰ほお張ばりながら答える。

「……君な。僕の言いたいこと、ちゃんとわかっているのか」

「だって私それ読んだことないもん。恋とか愛とかってさ、人それぞれじゃない？」

「……おまえホント、なんで受かったんだよ、この学校……」

　文学小説の引用がまずかったようだ。遠回しに言って伝わるほど、彼女は賢かしこくない。

「それよりどうだった!?　だし巻き卵。今日の結構ふんわりじゃない？」

「ん……まあまあだな」

「っきゃああ。まあまあかあ。やったねえ」

「何が嬉うれしいんだ。まあまあと言えば[image: ]中の上[image: ]くらいだぞ。褒ほめてるわけではない」

「でも前は[image: ]普通[image: ]だったもんね。中の中よりかは進歩してるじゃん？」

　僕と彼女では価値観や基準が違ちがう。彼女のルールの中において、彼女は無敵だった。いつだって僕を言い負かし、勝ち誇ほこったように笑うのだ。

　僕は春波のその太陽みたいな能天気さが、少しだけ羨うらやましいと思った。




　夏休み直前。終業式が終わったあとに、花火大会へ行こうと誘さそわれた。男女混合の五、六人のグループで行くから、一緒に来てほしいと言うのだ。僕はいつものように断ったが、このときの春波はしつこかった。

　一学期も終わり、明日から一ヶ月以上、春波と会う機会はない。もう裏参拝などするなと約束もさせたから、僕たちが隣同士の席になる可能性は少ないだろう。もしかして、春波もそれを知っていたから、無理にでも誘ったのかもしれない。

　僕はもう彼女に振ふり回されることはなくなると安あん堵どしつつも、少々同情した。浴衣ゆかたを着てくるからと言われ、どれギャルの浴衣姿をからかってやろうという気になって、結局僕は承知してしまった。

　そうして現れた春波の浴衣姿が、予想に反して僕の心を打った。

　黒と白のストライプ生き地じに、ちりばめられた真っ赤な椿つばきが色を添そえている。彼女はもっと、派手な色の浴衣を好むものだとばかり思っていた。ギャルならばキラキラのラメがちりばめられていたり、例えばバラが咲さき誇っていたり。それが粛しゆく々しゆくと椿とは。

　派手だ、子どもかと小こ馬ば鹿かにするつもりであった僕は、「かわいい？」と小首をかしげられて、思わず口ごもってしまった。

「……いや、わからん」

「わからんって何!?」

　ほんのり淡あわい薄うす化げ粧しよう。美しい着物は、春波をいくぶんにも増して大人びて見せた。

　友人たちに呼ばれ、駆かけていく彼女の下げ駄たが鳴る。──からん、ころん。

　五、六人で行くと聞いていたが、友が友を呼んだのか、気がつけばグループは七人にも八人にも膨ふくれあがっていた。

　わかっていたことではあったが、春波はグループ内でも人気があった。同じように着物を着た男子たちにからかわれたり、明るく談だん笑しようして歩いていた。いつも通り私服の僕は、彼らの後ろを少し距きよ離りを空けて歩く。歩きながら、ときおり見える春波の横顔を観察する。

　なぜ僕を呼んだのか。なぜ僕を好いてくれるのか、未いまだによくわからない。

　春波は友だちとふざけ合いながら、ときどき困ったような笑え顔がおを見せる。僕と二人でいるときには見せない表情である。僕といるときの春波は、あんなふうに気取って笑わない。口の端はしを吊つり上げて、ちょっといじわるに、勝ち誇ったように笑う。

　ああ、もしかして。彼女は僕に、優ゆう越えつ感を覚えているのではないか。僕をからかって、遊んでいるだけなのでは──なんて思うのは、さすがにひねくれすぎだろうか。

　誰だれかの提案で、神社の参道を上った。花火のよく見える穴場であるということだったが、山の斜しや面めんに設けられた石段には、すでに多くの観覧者たちが座っていた。

　僕たちはひとかたまりになって石段に座り、いよいよ打ち上がった花火に拍はく手しゆを送った。

　甲かん高だかい音とともに火の玉が夜空を上っていき、ドンッと弾はじけて辺りを照らす。

　僕はグループの一番後ろ──石段の上の方に一人で座っていた。

　しばらく経ってから、春波が石段を上って来て、僕のそばに腰こしかける。

「ごめんね、一人にしちゃった。なかなか抜ぬけ出せなくて」

「僕のことなど気にするな。友と観みる花火の方が楽しいだろう」

「あれ……？　なんかすねてる？」

「バカを言え。無理やり僕を連れ出したのは君だ。一人で観る花火の方が好きなのに」

「三鷹ってホント、変だよねえ」

　春波は声をひそめ、クスクスと笑う。ほら、くったくのない、その笑顔だ。

　しばらく花火を見上げていたが、僕は隣となりの春波が気になって落ち着かなかった。のぞき見た彼女は長い髪を頭の後ろでまとめ、小さな花のちりばめられたかんざしで留めている。細い首のうなじをさらしたまま、じっと夜空を見つめている。

「……訊きいていいか。なんで僕を誘った」

「……浴衣姿を見て欲しかったからに決まってるでしょー。訊くかな、普ふ通つう」

　──パラパラパラ……。余よ韻いんの残る夜空を見つめながら、春波がつぶやく。

「……この近くだよ、裏参拝したとこ。神様に感謝しなきゃ。隣の席にしてくれたおかげで、こうして一緒に花火を観られたんだから」

　春波は僕へと視線を滑すべらせた。

　ドンッ──と花火が夜空に散って、そのいたずらな笑顔が照らされる。

[image: ]

「ね、私の名前。覚えてくれた？」

「……可能性の一つを考えてみた。君はもしかして。ホントは、お願いしたんじゃないのか。そのひねくれた神様に、[image: ]僕が君を嫌きらいになりますように──[image: ]と」

「もしそうだったら、どうする？」

「そうだとしても、僕は……。わかっているはずだ」

　春波は抱だきかかえた膝ひざに頭を乗せて、僕の顔をのぞき込むようにして尋たずねた。

「[image: ]とにかく恋は罪悪ですよ[image: ]……？」

　それは、かつて僕が引用した『こころ』の一節。

　恋は罪悪と言ってのけた[image: ]先生[image: ]の言葉。うかつにも、僕はその言葉に続きがあるということを忘れていた。恋を罪としておきながら重ねた、[image: ]先生[image: ]の台詞せりふを。

　春波が口にする。

「──[image: ]そして神聖なものですよ[image: ]」

　はっとした。『こころ』を読んだことのないはずの春波が、どうしてその台詞を知っている？　僕はすぐに思い当たった。

　──ああ、そうだった。彼女は僕のことになら、なんでも興味を持った。僕の読んでいる本を読みたがった。だから読んだのだ。僕の話していた『こころ』を。

　僕の言葉を、理解しようとして。

　いったいどちらからであったかは、覚えていない。

　無数の花火が打ち上げられる中。クラスメイトたちが彩いろどられた夜空に喝かつ采さいする中。

　僕たちは喧けん噪そうにまぎれて、キスを交かわした。




　　　　×　　×　　×




「……なんだ、どうした？」

　僕は、座ざ卓たくの向かいで膝を抱く空に尋ねた。赤くした頰ほおを両手ではさんでいる。

「だ、だって思わぬキスシーンに驚おどろきましたあたし」

「……これからもっと過激になる」

「え、どうしようっ。ああっと……お茶飲みたいね、取ってくる！」

　空は急に立ち上がり、ドタドタと階段を下りていく。

　辺りはしん、と静まり返り、シーサーだらけの部屋は雨音に満ちていた。

　瞬しゆん間かん的に窓の外が発光し、遅おくれてバリバリと稲いな妻ずまの轟ごう音おんが夜空を裂さく。

「…………」

　これからもっと過激になる。これは恋こいの話ではない。僕の犯おかした、罪のお話なのだから。




　僕が春波に惹ひかれていると自覚するのに、そう時間はかからなかった。

　二学期になればもう話すことはないとさえ思っていたのに、僕たちは夏休み中、三日に一度は会っていた。場所はどこでもよかった。僕は春波を図書館へ連れて行った。ともに勉強して彼女の学力を知り、志望の大学を聞き、そこに合格するためのカリキュラムを組んだ。彼女はつまらないと唇くちびるをとがらせ、それでもしぶしぶ僕の出した課題に励はげんだ。

　春波は僕を街へ連れ出した。流行はやりの映画を観て、それからプリントシール機なる顔面偏へん差さ値ち修正機で、お互たがいの顔をエイリアン化し合って遊んだ。

　ズラリと並んだカプセルトイの中から、春波はあるフィギュアを見つけてはしゃいでいた。[image: ]あないぬさん[image: ]という、桃もも色いろの犬のアニメキャラクターであった。

「いつもは穴ん中に隠かくれてるけどさ、こいつやばいくらい胴どうが長いんだよ、やばくない？　びょーんって伸のびるの。どぅーららあ！　って。わかる？」

「……わからん」

　バンザイする春波を僕は冷めた目で見つめた。ラノベは読むが、アニメには詳くわしくない。

　校則から解放された夏休み中、春波はファッションに全力投球だった。真っ白な顔に真っ赤なルージュで唇を染めて、真っ青なスカートをよくはいていた。

　化け粧しようがあるから女の子の朝は早いとぼやいていたが、それでも彼女は、時々弁当を作ってきてくれた。コンビニでカフェオレとお茶を買って、僕たちはよく公園で弁当を広げた。

　春波の料理の腕うで前まえはめきめき上達し、僕は好物にだし巻き卵を挙げるようになった。

　二学期が始まってからも、僕たちの交際は秘密だった。

　理由は特になかったように思う。あの花火大会の夜、こそこそ口づけを交わしたあの日から、隠れるというのが通常になってしまったのかもしれない。教室で友人たちと話している春波と目が合うと、彼女は周りに気づかれない程度に、微笑ほほえんでくれる。それが妙みようにくすぐったくて、お互いに隠れることを楽しんでいたのかもしれない。

　文化祭や球技大会。クリスマスに年末年始。僕たちはイベントがあるたびにこっそり落ち合い、二人きりですごす時間を作った。

　春波の部屋へ行ったとき、彼女が好きだというバンドの曲を聴きかせてもらった。パソコンから流れてくる曲はどれも、作詞も手がけるボーカルが、別れた彼女に向けて作った愛の歌だった。「君は世界の色を変えた」だとか、「君は女め神がみに違ちがいない」だとか。どの歌詞も大おお袈げ裟さで甘いものだったが、時にすねたり自じ虐ぎやくしたりの言葉遊びがおもしろくて、僕はそのバンドを好きになった。甘ったるい愛に溢あふれる曲で部屋を満たしながら、僕たちは彼女の親が帰ってくる時間まで、肩かたを寄せ合ってすごしていた。




　三年生に進級し、僕たちは別々のクラスとなった。それでも僕たちは、放課後を一いつ緒しよにすごしていた。ＬＩＮＥで連れん絡らくを取り合って、人目のつかない待ち合わせ場所を決めて。

　しかしそれも長くは続かなかった。正確にはいつからだったか覚えていないが、中間試験が始まるころには、別々に帰るようになっていた。

　僕の通う塾じゆくでは、受験に向け課題が多く出されるようになっていたし、春波は新しいクラスの、新しい友人たちとすごす時間が増えていた。

　それでも僕は、生活の端はし々ばしで彼女を想おもった。

　雨の降りしきる放課後、カサを差して塾へ向かいながら、春波はぬれてやいないかと心配した。塾が終わった夜よる遅おそく、彼女はもう眠ねむってしまったかと想像した。

　その度たびにＬＩＮＥを使い、メッセージを送る。以前はすぐにあった返信だったが、徐じよ々じよに間があくようになっていた。

　既き読どくマークがついているから読んでいるはずなのに、返事が来ない。そんなときは落ち着かない。彼女が今何をしているのか、想像するヒントさえくれないのか。

「短文やスタンプなら、そう時間もかからないはずだろう。そんなに忙いそがしいのか」

「ごめんね！　ちゃんと返そうって思ってて、忘れちゃったのよ……ホントごめん」

　春波は僕が不ふ愉ゆ快かいを訴うつたえるたびに、「ごめん」と謝った。

「考えてみたんだが、君も塾に通ったらどうだろう？　今から受験を意識しておいた方が、後々になって焦あせるよりいいと思うぞ？　僕の隣に座ってくれればサポートできるし──」

　そうすればまた、以前のように一緒にいられるし。言外にそんな意図を込めて提案してみたが、春波は「うーん……。けどまだ一学期だよー？」と難しい顔をする。

「私バイトしようと思うの。短期だけどね。ねえ、人生の中で高校生って、たった三年しかないんだよ？　もっといろんなとこ行ったりしてさ、楽しい思い出作ろうよー」

　今度の休みはあっちへ行きたい、夏休みはこんなことがしたい。春波は楽しそうに、そんな提案をする。

「……キリギリスだな、君は」

　春の陽気を謳おう歌かするキリギリスは、歌うのに夢中でアリからのＬＩＮＥに気づかない。冬になれば死んでしまうというのに。僕はそれを心配しているのに。

　彼女の中で僕の優先順位が、目に見えて下がっているように感じた。僕はそれを不服に感じていた。二人きりでいるときでも、スマホを取り出す彼女にいら立っていた。

　喫きつ茶さ店てんで彼女が席を立ったとき、忘れていった彼女のスマホが、テーブルの上で振しん動どうした。ブブ、ブブと三度震ふるえる。ＬＩＮＥのメッセージを受信したのだろう。

　見てはいけないとはわかっていたが、どうしても僕は、好こう奇き心しんを抑おさえられなかった。かつて彼女が僕のことならなんでも知りたがったように、僕は彼女のことなら、なんでも知りたがった。

　スマホを手に取ったりはしなかったが、そっとのぞけば、液えき晶しよう画面が点灯している。送られてきたメッセージを全文ではないが、最初の数行くらいは読むことができた。

　誰だれかから届いたメッセージが二通と、スタンプが送信されましたとの通知が一通。見る限りとりとめもない会話だ。友だち同士のただのおしゃべり。ただ、送信者の名前を見れば、その相手が男だとわかる。

　二人きりでいるときに、恋こい人びとが異性とＬＩＮＥのやり取りをしていたら、普ふ通つうはどう受け止めるのだろうか。僕にはわからなかった。友だちのいない僕には、それが一いつ般ぱん的なことなのか、無礼にあたるのか。怒おこるのは愚おろかなことか。嫉しつ妬とするのは恥はじなことか──。

　席に戻もどってきた春波は、すぐにスマホを開いて返信を打ち始めた。

　……僕への返信は、忘れていたくせに。




「やはり塾へ通うべきだ。そうでなくても、もっと受験を意識してすごすべきだと思う。週末図書館へ行こう。僕も付き合うから」

　僕は恐おそらく、焦っていたのだと思う。彼女が──彼女の心が離はなれていっているのがわかったから、なるべくともにすごす時間を作ろうとしていた。

「けど……週末は夕方までバイトがあって……」

「このままだと落ちるぞ。ここで躓つまずいたら、この先が大変だ。いいのか？　価値のない人間に需じゆ要ようは生まれない。路頭に迷うことになるぞ。絶対に後こう悔かいする」

　このときは少々厳しめに言った。このキリギリスに、現実を知らしめねば。

「うーん、路頭に迷っちゃったら……とつぐしかないね」

　しかし春波はそう言って、また僕を茶ちや化かすような、いたずらな笑えみを浮うかべる。

「春くん、もらってくれる？」

　勝ち誇ほこったような笑い方が、このときばかりは、気に障さわった。

　彼女は都合の悪い話題になると、いつだってこんなふうに僕を煙けむに巻こうとする。しかしその日の僕は、巻かれてなるものかと踏ふん張った。

　……言い訳を繰くり返すが、僕は焦っていた。

「ふざけるなっ。僕はまじめに話しているのに。君は、自分だけ遊んでおきながら、養ってもらおうとしているのか」

「え。違う、そんなんじゃ……」

「君がそんなに余よ裕ゆうぶってるのは、僕がいるからか？　僕が君をダメにしているのか？」

「違う。ごめん……」

　春波はつぶやきうつむいて、それきり黙だまってしまうのだった。

　彼女は僕のことをわかっていなかった。僕がどれほど彼女を心配していたか。僕がどれほど彼女を大切にしていたか。僕がどれほど、彼女を想っていたのかを。




　ＬＩＮＥには、既読マークさえつかなくなった。

　読めばすぐに返信しなくてはいけないと、春波はそう思っていたのだろう。今思えば、それほど僕は彼女を追い詰つめていたのだ。愚ぐの骨こつ頂ちようたる男である。

　読んでもらえなければ、僕と春波との縁えんはより希き薄はくになってしまう。僕の言葉が、届かなくなってしまう。僕は既読の形けい跡せきがない彼女の身を心配し──いや、そういうふうを装って、彼女の教室まで足を運んだ。

　呼び出された春波は慌あわてて廊ろう下かまで駆かけてきて、「え、なんで」と驚いた顔をした。

　僕をパブリックスペースまで連れ出して、彼女は改めて僕に尋たずねた。

「なんで来てんの、バレちゃうじゃんっ……」

「なぜ、秘密にする必要がある。僕は君にとって、隠しておく存在なのか」

「だって、今までもそうしてたし……」

「僕が集団に属していないからか？　一緒にいるのが恥はずかしいのか」

「やめてよ。そうじゃないってばっ」

「だからか。どうしてもわからなかったんだ。どうして君が僕のそばにいようとしたのか。やっぱり君は、最初から僕を変だと小こ馬ば鹿かにして、笑っていた──」

「そんなわけないでしょ……！」

　春波は僕を睨にらみつけた。その瞳ひとみが潤うるんでいて、僕は動どう揺ようした。

「……そんな理由で、一緒にいられるわけないじゃん」

　ふと、辺りが異様に静まり返っていることに気づいた。春波の肩かた越ごしに、彼女のクラスメイトたちが廊下に出たり、教室の窓から身を乗り出しているのが見えた。パブリックスペースを歩く周りのものたちまでが、僕たち二人を意識している。

　声を絞しぼり出すようにして、春波は言った。

「……ね、私たち距きよ離りを置こう。こんなの、お互いによくないよ」

「千賀っ」

　教室から飛び出してきたのは、僕の知らない長身瘦そう軀くの男子学生であった。春波の両肩に馴なれ馴れしく手を置いて、その顔をのぞき込むようにして尋ねる。

「どうした。何、泣かされてんの……？」

「なんでもないから。なんでも……」

　鼻をすすり、顔を背そむける春波。見知らぬ男子は敵意たっぷりに僕を睨みつけ、尋ねた。

「誰、あんた。千賀の何？」

　言ってやればよいものを。僕は彼女がひた隠す、彼女の恋人だと。もう半年以上は付き合っていますと。しかし悲しいかな、このときの僕は消えてなくなりたい気持ちで胸が詰まって、言葉が出なかった。ただ一歩、二歩と後あと退ずさり、踵きびすを返して走り去る。

　きさまこそ春波のなんだ。ヒーローか？　ちくしょう、覚えてろよ……！

　言いたいことは飲み込んで、泣きたいのはこちらとて同じなのであった。

　考えてみれば、僕たちはどちらかが付き合おうと言って一緒にいたわけではなかった。春波が僕のそばに来て始まったのだから、距離を置こうという言葉が、別れように該がい当とうするのだろう。しかし僕は話し合いという名目で、何度か彼女の家を訪おとずれた。納なつ得とくすることができなかった。嫌きらいになったのならなったと、わかりやすくそう言ってくれ。

　僕と会うたびに春波は、「距離置こうって言ったのに」と困ったように笑う。

　どれだけ話し合いを重ねても、彼女の気持ちがわからなかった。春波は「嫌いになったわけじゃない」と言う。僕は「ならどうして」と言う。すると春波はまた「距離を置きたいだけ」と言う。不毛である。

　長く話し合うことにも疲つかれ、今日は近くの公園で話そうということになり、また別の日は電話にしようということになり、いよいよ本当に冷れい却きやく期間を設けようということになった。ＬＩＮＥは禁止。電話も禁止。もちろん会うことも禁止である。お互たがいに頭を冷やそうと春波は言ったが、お互いにとはなんだ。ＬＩＮＥも、会いたがっていたのも僕だ。

　彼女は明らかに、僕から離れたがっていた。

　ならば彼女の望み通り、距離を置くべきだと自分に言い聞かせた。それでいいと思っていた。春波がいなくなったとしても、元の僕に戻るだけだ。不都合などない。

　しかし彼女がそばにいるのが当たり前であった十一ヶ月は、僕の心を弱体化させていた。

　雨が降れば勝手に彼女を想っていたし、塾で帰りが遅おそくなった夜は、彼女は何をしているだろうと考えていた。もれなく一緒に、あのヒーローまで連想して。

　──ああ。君は今この瞬しゆん間かん、誰といるのだ。

　……病気か。なぜ彼女を忘れられない。

　どうして脳のう裏りから、あのいたずらな笑みが消えない。

　僕は勉強への集中力を失った。食事すら手につかず、顔色が悪いと母に心配される有様であった。よく眠れず、目の下にクマを作り、常に気がそぞろであった。

　僕は日に日にやつれていったが、校舎で見かけた彼女は笑っていた。周りには僕の知らない友人たちがいて、かのヒーローが彼女を護まもるようにそばにいた。

　まあ人生を謳歌している。ほうらね、と。まるで彼女の選せん択たくが正しかったかのように笑っている。どうして僕だけがつらい？　理り不ふ尽じんだ。不条理である。

　君がこの恋こいを始めたくせに。僕を好きだと言ったくせに。つらいときは、いつだってそばにいてくれたくせに。本当につらい今、一番そばにいてほしいときに、君は僕に気づかない。否いな、彼女は僕の痛みを知りながら、気づいていないふりをしているのだ。自分に都合の悪いことは、煙に巻いて逃にげてしまう彼女らしいではないか。

　ひどい人だ。悪女だ。ビッチだ。別れてよかったではないか。これは僕の人生においてメリットに違ちがいない。捕ほ食しよく者め。僕の心を食ってしまったな！

　白状しよう。

　僕は何度も彼女の家の前まで行った。電話はおろかＬＩＮＥすら禁じられていたから、何をするでもなく、彼女の部屋を見上げていた。電気のついたその部屋に、彼女のシルエットが映るだけで嬉うれしかった。

　開かれた部屋の窓から、聞き慣れた歌が漏もれ聞こえてくる。相変わらずの甘い歌詞。春波が好きな、あのバンドの楽曲だ。しかし僕は気づいてしまった。

　それがお互い好き同士の相手に贈おくられた歌詞であれば、その愛に溢あふれた言葉は美しい。

　──「君は世界の色を変えた」「君は女め神がみに違いない」

　しかし相手に拒きよ絶ぜつされていると想定して聞くその歌詞は、一方的で独りよがりに思える。

　──「会いたい」「好きだ」「愛している」「この世界の誰よりも」

　そのすべてが、相手に感情を押しつける呪じゆ詛そに聞こえた。

　彼女の声を、においを、柔やわらかな体温を思い出しながら、僕は彼女の部屋を見上げ、愛の歌に想おもいを重ねている。ああ、なんと気持ち悪いのだろう。

　──これではまるで、ストーカーではないか。

　こんなもの、僕ではない。

　僕は捕食者になりたかった。孤こ高こうの鷹たかであるはずだった。なのに彼女の名を覚え、エサをもらい、人の温ぬくもりを知ってしまった。地に落ちた鷹はもう野生には戻れない。彼女の体温を覚えたまま、どう生きていけばいい？　なんと弱い。なんと柔い。なんと脆もろいのだ。

　彼女に出会わなければ、こんな自分を知ることもなかった。ひどい人だ。悪女め。ビッチめ。なのになぜ──嫌いになれない。

　女は星の数だけいるというが、太陽はたった一つであろう。僕には彼女しかいなかった。彼女でなくてはだめだった。僕はまだ、彼女を傷つけ足りないというのか。

　心が言うことをきかない。やはり恋は罪悪だった。

　君を嫌いになれない僕は、せめて君のために僕を嫌った。
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　白結木島を訪れる三週間ほど前のことだ。その日は毎年恒こう例れいの花火大会が行われていて、僕は、一年前に春波やクラスメイトたちと歩いた参道を訪れていた。

　僕と春波にとって思い出深いこのイベントに、必ず彼女は現れるだろうと予想していた。

　約束はしていないし、彼女と会う予定などない。ならなぜ来たのかと問われれば、まったくもって不可解な行動に思えるだろうが、僕は、一年前の春波に会いたかったのだろうと思う。僕を好きだと言ってくれた彼女の浴衣ゆかた姿を、もう一度見たかったのだと思う。

　そしてその思おも惑わく通り、僕は人ひと混ごみの中に彼女を見つけた。黒と白のストライプに、ちりばめられた真っ赤な椿つばき。一年前と同じ浴衣姿の春波は大人びていて──綺き麗れいだった。

　しかし彼女は一年前とは違う。友人たちと談だん笑しようしながら歩く春波のそばには、例の長身瘦軀のヒーローがいた。彼に向けられた春波の笑顔を遠くからのぞいているうちに、僕は心が搔かきむしられて、どうしようもなくなった。

　何をしているのだ僕は。まだ懲こりていないのか。ここは僕がいていい場所ではない。

　二人を見ていられなくなってその場を離はなれ、石段に腰こしかけてＬＩＮＥを開いた。

　出だしは[image: ]ごめん[image: ]だ。約束をやぶり、メッセージなどしたためてごめん。それから今までのことを謝罪した。怒ど鳴なってごめん。教室にまで押しかけてごめん。距離を置こうと言われたのに、あきらめきれなくてごめん。君を独り占じめしようとした。君の行動を制限しようとした。悪かった。すまなかった。申し訳なかった。

　そうして最後、未練たっぷりに、こう結んだ。

『会いたい。花火を観に行こう』

　まず間ま違ちがいなく、断りのメッセージが届くと思った。行こうも何も、春波はすでに友人たちと会場にいるのだ。突とつ然ぜんの申し出は彼女を困らせるだけ。しかしそれでもよかった。なじってくれていい。それでも今、この瞬間だけでも、彼女からの言葉がほしかった。一年前のあの日のように、もう一度僕だけを見てほしかった。

　しかしいくら待っても、既き読どくにさえならない。

　やがて花火が打ち上がり、夜が華はなやかに彩いろどられる。歓かん声せいと拍はく手しゆが沸わき上がる。

　見上げた夜空が色とりどりにぼやけて見えた。

　花火は嫌いだ。その音も、その色も、拍手も熱気も歓声も、みんな嫌いだ。

　僕は花火に背を向けて石段を駆かけ上り、雑木林の中を走った。どこか人のいないところへ行きたかった。誰だれもいない静かなところへ。そうだ。例えば僕がこのまま姿を消せば。春波は僕を覚えていてくれるだろうか。例えば。このまま死んでしまったなら。最後のＬＩＮＥを返すべきだったと、後こう悔かいしてくれるだろうか──。

　──ドンッ。ドンッ。パラパラパラ……。

　花火の音が、いつまでも僕を追いかけてくる。竹やぶを抜ぬけたその先で、一ひと際きわ大きく弾はじけた。周囲が明るくなり、開けた空間にぽつんと、社が建っているのが見えた。

　瓦かわらが剝はがれ、壁かべや柱の朽くちた小さな社である。祠ほこらと呼んだ方が適切かもしれない。参道を挟はさむように二体、向かい合っていたのは、狐きつねの像だった。その祠の特とく徴ちようは、春波から聞いたことがある。そこは、彼女が裏参拝をした祠であった。

　花火が夜空で弾けるたびに、竹やぶに轟ごう音おんが木霊こだました。

　僕は祠に背を向けて、真っ赤な鳥居を後ろ向きにくぐった。春波の言う裏参拝を信じ切っていたわけではないが、それでも僕は、神にすがった。裏参拝の仕方を思い出しながら、賽さい銭せん箱の前まで後退する。

　裏参拝は、参拝の手順を逆から行う。まずは軽くお辞じ儀ぎをして、一拝二拍はく手しゆ二拝。柏かしわ手でを二度打つ前に、手を合わせたまま脳裏に浮うかべた──。

「春波が──」

　椿の浴衣ゆかたを着た彼女を。僕の隣でくったくなく笑うその笑え顔がおを。

「──千賀春波が、僕のそばにいませんように」

　叶かなえてほしい願いごとを、反対につぶやく。それから垂れる鈴すずの緒おを揺ゆらした。ガラン、と錆さびた鈴は濁にごった音を立てる。賽銭箱に五円玉を投げ入れ、祠を前にしてまた後ろ向きに鳥居をくぐった。

　しばらく変化は起きなかった。

　夜空に弾ける花火が、さびれた祠を赤や緑に照らすだけ。強い風が吹ふき、ざわざわと風に揺れた竹やぶが葉をこすらせる。花火の火薬のにおいが、鼻をついた。

　風に揺れ動いたかのように、祠の観音扉とびらが、少しだけ開く。扉の隙すき間まからするりと躍おどり出てきたのは、真っ白なもやであった。

　闇やみ夜よにぼんやりと発光するそれは、細長い形状となってぴょんぴょんと割れた石いし畳だたみを跳はねた。あれは、狐だ。毛並みの美しい真っ白な狐。目元に朱しゆ色いろのラインが引かれている。長くふさふさとした尻尾しつぽが、二ふた股またに分かれていた。

　狐はまたたくまに僕の前にやってきて、そして──。

『ケケケ──』

　僕は狐に胸を貫つらぬかれた。振ふり返った参道を、狐が跳ねて去って行く。

「……？」

　狐が体の中を通り抜けたとき、驚おどろいて仰のけ反りこそしたものの、痛みや違い和わ感かんはなかった。胸に穴が開いたわけでもなさそうである。祠は何事も無かったかのように佇たたずんでいるし、春波がそばにいるようなこともなかった。あれはいったいなんだったのか。

「失敗、したのか……？」

　花火大会はクライマックスを迎むかえ、夜空に無数の花火が打ち上がる。

　観覧客の拍はく手しゆ喝かつ采さいが、ひどく遠くに聞こえた。




　僕が春波の失しつ踪そうを知ったのは、その翌日のことだ。

　夏休み中であったが、僕は午前中から塾じゆくで授業を受けていた。勉強にはいつものごとく身が入らず、ただぼんやりと過ごしていた。食欲も減退し朝から何も食べてはいなかったが、夜にもなればさすがに何か口にしなければと、近くのコンビニで菓か子しパンを買い、教室に戻もどって一人でもそもそとそれをかじっていた。

「昨日、祭りに行った子が一人、行方ゆくえ不明なんだって」

　近くの席の女子グループが話していた。まだニュースにこそなってはいないものの、捜そう索さく願ねがいを出された警察が聞き込みを始めているらしい。僕は初めその話題に対し、何も感じてはいなかった。どこぞの不良が、家出でもしたのだろうとしか思わなかった。

　しかし聞けば話し手は、昨日、春波と一いつ緒しよに花火を観に行った友人たちの友人で、彼女たちもまた、それぞれの連れん絡らく網もうを使って行方不明となった女の子を探しているのだという。

「可愛かわいい子だったから、誘ゆう拐かいされたんじゃないかって。知ってる？　千賀春波ちゃんって子。ほら、Ｂ組の──」

　その名前を聞いて心臓が跳ねた。

「……っぷ」

　ふいに喉のど元もとをせり上がるものがあって、僕は口元を押さえて廊ろう下かへ飛び出した。トイレに駆け込み、今食べたばかりの菓子パンを吐はき出す。

「誘拐……？　昨日？」

　蛇じや口ぐちから水を勢いよくほとばしらせながら、僕は錯さく乱らんしていた。

　なぜ春波が行方不明に？　さらわれた？　誰に？　襲おそわれたのか？　無事なのか？

　そのあと授業中に警察官がやって来て、僕はパトカーに乗せられた。春波の教室に押しかけて、言い合いになったのは多くの生徒に目もく撃げきされているし、隠かくれて付き合っていたことは公おおやけになっていたので、まあ一番怪あやしいのは僕なのだろう。

　ついでに花火大会当日の目撃証言まであった。何をしに行ったのか、と問われても「花火を観に行った」としか答えようがあるまい。本当は春波を見に行ったのだとしても。

　僕はその夜を警察署で過ごした。

　長い事情聴ちよう取しゆの合間に食べた弁当は、すべて吐き出した。体が弱っているのだと思った。弱っていて当然の状じよう況きようだった。精神的にだって、食欲が湧わく状態ではない。

　ただ一度だけ。広げられた弁当の中に、いなり寿ず司しを見つけたときにだけ、お腹なかが鳴った。いなりと言えば狐の好物として有名だ。すぐに、あの二股の白い狐を連想した。

[image: ]──千賀春波が、僕のそばにいませんように[image: ]

　──おかしい。僕はそう願ったはずだ。真逆にして叶えてくれるんじゃなかったのか？　神隠しなど、あのときの願いをそのまま履り行こうしているではないか……？

　春波の失踪は僕のせいなのか。確信は持てなかったが、僕が狐に取り憑つかれているのは確からしい。無意識のうちに口に含ふくんだいなり寿司は、今まで食べたことがないくらいにおいしかった。

「──こうして僕は、いなり男になったのだ」
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「おいしいとは感じていても、いつまでもいなりばかりを食べ続けるわけにはいかない。この身に取り憑いた狐を祓はらってもらうべく、僕は数多あまたの祈き禱とう師や霊れい能のう力者を頼たよった。しかし成果は得られない。相変わらず、いなり寿司以外を食えば吐いてしまう」

　僕の話を、空はじっと大人しく聞いていた。

　とりわけ僕がストーカー化した辺りからは、相あい槌づちさえ打たなくなった。

「春波は行方知れずのままだ。何度も電話をかけたが繫つながらなかった。既読マークもつかないまま。亀浜氏のことは、島に住む親しん戚せきから聞いた。ご高名なユタだと聞いて、すがる想おもいでここまで来たんだ。あとはまあ、君の知っている通りだな」

　カラン、と机き上じように置かれたグラスの中で溶とけた氷が沈しずむ。琥こ珀はく色いろの透すき通ったお茶は、空が先ほど持ってきてくれたものだ。話すのに夢中で口をつけていなかった。

「……引いたか？」

「……うん。少し」

　正直か。

　僕はグラスをかたむけ、渇かわいた喉のどを潤うるおす。香こうばしい香かおりが鼻に抜ける。ジャスミン茶──ここでは[image: ]さんぴん茶[image: ]と呼ぶのだと、片耳豚カタキラウワのときに空に教えてもらった。

「話してくれてありがとうございます。いなり男……さんにも、そんな恋れん愛あい事情があったんですね……」

「いなり男でいい──いや、よくない。三鷹春秋だ」

「今でも、好きなんですか？　その、春波さんのこと」

　空は真しん剣けんな表情で尋たずねてくる。ならば僕も、真剣に答えなくてはなるまい。

「僕は僕に失望している。あの祭りの夜、ＬＩＮＥでしたためた謝罪の言葉は、結局彼女の気を引くための噓うそだったんだろうなと自分で思う。あのあとに僕は、裏参拝を行ってしまったのだから」

　本当に彼女を想っていたなら、僕は何も言わず黙だまって消えるべきだったのだ。

「僕は……彼女を好きでいてはならないのだと思う。だから自分の口で改めて謝罪して、きちんとさよならを言いたい。……その上でもし、彼女がまだこの罪悪を[image: ]神聖なもの[image: ]と言って否定してくれたら……僕を許してくれたなら……などという未練は、正直ある」

　僕はもっとも気になる点を、恐る恐る尋ねた。

「……僕が知りたいのは……千賀春波の失しつ踪そうに関してだ。彼女の失踪は裏参拝と関係があるのだろうか？　やはり……僕のせいなのか」

　空は正座した太ももに両りよう拳こぶしを載のせたまま、僕の顔を見つめる。

「……[image: ]そばにいませんように[image: ]──転じて[image: ]そばにいますように[image: ]。千賀春波さんはあなたの願ったその望み通り、今もあなたの後ろにいます」

　言下につと、空は僕の頭上へ視線を移した。

　怖おぞ気けが走り、僕は反射的に振り向いた。しかしそこには誰だれもいない。空の視線を追ってみても、壁にかかったシーサーがあるばかり。やはり僕には、何も見えない。

「狐きつねの面をかぶっていて、浴衣ゆかたを着ています。真っ赤な椿つばきの咲さいた浴衣を──」

「僕に取り憑いていたのは……狐じゃなかったのか……？」

　空は難しい顔のまま、唇くちびるに指を添そえる。

「……、春波さんも裏参拝をして髪かみや爪つめが伸のびなくなったんなら、すでに取り憑かれていたんだと思う。春秋さんはその春波さんごと狐に取り憑かれた……って感じだと思うけど」

「春波ごと、僕に……？　つまり、狐が春波をさらったんだな……？」

　あの花火大会からずっと、春波は僕のそばにいたのか。僕のいびつな願い通りに。

「ああ……。死にてえ」

「けど、救います。春波さんも、あなたも」

「縁えんを切れるのか？　狐はまず間ま違ちがいなく沖縄の神様ではないと思うが……」

　すがるように尋ねると、空は「可能だと思う」と小さくうなずく。

「オバーはインドの神様との縁も切ったことがあるって言ってたし……」

「インド……。危険度指数ＭＡＸ振り切ってそうだな、それ……」

「ただ……あたしは未熟なので、縁がきちんと見えません。けど、見る方法はある」

「御嶽ウタキか」

「うん。狐狗裏は『おきなわの神々図ず鑑かん』に載ってないから、危険度指数さえわからない。だから念には念を入れて、考え得うる最高の布ふ陣じんを整えます。縁切りを行うのは、この島で一番神聖な御嶽[image: ]ウフ大きなチ崖ラのガ洞マ窟[image: ]。行う時間は、夜のもっとも霊れい気きが満ちる丑うし三みつ時。そうすれば、縁もくっきりと見えること間違いなしですっ。けど──」

　空は苦々しく眉まゆ根ねを寄せる。

「その場所、パーントゥが嫌いやがるの。あたしが行こうとすると、絶対に止めようとする」

「……だから内ない緒しよなんだな」

「あと、他ほかの人にも言わないでほしいんだ。みんなあたしが未熟だからって、止めようとする。流威奈も依い頼らい全部、キャンセルしちゃうし……」

「心配しているんだろう。大だい丈じよう夫ぶなのか……？　君一人で」

「うん。大丈夫ヒージ」

　不安げに尋ねると、空は明るく笑ってみせた。

「だからあなたは──春秋さんはあたしを信じて、絶対に来て」

「……わかった」

　午前二時に、キビ畑区にあるウフチラガマへ集合。

　今夜また再会することを約束して、僕は一度民宿へ戻ることにした。
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　降りしきる雨の中、バスは僕の目の前で、排はいガスを散らして去って行った。

　走ったが間に合わなかった。僕はガジュマルロータリーそばのバス停で立ち尽つくす。

「……マジか」

　バス停の時刻表と時間を照らし合わせてみると、出発時間までは二分ほど早い。遅おそいならまだしも、早いとはどういうことだ。相変わらずテキトーである。

　雨音だけが聞こえるロータリーにひとけはない。僕は歩いて帰ることにした。

　カサに当たる雨あま粒つぶの音を聞きながら、坂道を下っていく。初めてあおい診しん療りよう所じよを訪おとずれ、亀浜氏に面会したときに上った坂道だ。炎えん天てん下かを歩き通して、刺さし身みをくさらせてしまった。つい最近のことなのに、ひどく懐なつかしく思えた。あのときいた老ろう婆ばは、もういない。古くからの知人というわけではないが、ぽっかりと胸に穴が開いたような気分である。

　あのとき、亀浜氏は一目見て僕の背後に憑いているものを見破った。

　──あんたは……神様のふりをした狐ね？

　僕の背後の空間に、そう尋ねた。春波はいたのだ。あの病室に。祀梨さんの民宿に。僕の部屋に。ずっと僕のそばで、僕と旅をしていたのだ。

「……ぬれてないか？」

　坂道を下りながら、そっとつぶやく。相手の声は聞こえない。反応も見えない。しかし僕は彼女がそばにいるていで、二人分入れるよう、カサを差し出した。

　──春波。もう一度だけ、チャンスをくれないか。必ず君を助けるから……だから──。

　坂道を下りきったところで、制服姿の流威奈とばったり出くわした。

「……は？　なんで。じゃあねって言ったよね？」

「飛行機は明後日あさつてだ。すぐ帰るわけじゃない」

　流威奈は僕が歩いて来た坂道を見て、みるみる表情を険しくした。

「……空の家に行ってたんでしょ。もしかして、依頼しに？」

「……別に、坂道の上にあるのは蒼囲家だけではないだろう」

　空に秘密と言われた以上、今夜の縁切りに関して僕から伝えるわけにはいかない。しかし流威奈は察してしまったようだった。僕を逃にがしてくれようとはしない。

「まだあきらめてないの？　言ったよね、もう受けられないって」

「空を心配するのもわかるが、無理か無理じゃないかを決めるのは君じゃない」

「自分に都合のいい言い方をしてるだけでしょ！」

　流威奈は雨の中、カサを手放した。そして片かた腕うでを前に出し、引き手を腰こしに添えて重心を下げる。琉りゆう球きゆう空手の構えで僕を牽けん制せいする。

　雨にぬれる眼鏡の奥で、僕をキツく睨にらみつけながら──。

「……これだから嫌きらいなのよ、大和の人ヤマトンチユは」

「はは。通りたくば倒たおして行けってか。言っておくが、僕は依頼人だ。君たちの客だぞ」

「関係ないわ。私は、障さわり人なんてどうでもいいの。悪いのは神に障った自分たちなんだから、勝手に苦しんで、咎死トウガシでもなんでもすればいい」

「おいおい……花人ハナンチユの相棒とは思えない口の悪さだな」

「なんとでも言いなさいな。花人じゃない。私は、空の相棒なのよ。空が傷つくことは絶対にさせない。空を泣かせるやつは、絶対に許さないっ……！」

「……なるほど、盟友か。さすがはサモ・ハン・キンポー」

「誰だれが動けるデブよ」

「悪いが、僕も引くわけにはいかない。引くわけには、いかなくなった。たしかに、亀浜氏が亡なくなってすぐだ。空に無理をさせたくはないが……」

　しかし僕のそばには、春波がいる。すべてにおいて彼女が優先だ。早く彼女を、狐きつねの呪のろいから解放しなくてはならない。歩き出すと、流威奈はびくりと身構える。

　僕は流威奈のそばを通りすぎ、彼女の落としたカサを拾った。

「君が話すべき相手は僕じゃない。空の相棒なら、空と話し合え」

「……」

　雨にぬれる流威奈に、カサを無理やり持たせてやる。

　早々に立ち去ろうとしたが、僕の背後で、流威奈は声を上げた。

「空は、噓をついている！　だからパーントゥが見えるのよ。空と、私は……！」

　振ふり返ってみても、流威奈はカサをさして向こうを向いたまま。

「……花人になるには、資格が必要なのよ。ニライカナイの空気に触ふれて、あるチョウチョの羽が光る。その色がわからなきゃ、縁の糸なんて見えないの」

「……聞いたよ。けど空はその色を言い当てたんだろう」

「違ちがう。空は、実際に羽が光るのを見たわけじゃない。最初っから知ってたのよ。昔、椛さんから聞いてたから──」

「……何？」

「本当に資格を持っていたのは、別の人。オバーの孫で、今はもういない人なの。空は小さいころ、よくその人に遊んでもらってたから、そのときにチョウチョを見たんだって。椛さんには光って見えるのに、空には見えなくて、その色を教えてもらったんだって」

　振り返った流威奈は、叱しかられた子どものように、僕から視線を外してうつむく。

「私たちがやっていたのは、花人のごっこ遊びなの。入院しちゃったオバーを安心させるために、空は資格があるかのように噓をついたのよ。だって……椛さんはもういないから。誰かが花人の代わりを務めなきゃいけないから」

「じゃあ、空は──人を救う花人どころか、障り人だというのか……？」

「そう言ってるの。パーントゥは、空を助けているんじゃないわ。狙ねらっているだけ。[image: ]自分の障り人に手を出すな[image: ]って、空を攻こう撃げきする他の神を追い払はらっているだけ」

　パーントゥの弱点はシーサーなのだと、流威奈は続けた。

「だから空は、いつでもあのカバンにシーサーを入れて持ち歩いてる。パーントゥは隙すきあらば空に泥どろをぶつけて、それを口につめてくるわ。あの子がいつだって体操着なのは、泥で服が汚よごれてしまうから──。今まで何度も泥で窒ちつ息そくしかけて苦しんでるのよ……！」

「……信じられないな」

「オバーが回復したら、打ち明けて祓はらってもらうつもりだった。それを条件に私は協力したの。あと、私の作戦に従うこと。それから祟たたり神の危険度は１であること。……ンブーは２だったから、許容してあげたけど……あれだって、危なかったじゃない……！」

　……ああ、気き丈じように見えていたこの子も、実は恐おそれていたのか……？

「けどオバーは死んじゃった！　だからもうおしまい。もう花人の真似まね事ごとをする必要なんてないのよ。危険度もわからないような内地の神なんて、祓えるわけがない」

　流威奈の言葉を信じていいものか。あの空がしたたかに噓うそをつき、僕や亀浜氏や島の人たちを騙だましていたと──しかしそれは、僕の知っている空の印象とかけ離はなれている。

　直情的でくったくなく笑うあの空が、そんな器用な噓などつけるものなのか。

「……あいつは言い当てたぞ。僕の背後にいるものを。見えていた。それも噓なのか」

「あんたに取り憑ついているものの話は、すでにオバーから聞いてる。それを言っただけだわ。私だって知ってるもの。椿つばき柄がらの浴衣ゆかたを着た、狐面の女でしょ」

「…………」

「どんな事情があなたにあるのかは知らない。けどもう空には頼たよらないで。あの子はただの[image: ]噓つき[image: ]なの。[image: ]盗ぬすっ人と[image: ]や[image: ]のぞき魔ま[image: ]や、あなたと同じ障り人で、今も噓をつき続けてる。だから」

　流威奈は懇こん願がんした。彼女らしくない弱気な声で。

「解放してあげてよ。お願いだから──」




　　　　×　　×　　×




　夕方になっても、雨は一向にやむ気配を見せなかった。雨足は強くなっている。厚い雲は南国の空をすっかり覆おおい隠かくしてしまい、夕食前のひとときを陰いん鬱うつな雨音で満たしていた。

　僕の夕食のこんだては、言わずもがないなり寿ず司し。ただ今夜はそれに加え、祀梨さんがゴーヤーを使ってポタージュスープを作ってくれるという。

　僕のために飲める料理を用意してくれるのはありがたいが、食欲はなかったし、和わ気き藹あい々あいと食しよく卓たくを囲む気分でもなかった。そう伝えると祀梨さんは、部屋で一人で食べることを許可してくれた。きっと亀浜氏の告別式のあとだから、僕が困こん憊ぱいしていると思っているのだろう。まいっている理由は、別件なのだが。

　部屋に持ってきてもらうのも悪いので、祀梨さんがキッチンに立っている間、僕は展望デッキが見み渡わたせる縁えん側がわで料理の完成を待っていた。

　夕ゆう闇やみに沈しずむ海を見つめる。雨音に混じって、遠くに波の音が聞こえる。

　考えるのは空のこと。白結木島に来てすぐのこと。

　橋の欄らん干かんに手をついて吐はいていたとき、僕は空と初めて出会った。シーサー像の背中から僕を見下ろし、彼女は僕に変なあだ名をつけたのだった。どうしてそんなところに登っているのかと不思議に思ったが、あれはもしかして、パーントゥから逃げていたのではないだろうか。紅びん型がた染ぞめの着物を泥で汚されないよう、山やま裾すそのシーサーがあるところまで逃げてきたのではないだろうか。

　あの神様はずっと空を見張っている。亀浜氏の自宅の縁側でうたた寝ねをした空に泥をつけようとしていたように、隙あらば泥を食わせようと空をつけ狙っている──。

　過か剰じようなまでにシーサーを飾かざった空の部屋は、パーントゥへの恐きよう怖ふを物語っていたのか？

　神と対たい峙じするという行こう為いは、僕が思っている以上に恐ろしく、危険なことなのではないだろうか。ンブーを背負しよった女子大生の悲鳴を思い出す。流威奈など、もう少しで燃えてしまうところだった。

　片耳豚カタキラウワに怯おびえたホテルマンの青白い顔を思い出す。

　パーントゥを見たコーちゃん氏の絶ぜつ叫きようを思い出す。

　改めて考えてみれば、神だと？　そんなものを人間が、どうこうできるわけがない。

　この島のテキトーな空気が、神という恐ろしい存在を、地に落としているのではないだろうか。沖縄の神は人間の上でもなく下でもなく、そばにいる存在だと亀浜氏は言った。そばにいるからと言って、決して軽かろんじてよいものではないはずだ。力があると噓つく女子中学生が、いたずらにやり合える相手では。

　──春波。僕はどうすればいい。

　あの子がわからない。空は花人になった理由を、[image: ]人を助けたいから[image: ]だと言った。憧あこがれている人の真似をしているのだと。もしかしてそれも噓だったのではないか……？

　空は僕にすべてを話してくれているわけではなかった。どうしたって僕はよそ者だった。

　見知らぬ土地の夜の海。果てのない深しん淵えんを見つめていると、心細くなってくる。

　ガラとふいに窓が開いて、笑さんが縁側へ出てきた。

「どうしました。もうご飯ですか？」

　笑さんは何も言わずトテトテ歩いてきて、あぐらをかく僕の膝ひざの上に座る。

「……え？」

　予想外の行動に驚おどろいた。僕の膝に座り何をしているのかと見れば何もせず、ただじっと僕がしていたように海を見つめている。どうした。元気がないように思える。

　いつ「ひんっ！」とされるかわからない爆ばく弾だんを膝に置いているような状じよう況きように戸と惑まどっていると、笑さんは振り返って僕を見上げた。

　僕の手を取り何をするのかと思えば、「はい」とその手を自分のほっぺに当てる。

　その柔やわらかなほっぺたの感かん触しよくが指先に触れた。

「……げんきなる？」

　なんということだ。まさか、この子がしょんぼりしていたのは、僕がしょんぼりしていたからなのか。そしてこの意味不明な行動は、僕を元気づけようとしてのことなのでは。

　天使か。

　笑さんは、今度は逆に僕の頰ほおへと手を伸のばし、つねった。そのまま上へ引っ張りあげて、僕は口の端はしをつり上げる。「いた……、いたい、笑さん」と戸惑う僕の無理やり作られた笑え顔がおを見て、「げんきなった」と嬉うれしそうに笑う。

　笑さん……それはあまりに無理やりではあるが。

　それでも僕は、天使の笑顔に癒いやされた。つられて笑みがこぼれる。

「……ああ。ありがとうございます。いただきました、元気」

　きょとん、と僕を見つめる笑さん。どうした、うまく伝わっていないか。

「んん……。どう言えばうまく伝わるだろうか……。そうだ、方言ではなんと言うのでしょうか、感謝の気持ちは」

「かんさ？」

「[image: ]ありがとう[image: ]です。あ、り、が、と、はなんと言いますか？」

「ありあと？」

「そう。ありがとう」

「かなさんどう？」

「カナサンドー……。なるほど。笑さん、でーじカナサンドーです」

　すると笑さんは僕の膝に乗ったまま立ち上がり、ぎゅっと僕の首に腕うでを回した。

「おお……」僕はふいに、幼女に抱だきしめられる幸せを知る。なんだこのミルクのような甘いにおいは。この小さな天使は、こんな僕でも受け入れてくれるというのか。

　……いや、知らないからだ。この子は知る由よしもない。僕が恐ろしいストーカーであるということを。障さわり人であるということを。この島のものたちは、知ろうとしない。

　無む警けい戒かいで、テキトーで、お人ひと好よしで。優やさしすぎる。

　島を訪おとずれたときは、この狐きつねを祓う可能性がわずか数パーセントでもあるのなら、どんな方法を使ってでもすがりつくつもりでいた。しかし、僕は空を知ってしまった。彼女がどれほど本心を隠しているのかはわからないが、それでも縁えんが繫つながってしまった。流威奈の言う通りだ。あの子がただの中学生だというのなら、危険にはさらせない。

「かなさんどー！」とはしゃぐ笑さんに抱きしめられながら、僕は神祓いの中止を決めた。
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　神祓いの中止を決めてから、僕はすぐに空と連れん絡らくを取りたかったが、空はケータイを持っていない。あおい診しん療りよう所じよの電話番号ならネットで調べることができるが、僕が話をしたいのは空自身なのだ。

　仕方なく僕は、民宿をこっそりと抜ぬけ出した。夜は更ふけ、雨もまだ降り続いてはいたが、祀梨さんに自由に使っていいと言われていた自転車にまたがった。しかし、外から見た空の部屋には、電気がついていなかった。

　思い切ってインターホンを押してみる。ドアを開けてくれた蒼囲さんに尋たずねると、困り顔で「流威奈ちゃんとこにお泊とまりに行ってるの」と教えてくれる。「急ぎなら電話してみましょうか？」と言ってくれたが、丁てい重ちようにお断りした。お泊まりなど。まず間ま違ちがいなく、深夜に動きやすくするための方便だろう。あの噓つきめ。

　ことを大きくしたくなかったので、神祓いの予定は黙だまっておいた。

　しかし自転車で約束の場所に向かいながら、僕は早くも伝えておくべきだったかと後こう悔かいし始めた。[image: ]ウフ大きなチ崖ラのガ洞マ窟[image: ]への道のりは、真っ暗で恐ろしかった。

　空に教えてもらったその洞窟は、リゾート区のさらに先にあるキビ畑区にあった。繁はん華か街がいを背に進んでいくと、極きよく端たんに街灯が少なくなり、辺りは闇やみに包まれていく。

　轟ごうと風が唸うなりを上げて、自転車のライトに照らされた雨が暴風に揺ゆれ動く。アスファルトの一本道は二車線であったが、車通りは皆かい無むであった。サトウキビ畑が一いつ斉せいにざわめき、僕の気をそぞろにした。僕は無事帰れるのか……？　意識して前だけを見つめ、がむしゃらにペダルをこぐ。心細くて、春波のことを考える。

　彼女は今、自転車の荷台に腰こしかけているのだろうか？　それとも自転車のスピードに合わせて併へい走そうしているのか？　まさか上空を滑かつ空くうしていたりはしないだろうな。僕にその姿は見えないが、想像するだけで気はまぎれた。

　やがて波の音が聞こえてくる。波が激しく岩場に当たり、しぶきを上げて弾はじける音が。

　海岸へ続く道は荒あらく、とても自転車では行けそうにない。ここからは歩くことにした。取り出した懐かい中ちゆう電灯は、祀梨さんの民宿から拝借してきたものだ。

　波の音に向かって歩いていくと、眼下に切り立った崖が現れた。断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの上から下の方へ懐中電灯を当ててみても、高低差がありすぎて何も見えない。墨すみをこぼしたような暗くら闇やみに、波と風の轟ごう音おんが響ひびいているだけだ。

　空に教えてもらった御嶽ウタキは、崖の下にあった。岩場の斜しや面めんに下へ続く石段を見つける。本当にここで合っているのか。暗く長い石段を下っている間は不安で胸がいっぱいであったが、見下ろした崖の下にぼんやり灯ともる明かりを見つけた。誰だれかがいる。

　明かりを頼たよりに進んだ先にあったのは、見上げるほど大きな洞ほら穴あなであった。

　入り江えから流れる海水が、湖となって辺り一面に広がっている。空が幼いころ見た沈ちん没ぼつ船は、ここに沈んでいるのだろう。夜であるからか、向こう岸は暗くて見えない。

　見上げればちょうど湖の真上に当たる天てん井じようだけが崩くずれ落ち、ぽっかりと大穴が開いていた。降りしきる雨が、絶えず海面を叩たたいている。

　水際には湖を囲むように、点々と杭くいが打たれていた。その一つ一つに、火の灯されたランタンがかけられており、ぼんやりと辺りを照らしていた。杭と杭との間には紙垂しでの垂れる縄なわが伝っており、ランタンの明かりで岩場に大きく映し出された紙垂の影かげが、風に吹ふかれてゆらゆらと揺れ動いている。

　僕は空を、岩場の上に見つけた。全身をカッパで覆った後ろ姿だったが、あのツインテールは見慣れたものだ。空は湖を正面にして膝を曲げ、正座した状態で手を合わせていた。

　流威奈の姿はなく、少々心細さを覚えた。僕一人で空を説得しなければならないのか。

「……空」

　声は思いのほか、洞穴内に反はん響きようした。

　空はハッと立ち上がり、僕へと振ふり返る。

「わっ、え？　もうそんな時間？　早くないですか？」

　僕の登場に驚いて、そばに置いてあったショルダーバッグから腕うで時ど計けいを取り出す。

「……やっぱ早いやっしぃ。まだ一時前だよ？」

「ああ。祈いのっていたのか……？」

　見れば空の膝の前には、小さな神かみ棚だなが置かれている。観音扉とびらがあるだけの、不思議な形をしていた。扉の前の台の上には、塩や米こめ粒つぶ、コップに入った酒が並べられている。

「祈りというか、ご挨あい拶さつ。神聖な場所お借りしますよって」

「さすがに島一番の御嶽と言われるだけあって、ここはものものしい雰ふん囲い気きだ」

　僕は、縄に取り囲まれた湖へ視線を移す。

「封ふう印いんでもされてるのか。この湖は」

「ニライカナイとすごく繫がりやすいからね。無む駄だに開くのを抑おさえてるんだよ。あたしが溺おぼれてからオバーが設置したの。また間違って人が、向こうがわに行かないようにって」

　海底に消えてしまった椛さんのように、か──。

「空……やはり神祓ばらいは中止にしよう」

「え……。なんで？」

「あれからいろいろ考えたんだ。狐狗裏は危険度もわからないし、今は流威奈も……パーントゥもいない。また日を改めて、ちゃんと準備してから──」

「でもできるよ、あたし」

　空の大きな声が、洞穴内に木霊こだまする。

「いや、できない。君一人ではやはり……心配だし」

「できるってば。準備は万ばん端たんなのになんで？　信用してくれないの？」

「信用はできない」

「なんでってば」

「君が噓うそをついているからだ」

　空は目を丸くする。

「僕が君に助けを求めたのは……君が花人ハナンチユの弟で子しだと思っていたからだ。だが……君は[image: ]噓つき[image: ]な障り人で、花人ではない。僕はただの中学生を、僕の都合で危険なことに巻き込みたくはない」

　空は岩場に立ったまま、静かに尋ねる。

「……誰から聞いたの？　流威奈？」

「誰でもいいだろ」

「流威奈でしょ！」

「落ち着け、いいか。僕は怒おこっているわけじゃない。椛さんの遺志を継つぎたいと思う君の気持ちは立派だと思う。病びよう床しようの亀浜氏を安心させたかったというのも理解できる。だが、これからやることは、ごっこ遊びでどうにかなるものじゃないだろう」

「ごっこ遊びなんかじゃないっ。あたしは、ただの中学生なんかじゃ──」

「強がるなっ。本当は君も恐おそろしいはずだ。祟たたり神が。パーントゥが」

「怖こわくなんかないし！　あたしは本気なんだから」

　言って空は神棚の観音扉をポンッとはずした。それから岩場を飛び降り、杭に繫がる縄を乱暴にほどき始める。……おい、それはニライカナイへの扉が簡単に開かないようにするための重要な結界なのではないのか。僕はあわてて空に近づき、その手首をつかんだ。

「やめろ、何考えてる」

「ニライカナイの扉を少しだけ開けて、空気を濃こくするんだよ。縁えん切きりはこの中で行うの。一番霊れい気きの濃い場所で行わなきゃ、糸が見えないでしょ？」

　気き丈じように答える空だったが、僕の握にぎるその手は震ふるえていた。

　それに気づいた空が「放してっ」と僕の手を振り解ほどく。

「いいかげんにしろ。無む謀ぼうだってことがわからないのか」

「わかるよ。でも……助けなきゃ。助けたいんだよ。無謀だとしても……」

「なぜそんなに気負う。資格がないのに噓までついて……なぜそんなに助けたいんだ」

「だってあたしが、助けられたから」

　空は目を伏ふせて答える。

「……あのとき──ここで溺れたとき。椛が来てくれたんだよ。本当はあたしが死ぬはずだったのに、椛は溺れて暴れるあたしを抱きしめて、大だい丈じよう夫ぶだって言ったんだ──」

「海中でか？」

「でも聞こえたの。本当に。大丈夫、今助けるからって。だからあたしは、大丈夫だった。でもそのせいで、椛は死んじゃったから。本当なら、椛は花人になって、たくさんの障り人を助けるはずだったのに……あたしのせいで、死んじゃったから──」

　空の顔は、悲痛にゆがんでいた。その瞳ひとみは潤うるんではいたが、泣いてはいない。ただ表情をしかめ、唇くちびるをゆがめ、今にも泣きそうなのを我が慢まんしているような──。

「……君はもしかして、椛さんに許してもらうために花人になったのか。椛さんが救うはずだった障り人を、代わりに助けることで……贖しよく罪ざいを……？」

　憧あこがれや善意ではなかった。贖罪こそが、空が花人になりたい本当の理由だった──。

「だってそうでもしなきゃ、椛を犠ぎ牲せいにして生き残っちゃったあたしが、許されるわけないじゃない。椛の代わりに花人になって、たくさんの障さわり人を助けて、たくさん感謝されてようやく、あたしはちゃんと、生きていくことを許されるんだよ」

　だから資格があると噓をついた。なるほど、障り人だ。

　僕は空に失望した。悲しくて仕方がなかった。まるで義務のように助けたいと唱える空の噓は、神祓いを「楽しみなさい」と言った亀浜氏や、命を賭として空を助けた椛さんの気持ちをも蔑ないがしろにしているような気がした。

「……他ほかの依い頼らいはすべて流威奈がキャンセルしてしまったから……だから僕の依頼を受けてくれたんだな。唯ゆい一いつ、流威奈を通さず受けられる案件だったから」

「だったら、何？」

「君の『助けたい』はただの意地だ。これ以上は付き合いきれない」

　踵きびすを返そうとした僕の鼻先に、ハサミの先せん端たんが突つきつけられた。

「なっ……！」

「だめ。帰さない」

　空が握っているのは、例の裁たち切りバサミである。

「ここまで来て帰るの？　だめだよ。だって春秋さんと春波さんの物語は、とっても素す敵てきだったから。だからちゃんとあたしが助けてあげるよ。心配しないで。ね？」

　空はハサミを突きつけたまま、僕の横顔を見つめて笑えみを浮うかべる。

　……誰だ？　この子は。一変した空の表情を見て驚きよう愕がくする。今までの、無む邪じや気きで無む垢くな子どもっぽい姿は噓だったのか。これが噓を剝はがした空の本当の姿なのか……？

「……失敗するぞ、絶対に。僕はこんなところで死にたくはない」

「うはははっははっ」

　最悪な結末をにおわせると、空は大きな笑い声を洞穴に響かせた。

「そしたら、あたしが一いつ緒しよに死んであげるよ。花人になれないあたしに、価値なんてないんだし」

　その言葉にカアッとなって──パシィン！

　気がつけば僕は、空の頰ほおを平手で打っていた。

「自じ暴ぼう自じ棄きになるのもいいかげんにしろ！　亀浜氏は、君に価値をつけるために君を弟子にしたわけじゃないはずだ。椛さんに助けられた君は、誰よりも命の重さをわかっているはずだ！」

　頰を打たれ呆ぼう然ぜんとした空の瞳に、じわ……と涙なみだがにじむ。

　しかしすぐに背を向けた。裁ち切りバサミを使って、結界の縄を切る。

「まだわからないのか。無理だ。縁えんの見えない君には無理だ──」

「……見えるもん」

　空は湖の中央に向かって、神棚からはずした観音扉を放ほうり投げる。

　──ポチャン、と暗がりの中で扉が水に沈しずむ音がした。

「……けっこう深いから、三〇秒くらい。ちゃんと沈むのを待ってから、六回だけ、ノックする──」空はぶつぶつと何事かを口内でつぶやきながら、腰をかがめて小石を拾う。

「別に大丈夫ヒージだし」……噓だ。

「神様なんて怖くない」──それも噓。

「あたしはちゃんと、あなたを助けたいんだから」

　この、噓つきめ。

　空は、湖面に向かって水切りのていで小石を投げる。水面をトントンと跳はねた石は、ちょうど六回目のバウンドで沈んだ。その、直後である。

　海中が淡あわく発光し、またたく間に輝かがやき始めた。岩がん壁ぺきにゆらゆら揺ゆれる波の影。コバルトブルーの光が、洞穴内を幻げん想そう的に照らしだした。空は小さく「やった」と拳こぶしを握る。

「……資格がなくったって、助けるの。──あたしは花人になる。どんな噓をついてでも」

　逆光を浴びて振り返った空の表情は、影に塗ぬり潰つぶされていて見えなかった。
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　岩場に小こ舟ぶねが用意されていた。四年前の水難事故の際、椛さんの捜そう索さくに使われていたものらしい。中にはオレンジ色の浮きとロープと、オールが一本。他にもいろいろと道具を積んでいるそうだ。一見して昔話に出てくるような簡易的な小舟だ。使えるのか心配だったが、湖の中央まで行くだけだからと、空は言った。

　丑うし三みつ時にはまだ少し早かったが、僕たちは舟をこぎ出した。裾すその長いカッパにフードをかぶった空がオールを持ち、僕には「これ食べててください」とちんびんが手て渡わたされた。

「……吐はくと思うんだが」

「そのために食べるの。狐狗裏は春秋さんがいなり以外のものを食べるのを許さないから、吐き出させるために姿を現すはず。無理にでも食べて。刺さされたくはないでしょう？」

「……」

　ときおり小舟は大きく揺れた。入り江えのさらに奥深くに位置するこの場所は、海うな原ばらに比べ穏おだやかではあるが波がある。僕は舟のへりにしがみつきながら、ちんびんをくわえた。

　空は船首に灯ともるランタンを見つめ、淡たん々たんと舟をこぎ続ける。

　それにしても寒かった。これも霊気の影えい響きようなのか……？　湖には雨が降りしきっていたため、僕はカサをさしていた。スマホはぬれてしまうので岩場に置いておいたが、僕も空のように祀梨さんからカッパを借りてくるべきだったか。

「この辺りかな……」と空はつぶやき、空はオールを手放した。

「勝算はあるんだろうな」

「大丈夫ヒージ」

「君のそれは、もう信用できないんだが」

　僕はちんびんをすべて食べきっていたが、狐狗裏は現れない。すると空はカッパのポケットから、新たなちんびんのパックを取り出した。

「まだあるから。食べ続けてください」

「……噓でしょ」

「ふふ。あたしが噓つくわけないじゃない」

　それがもう噓だ。

　かくして僕は雨の中、カサをさしてちんびんを食べ続けた。少なくとも一〇本以上は食べた。黒糖の甘さに胸やけを覚えた、そのときだった。背中にふと、手が触ふれる。

　空は前方にいる。他に人は乗っていない。ならばこの手は──。

「……っぷ」

　瞬しゆん間かん、ひどい吐き気に見み舞まわれて、口内に酸すっぱいものが広がる。

　僕はあわてて舟のふちに手をついて、今しがた食べたばかりのちんびんを湖面へと吐き出した。振ふり返った先に立っていたのは──春波だった。

　真っ白に色あせた長い髪かみを肩かたからたらし、その顔に狐きつねの面をつけてはいたが、体つきや背格好を見ればすぐにわかる。あの日、花火大会の日に着ていた黒と白のストライプの浴衣ゆかたは真っ白に染まってはいたが、袖そでや前襟えりの部分には真っ赤な椿つばきが咲さいている。

　頭部には尖とがった狐の耳が生え、そして尻しりから二ふた股またに分かれた大きなしっぽを生やしていた。

「……違ちがう。こいつは……春波に取り憑ついた狐狗裏か」

　仮面の鼻先は僕ではなく、船首部分に立つ空へと向けられている。
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『ケケ、ケケケ……』

「出たね。狐狗裏っ」

　空はカッパのポケットから、裁ち切りバサミを取り出した。その切っ先を狐狗裏へと向けながら、「春秋さん、こっちへ」と指示を出す。

　言う通りに立ち上がった僕であったが、直後に襟えり首くびをつかまれ、引き倒たおされた。

「……うおっ!?」

『ケケケケケッ……！』

　五指を広げて舟を駆かけた狐狗裏は、空に向かってその鋭するどい爪つめ先さきを振るった。かろうじてよける空であったが、次々に繰くり出される攻こう撃げきをかわすので精せい一いつ杯ぱいである。

「ちょっと、待っ──」

　──まずい。空は、流威奈やパーントゥと違い、戦せん闘とう能力に長たけてはいないはずだ。加勢しなければ。立ち上がって武器になるものがないか──と舟を見回したそのとき、空の悲鳴が聞こえた。

「きゃああああっ」

　こちらがわへつんのめり、空は僕の足元に倒れた。空のつかんだ舟のへりに、倒れた舟ふな底ぞこに──赤い血がべっとりとついていた。

　僕は慌あわてて空の上半身を抱だき起こした。カッパのいたるところが、赤くにじんでいる。特に腹部からじわりと広がる血の量がひどい。背中に回した僕の手も、べっとりと血でぬれていた。

「は……は……？　なんだよこれ……」

　少しやり合っただけでこれなのか。インド以上の危険値ではないか……？

　僕たちは、あまりにも無む謀ぼうだった。あまりにも無力だった。

『ケケケケケッ──！』

　狐狗裏は、船首側から僕たちを見つめ、裾すそをすって近づいてくる。

　ごふっ、と空の吐き出した鮮せん血けつが僕の顔に散った。

　荒あらい呼吸を繰り返す空の唇くちびるの端はしから、赤すぎる血がたれる。

「あれ……おかしいな……」

　空は目を薄うすく開き、唇を震ふるわせた。

「もうちょっとうまく、やれるはずだったのに……」

「ばかやろう。だから言ったろうが、無謀だって！」

　うつろに開かれた目は、すでに僕を見ていなかった。血が足りないのか、虚こ空くうを見つめたまま腕うでをたらすその手を、僕は裁たち切りバサミごと握にぎりしめる。

「いったんここから離はなれるぞ。だから、死ぬなよ。僕が逃にがしてやる」

　狐狗裏は僕を通りすぎたのだ。僕には攻撃をしてこないはず。……はずだよな？　空を抱だいて海へ飛び込むか？　最悪、僕が空のハサミで戦って──くそ、考えがまとまらない。

「ごめんね……失敗しちゃった……ごめん」

「うるさい。次のことを考えろ。まだ死ぬなよ、空っ」

　腕に抱いた空が、僕の頰へ手を伸のばした。その目め尻じりから、つと涙が伝う。

「ごめんね、一緒に死んであげるって言ったのに。あたしの方が、先に──」

「うるさいと言ったろう！　もう喋しやべるな。もう──」

　空ががくりと腕をたれる。その瞳ひとみから、光が消えた。

「空っ……！」

「なあん、ちゃって」

　──空がまばたきをした、次の瞬間。船尾の布が大きくめくれ、目の前に迫せまった狐狗裏に向かって槍やりが飛び出した。不意を突つかれた狐狗裏はその先せん端たんを狐面で受け、後ろに弾はじかれる。

　現れたのは、泥どろで汚よごれたミノに全身を包み、槍を振り上げた──パーントゥであった。

「は……？　乗っていたのか？　ずっと、舟に？」

　ぽかんと口を開けた僕の腕から、空がガバッと元気よく体を起こす。

「ふっかーつっ！　びっくりした？　うふふっ！」

「なんで……？　おまえ、死んだんじゃ──？」

「生きてますよー。これは血ち糊のりです。流威奈特製のやつ。すごいよね、ホンモノみたい。狐狗裏を油断させるために用意したんだけど……やり過ぎたね。てへっ」

　真っ赤な舌を出す空の背後で、パーントゥが舟のへりに着地する。

「じゃ、あいつは!?　パーントゥがここにいるのは？　ここが嫌きらいなんじゃ」

「それも噓うそ。だって危険度未知数の神様が相手なんだよ？　あたし一人でやり合えるわけないでしょ。全部作戦だったの。狐狗裏を騙だますための」

　空は、船首へと視線を移した。狐の面がはずれ、額から血を流す狐狗裏がゆっくりと体を起こす。手の平で顔を覆おおった指の隙すき間まから、春波がこちらを睨にらみつけている。

「……オバーは言ってた。神様は動物や現象じゃない、あたしたちとおんなじなんだって。だったら、騙せると思った。けど狐狗裏はずっと春秋さんの後ろにいたから、春秋さんごと騙さなきゃいけなかったの」

「ちょっと、待ってくれ……。何が噓で何が本当なのか……？」

　公民館でパーントゥの視線を気にしていたあのときから、空の噓は始まっていたのか。パーントゥを避さけているように見せていたのは、狐狗裏に空が単独だと思わせるための噓。

「じゃあ僕にハサミを突きつけたのは……？」

「あれも噓。あたしがいっぱいいっぱいって感じを、狐狗裏に見せときたかったの」

「そんな……。椛さんに許してもらうために、花人ハナンチユになったってのは……？」

「やあやあ、それ言ったのあたしじゃないし、そんなわけないでしょ！」

　僕は、あのとき、空の噓をあばいたつもりでいた。作られたキャラを剝はがしたつもりだった。しかし逆だ──。空はあの瞬間に噓をついた。情じよう緒ちよ不安定なキャラをかぶったのだ。

　それが、狐狗裏の油断を誘えると考えて──なんと、したたかなのだろう。

「では……失敗したら一いつ緒しよに死んであげるってのは」

「あれが一番の噓だよー！」と空はケラケラ声を上げて笑う。

「けど……あたしが障さわり人だってのは本当。パーントゥが祟たたり神で、あたしを狙ねらってるだけってのも本当。あたしは[image: ]噓つき[image: ]──でも、叱しかってくれたよね」

　空は僕にはたかれた左ひだり頰ほおに手を添そえて、にんまりと口の端はしをつり上げた。

「椛が助けてくれたから。オバーがいろいろ教えてくれたから。今のあたしがいるの。あたしには価値がある。あたしはそれを知っている。だからあの二人みたいに鮮やかに、あたしはあなたを助けたい。これがね、一番の本当っ！」

　空は笑った。いつものように、鮮やかに。

「行けえ、パーントゥ！」と全身を覆うカッパを脱ぬぎ捨て、体操着姿となる。

「どぅーららあっ!!」

『パーントゥっ!!』

　空の合図で、パーントゥが槍をかまえて飛び跳はねる。拍ひよう子しに小こ舟ぶねが大きく揺ゆれる。

　狐狗裏に飛びかかるパーントゥを横目に見て、空は「今のうち」と僕の前に屈かがんだ。

　見れば僕の胸から、狐狗裏に繫つながる一本の糸が伸びていた。空はその糸に触れ、ハサミを入れる。しかし──。

「あ……これ、ちょっと難しいかも……」

「……また噓か？」

「これは本当っ。からまっちゃってる。この糸、二本がねじれてくっついちゃってる」

　僕の胸から伸びる糸は、二色だった。赤い糸に、白い糸がぐるぐると巻きついている。

「そっか、春波さんに取り憑ついてるから……？　春秋さんと春波さんの縁えんに、狐狗裏の縁がからまってるんだ。オバーならちゃんとほどいて切れるのかもしれないけど……」

「……ほどけないのか？」

「待って。……春秋さんとの縁を切る前に、春波さんと狐狗裏の縁を切らなきゃ。ええと……その場合は──春波さんと狐狗裏を引き剝がさなきゃいけないから……ええとっ」

　空は視線を泳がせて、方法を探さぐる。その間にも狐狗裏とパーントゥの戦闘は続く。舟は大きく揺れている。せっかく噓をついてまで作った時間を無む駄だにしたくはない。

　僕は考え得うる最善の方法を空に提案した。

「空。まとめて切ってくれ」

　空は顔を上げる。一いつ瞬しゆん言葉をつまらせて、表情をゆがませる。

「……だめだよ。そしたら、春波さんのことも忘れちゃう」

「かまわない。僕はもう、春波を苦しめたくはない」

「そんな。だって──あたしは二人の話を聞いて、ときめいたのに。人を好きになるのは、罪なんかじゃないのに……！」

『パーンッ……！』

　パーントゥの声に顔を上げた。パーントゥを振り払い、狐狗裏がこちらへと駆けてくる。振ふり返った空が立ち上がり、僕を背に護まもって裁ち切りバサミをかまえた。

「っ……！」

『ケケケケッ──！』

　狐狗裏は舟ふねのへりに足を乗せて跳ね、三角飛び──空を通り越し、僕の背後まで跳ちよう躍やくした。ぐい、と後ろへ引っ張られ、狐狗裏の吐と息いきが耳じ朶だに触ふれる。

「んぐっ──」

　僕と狐狗裏とを繫つなぐ縁が、僕の首に巻きついていた。狐狗裏は僕を盾たてのようにつかんだまま、舟の外へと引っ張っていく。逃にげようとしているのか──海の中へ。

　糸を引かれ体が海面へとかたむいていく中、僕の名を呼ぶ空の声が聞こえた。

　僕へと手を伸ばし、空が駆かけてくる。

　僕も応こたえて腕を伸ばした。だが、空がその手をつかむ前に──空まで海へ落ちてしまうと思った。そう思ったから、手を引いた。

　目を見開いた空の顔が流れる。洞ほら穴あなの天てん井じようがぐわんと揺れる。小舟から投げ出された僕の体はもんどり打って、視界が水の音とともに暗転した。




　泡あわが溢あふれる。水が冷たい。息ができない。体が重い。僕の首には糸が巻きついたまま。水を搔かけば搔くほど、春波との縁が指先や腕にからまっていく。鼻や口から吐はき出された泡が無数に散っていく。死ぬのか。春波を救えないまま。後こう悔かいしたまま。悔くやしくて水を搔く。まだ死にたくない。まだ僕は、きちんと謝れていない。すまなかった。悪かった。春波、僕が君を、殺してしまうのか──！

　ごぼごぼと溢れる泡の向こうに、ツインテールを見た。

　がむしゃらに水を搔き、僕を追いかけてくる少女の姿を。

　──大だい丈じよう夫ぶ。今助けるから。

　パニックに陥おちいった僕の腕を強くつかみ、空がそう、言ったような気がした。

　空は、海中にたゆたう縁の糸に触さわり、僕の首からほどこうと引っ張った。しかし皮ひ膚ふに食い込んだ糸は、容易にはずれない。

　辺りはコバルトブルーに染まっていた。僕は視界のはしに、海底に横たわる巨きよ大だいな輸送船をとらえる。甲かん板ぱんや、ペンキの剝げた船体の表面には、フジツボや石せつ灰かい藻そうがびっしりと貼はりついていた。赤や黄色のサンゴ礁しよう。光をうろこに反射させる魚の群れ。

　その中に、椿つばきの浴衣ゆかたをひらめかせる狐狗裏の姿があった。

　春波と同じ顔で僕と空を見上げ、水を搔いて接近してくる。海中に、その笑い声がくぐもって響ひびいた。──ケケケケケケケケケ──！

　狐狗裏は空に向かって五指を広げる。しかし空は僕を見つめたまま、目を逸そらさない。

　ああ、この子の縁切りを初めてみたあの夜を思い出す。たしかあのときも、見つめ合う僕と空との間を割って、パーントゥの槍が通りすぎていった。

　赤い髪かみを躍おどらせて、牙きばを剝むきだしにしたパーントゥの槍が、狐狗裏の肩かたを貫つらぬいた。海中に響き渡わたる狐狗裏の悲鳴。血しぶきが辺りに散る最さ中なか、空は、僕と春波とを繫ぐ縁にハサミを入れた。




「ぶはっ……！　ハア、ハア……！　空っ！」

　湖面に顔を出した僕は、辺りを見回した。近くに浮うかぶ小舟に向かって泳ぐ。足をかけて船に乗り込んだとき、湖面に顔を出したのはパーントゥであった。

「パーントゥっ！　空は……？」

　船へと上がるパーントゥは、小こ脇わきに空を抱だきかかえている。そしてその空は両手でしっかりと、浴衣姿の女性を抱きしめていた。

　放ほうり投げられるようにして、二人は小舟へと乗り込む。

　黒と白のストライプ生き地じに、赤の椿を散らした浴衣。気を失ったその人は、肩から血を流しながらも胸を上下させ、呼吸をしている。僕は彼女を知っている。しかし──名前が出てこない。

　大きく咳せき込む空に気づいて、僕はそのそばに屈み込んだ。

「大丈夫か、空。ケガは？」

　開口一番、空は「ばかっ！」と怒ど鳴なった。

「なんで手を引いたの？　つかめたのに！」

　小舟から落ちる直前、僕が空の伸ばした手を取らなかったことを責めているようだ。

「……いや。つかんでたらだって、君も落ちてたろうし」

「死ぬとこだった、さっき。溺おぼれて死ぬとこだった！　もう少しで……助けられないとこだった……！」

　その瞳ひとみが揺れている。その体が小さく震ふるえている。

　ああ。怖こわかったのだな。目の前で海に落ちた僕を見て。助けられないと思って。

「けど僕はちゃんと助けられた。聞こえたぞ。海の中で、君の声が」

　僕を見返した空の瞳が、大きく見開かれる。虹こう彩さいが潤うるみ、その目め尻じりに涙なみだがにじんだ。

「[image: ]大丈夫[image: ]って、言ってくれたな」

「うあぁ……」

　空がくしゃくしゃにゆがんだ顔を隠かくすように飛びついてきて、僕は体を仰のけ反らせる。

「でも切っちゃった！　あなたと春波さんの縁……！」

「いいよ」

「大切な物語だったのに。忘れちゃいけない恋こいだったのに」

「どうってことない」

「オバーなら、ちゃんと切れてたはずなのに……！」

「及きゆう第だい点だろ」

　僕は努めてそっと、空の頭に手を添えた。

「助けてくれて、ありがとう」

「う……あああん」

　緊きん張ちようの糸が切れた空は、ただの中学生に戻もどっていた。僕の胸にしがみついたまま、堰せきを切ったように声を上げる。閉じたその瞳から、滂ぼう沱だと涙がこぼれ落ちる。

「ああああああん……！　うああああん」

　コバルトブルーの湖面が、徐じよ々じよに光を失っていく。僕たちはまた、暗がりの中。常とこ闇やみがどこまでも続くような水面に浮かんでいる。

　いつの間にか波は穏おだやかになっていた。風も、雨もやんでいる。

　ひらり、頭上から舞まい落ちる一ひと枚ひらの花びらを見つけた。暗がりの中にあって白く発光しているような花びらは、次から次へと降ってくる。

　見上げた夜空で厚い雲が静かに動き、水面に柔やわらかな月明かりが差した。

　寂じやく寞まくの空に舞い散る天花は、花人ハナンチユの頭上に降り続いた。




　岩場に置いていたスマホが振しん動どうし、一通のメッセージを受信した。

　発信された日時は、一ヶ月ほども前の花火大会の夜である。

　──『いいよ。どこにいる？』

　それは花火を観みに行こうと言った、僕の最後のわがままに対する返信だった。

　しかし僕には身に覚えがなかったし、そのトークルームに書かれた数々の言葉を見ても、何一つ思い出せなかった。




　　　　×　　×　　×




　翌日、白結木島は騒そう然ぜんとしていた。

　一ヶ月ほど前から東京で行方ゆくえ不明になっていた女子高校生が、二〇〇〇キロメートルも離はなれた沖縄の離り島とうで発見されたのだ。騒さわぎになるのも無理はない。

　東京で僕を事情聴ちよう取しゆした刑けい事じがはるばるやってきて、僕は島の警察署へ連れて行かれた。帰りに乗る予定だった飛行機は勝手にキャンセルされ、島での事情聴取は二日間続いた。

　ウフチラガマにも連れ出され、あれやこれや訊きかれたが、縁を切られた僕の記き憶おくは多くが抜ぬけ落ちており、わからないものはわからないと答えるしかない。

　空を追って洞穴へ向かったあの雨の夜。僕は僕に憑いた何かを退治するために空と小舟へと乗り込み、誤って舟から落ちただけ。もっとも印象的な記憶は、沈ちん没ぼつ船だ。無数の魚と色いろ鮮あざやかなサンゴ礁。海は、コバルトブルーに輝かがやいていた。

　溺れた僕は空に助けられた。空は海中から、浴衣姿の女子高校生をも引き上げた。

　僕はいったい何をしてしまったのか。自分が障さわり人であったこと、この島には、僕を祟たたる何かを祓はらってもらうためにやって来たこと、僕が覚えているのはそれくらいで、どうして取り憑かれてしまったのか、どうやって縁を切ったのか、大事な部分が抜け落ちている。

　事情聴取中、何が食べたいかと問われ、沖縄そばをリクエストした。

　記憶をたどって驚おどろいたことは、僕がここ数日、異様なほどいなり寿ず司しに夢中になっていたということである。別にいなり寿司は嫌きらいではないが、旅先にまでプラスチック容器につめて持ち歩くほどでもない。いなり中毒者ジヤンキーか。まるで呪のろいである。

　警察署の食堂で食べた沖縄そばは、死ぬほどうまかった。自然と涙がこぼれてきて、麵めんと鼻水をすすりながら食べた。同どう伴はんした刑事が驚いて「どうした」と尋たずねたが、僕にもわからない。ただ「すごく腹がへっていて」と、泣きながら答えるしかなかった。

　事情聴取の二日目。ウフチラガマで発見された女子高校生が、搬はん送そう先である石垣島の病院で意識を取り戻したと聞いた。

　彼女は僕以上に記憶が曖あい昧まいで、この一ヶ月間何をしていたのか、どうやってこの島まで来たのか、額や肩に負った傷についてもわからないそうだ。

　しかしそれ以外に異常はなく、精神も安定していて、体調も回復に向かっているらしい。

「よかった」という言葉が思わず口を衝ついた。名前も顔も知らない他人の無事を、心から安あん堵どしている自分に驚いた。




　二日目の夕方に、僕は事情聴取から解放された。帰ってからは脳の検査が待っているということだったが、翌日のフェリー出発までは、自由な時間が許された。

　祀梨さんの旦だん那なさんがヒージャー汁じるを振る舞ってくれるということで、僕はテラスに一人座っていた。ラウンジの向こうのキッチンでは、旦那さんが料理するのを笑さんが手伝っていて、ときどき大きな笑い声が聞こえていた。

　まるで我が家のような安らぎがそこにはあった。僕は島にいすぎたかもしれない。

　斜しや陽ようを反射して煌きらめく水面を、ヨットが一艘そう横切っていく。

　寄せては返す波の音。疲つかれを知らないセミの声。ケッケッケッ──とヤモリが笑い、チリンとどこかで風ふう鈴りんが鳴る。心地ここちいい潮風が吹ふき抜けていった。

「おつかれさま」

　ふいに声をかけられて、振ふり返った先には、ワンピースを泥どろで汚よごした空が立っていた。




「もうサイアク……。せっかく着き替がえて来たのに」

　空は唇くちびるを尖とがらせて言った。ワンピースのスカートについた泥は、パーントゥに投げつけられたものらしい。ここに来るまでの間にやられたそうだ。

「あたしが新しい服着たら、絶対狙ねらってくんの。嫌いやがるのを見るのが楽しいんだよ。いじわるな神様でしょ」

　空はサトウキビに小刀の刃やいばを立てながら言う。それは片耳豚カタキラウワを追っていたあのとき、牛飼いの男からそれぞれもらった短いサトウキビだった。空が一いつ緒しよに食べようと持って来たので、僕も部屋から持ち出したのだ。

　僕たちはテラスのテーブルの席に並んで座った。一見して竹のようなサトウキビの食べ方がわからないと言ったら、空が「貸して」と手に取った。くだものの皮を剝はぐようにして、樹皮を削そいでいく。

「花人ハナンチユの仕事、再開したんだろう。今日は休みなのか？」

「あったよ、リゾート区で。人が虫に見えるんだって言う障り人。でも今日は調査だけして早めに切り上げてきたよー。事情聴取終わったって聞いたから」

「わざわざ会いに来てくれたのか」

「だって、明日あしたには帰るんでしょ。はいどうぞ」

　差し出されたサトウキビは、先せん端たんから三分の一ほど樹皮を剝がされていた。乳白色の繊せん維いが詰つまった中身は、メンマやタケノコを連想させた。カニの足から飛び出た果肉にかじりつくように、このメンマの部分へかじりつけばよいのだろうか。

「サトウキビはかじって汁を吸うんだよ。吸い尽つくしたら、あとはぺって捨てて」

「ガムみたいなもんか……？」

　ほれほれ、とうながされて、サトウキビを手に取った。いったいどんな味がするのか。黒糖の原材料であるから、甘いのだろうか──。前歯を使い、恐おそる恐るかじりついてみる。

　ちょっと嚙かんだだけで、じゅわっと液体がにじみ出た。

「うん。甘い……」

　それもさっぱりとした、ジュースのように澄すんだ甘さである。サトウキビ。きさま厳いかつい見た目とは裏腹に、中身はこんなにもトロピカルであったのか。

「ね。おいしいでしょ」

　まるで自分が褒ほめられたかのように、空は嬉うれしそうに笑う。

「ね。どこまで覚えてるの？」

　自分の分のサトウキビを剝むきながら、空はついでのように尋ねる。

「うむ……。何を覚えていたのかを覚えていないからな……。少なくとも、あの神かみ隠かくしに遭あった女子高校生や、僕に取り憑ついていたであろう何かに関してはまったく記憶にない」

「ふうん。あたしにビンタしたことは？」

「……あっ、それは覚えている。すまなかった。けどだって、おまえ、噓うそつくから」

「くふ。流威奈がよく真似まねしてるよ。『自じ暴ぼう自じ棄きになるのもいいかげんにしろ！』ぱしぃん。焦あせって出てくるところだったって」

「出てくればよかったのに」

　空の暴走で狐狗裏を油断させる作戦は、流威奈が考案したものだった。あの眼鏡は僕に空とケンカしているふうを装いながら、あのときも岩場の陰かげに隠れて見ていたのだ。

　小こ舟ぶねが戻もどって来るのを岩場で迎むかえ、空が泣いていることに気がついて、泣かせたなと僕を叱しかった。流威奈は僕に「空に頼たよらないで」と言いながら、結局僕が御嶽ウタキに向かうだろうと予測していたそうだから小こ憎にくたらしい。

「……痛かったなあ、あれは。まさか殴なぐられるとは思わなかったよ」

「一緒に死ぬとか言うからだ。亀浜氏や椛さんを蔑ないがしろにするから」

「わかってる。ちゃんと怒おこってくれるんだって……ちょっとだけ驚おどろいたよ」

　空はサトウキビを剝いていた手を止めた。

「ごめんね。あたしが未熟だったから、大切な縁えんまで切ってしまった」

「何度も言ったろう。切れと頼たのんだのは僕だ。後こう悔かいはしていない」

「それ、覚えていないからだよ」

　空は小さく笑う。

「春秋さんは人を好きになったんだ。傷つけるほど。傷つくほど。大切な物語だったんだ。だから。春秋さんが覚えていなくても、あたしが伝えるから。今日はそれを話しに来たの」

「……なんだ。サトウキビを食べに来たわけじゃないのか」

「当たり前でしょ」

　空はめんどうになったのか、小刀を机き上じように置いて、歯を使ってかみちぎるように樹皮を剝いでいく。野性味あふれるその姿に、つぶやく。

「記憶はなくしたが。楽しかった」

「うん。あたしも」

「……亀浜氏に言われたんだ。いい花人ハナンチユかどうかは、パーントゥとの関係を見ればわかるって。君たちはいいコンビだ」

「え……？」と僕を見返した空は目を丸くした。

「オバーにも見えてたの？　じゃあたしが[image: ]噓うそつき[image: ]だってことも……？」

「え？　見えてるどころか、パーントゥは代々花人の相棒だとも言ってたけど」

「え、それ聞いてないよ！」

　驚く空を横目に、僕はふと思い当たって考察する。

「……もしかしてなんだが」と僕は、ある可能性について口にした。

「それこそが資格なんじゃないだろうか。だってチョウチョの羽の色は、君も実際に見たわけではないんだろう。だから取り憑つかれた。……花人はみな噓をついていたのではないか？　チョウチョの羽の色がわかると。だからみな、パーントゥに取り憑かれる」

　これはただの憶おく測そくにすぎない。亀浜氏が亡なくなった以上、確かめようのない気休めでしかない。しかし空は「テキトーすぎる」と吹ふきだした。

「でも、そうかも。資格のないあたしが、本当に花人になれるのか、迷ってたとき。オバーは言ったの。テキトーでいいんだって。気負うことはない。肩かたの力を抜ぬいて、生きたいように生きればいいんだって。思い出や過去は振ふり返った先に続いているけど、これからあたしが進む先には、決められた道なんてない」

　海を見つめる空のツインテールを、潮風が揺ゆらした。

「だからあたしは、どんな道だって作ることができるの」

　それはこの子の本当の姿なのだろうか。本当の言葉なのだろうか。

　実のところ僕はまだ、疑っていた。あのときあの洞ほら穴あなで、空は狐狗裏を騙だますために情じよう緒ちよ不安定な一面を見せた。あれは演技であったと明かしたが、実はあの姿こそ本当の姿で、噓をついていたというのが、噓だったのではないか。空が花人を目指した理由はやはり憧あこがれや善意などではなく、贖しよく罪ざいで──椛さんのように人を助けることで、ありがとうと言ってもらうことで初めて、生を実感しているのではないかと。

　……だとしたら、僕の失った物語は、君を救うことができたのだろうか。

　サトウキビにかじりつき、「あまいねえ」と目を細める空。

　無む邪じや気きなその笑え顔がおを見ていると、ため息がでた。空に対してではなく、僕自身に対してだ。疑ったところで真実はわからん。訊きいてもはぐらかされるだけであろうし、真相を聞いたところで、どっちでもいいか。この島においては、テキトーでいいんだな、きっと。

　少なくとも僕は、この子に救われた。それは本当なのだから。




「空……。カナサンドー」

「ぅえっ!?」

　笑さんから教えてもらった方言を使って感謝を述べると、空は素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「……え、なんでぇ？」

　なんだ、照れているのか。僕は愉ゆ快かいになって繰くり返した。

「でーじ、カナサンドー、カナサンドー。カナサンドーだぞ、空」

「変なこと言うの、やめてよ……！」

「いいや、何度だって言ってやる。この気持ちは本当なんだ。僕は君に感謝している」

「ええ、ええ……!?　やめろってばあ！」

　耳の先まで赤く染めて、カナサンドーを連呼する僕の肩を拳こぶしで連打する空。

「まあ、ずいぶんと仲良しになったじゃない」と祀梨さんがラウンジから顔を出す。

「今夜はご馳走クワツチーだからね。空ちゃんも食べてって！」

　僕たち二人の間を割って、どんっ、とテーブルにヒージャー汁じるのナベが置かれた。

　笑さんや旦だん那なさんが、次々と料理を運んでくる。緑のゴーヤーチャンプルーに、赤いニンジンシリシリー。サクサクの衣ころもがついた白身魚は[image: ]おじさん[image: ]の唐から揚あげだと教えてもらった。めちゃくちゃうまそうではないか、おじさん。

[image: ]

　色とりどりの沖縄料理が次々と並べられていく。最後の夜の、宴うたげの始まりである。

　空はまだ頰ほおを赤く染めて、僕と目が合うと慌あわてて視線を逸そらす。

　この島にしか咲さかない花。白結木島に来てよかった。あの子に会えてよかった。ハイビスカスを耳につけなくとも、空は充じゆう分ぶんに可愛かわいかった。




　　　　×　　×　　×




『──まもなく、新宿。新宿。お出口は左側です──』

　電車のドアが開くと同時に、雪崩なだれのように人々が溢あふれ出る。僕も読んでいた本を閉じ、流されるがまま電車を降りた。ホーム沿いに巨きよ大だいな看板が並び、外国人のモデルが赤いルージュを塗ぬって微笑ほほえんでいる。どこもかしこも人で溢れていた。よくもまあこれだけの人間が同時に動き、肩をぶつけることなく歩けるものである。

　東京に帰ってきてすぐのころは、都会の街並みが懐なつかしく思えたものだが、三日も経たたずに馴な染じんだ。やはり僕は、都会の人間なのだ。

　八月もじき終わる。僕は元の受験生に戻もどっていた。

　島での生活による遅おくれを取り戻すべく、受験勉強に励はげむ。記憶の欠けつ如じよが著いちじるしい僕であったが、幸いにも英単語や方程式は覚えていた。おもに塾じゆくへ通い、ときどきこうして学校で行われる補習授業へ向かう日々である。

　島を発たつとき、空から「また来る？」と尋たずねられたが、曖あい昧まいに微笑むに留とどめておいた。

　バカンスはもう終わり。僕は受験生なのだ。何か重要な案件でもない限り、もうあの島を訪おとずれることはないだろう。記念にともらったクバ笠がさも、恐らく二度とかぶることはない。

　あの島ですごした日々は、僕の今まで培つちかってきた常識を覆くつがえすには充分だった。こうして日常を取り戻した今、思い返してみるとどこか夢を見ているようである。

[image: ]神々の住む島[image: ]──白結木島。あの島の空に舞う小さな花弁は、遥はるか昔から延々と受け継つがれている。花人と呼ばれる少女たちが、悪い神様から人々を救ってきた証あかし……本当にあるのか、そんな島。全部誰だれかのついた噓うそなんじゃないのか？

　旅は嫌きらいだ。勉強に集中したいのに、思い返すたび気持ちがフワフワしてしまう──。

　ふと、ホームの先に、歩いてくる女子高校生を見つけた。三角巾きんで片腕うでを吊つった彼女は、長身瘦そう軀くの男子高校生と並んで談だん笑しようしながら、人ひと混ごみをこちらへ向かってくる。

　僕は彼女を知っている。東京へ戻ってきてから、刑けい事じに連れられた病室で顔を合わせたこともある。お互たがいに初対面で会話は成り立たなかった。しかし去年の夏、僕は彼女に恋こいをして、約一年間付き合ってフラれ、へこんで狐きつねに取り憑つかれたらしい。

　まったくもって意味不明ではあるが、僕は空の語ってくれた僕たちの物語を、疑おうとは思わない。だから、彼女が僕を知らなくとも。僕は彼女を知っている。

　彼女の名前を、知っている。

　お互いに気づかないふりをしたまま、僕たちはすれ違ちがった。その瞬しゆん間かん──。

『ケケケ……』

　どこかで聞いたことがあるような笑い声が耳じ朶だに触ふれ、僕は振ふり返った。

　去っていく彼女のスカートから、真っ白な二ふた股またに分かれた尻尾しつぽが伸のびていた。まさか、狐？　僕と彼女との縁えんは切れたが、彼女と狐との縁は切れていなかったのか……？

　まあどちらにせよ、もう僕には関係のない物語か。

　狐の尻尾はすぐに搔かき消えてしまったが、僕はその背を写メに撮とっておこうという気になった。さよなら、春波。これが最後のお別れだ。と、そのとき──。

『──間もなく、一五番線に池いけ袋ぶくろ・上うえ野の方面行きがまいります──』

　轟ごう音おんとともに電車がホームへ滑すべり込んできて、彼女のスカートが大きくめくれる。

　カシャ、とその後ろ姿にシャッターを押した次の瞬間、股こ間かんに強い衝しよう撃げきを受けて、僕は少し浮ういた。

「んおぉおふっ……!?」

　膝ひざから崩くずれ落ち、振り返った先には子どもが立っている。

　片耳の欠けた豚ぶたの顔のフードに、新宿駅にいるはずもない裸足はだしのパンツ一丁姿。僕を見下ろし、してやったりと笑っているのは──片耳豚カタキラウワ。児女モードである。

『むいっ！』

「は……。はあぁ!?」

　踏ふみ下ろされる足からスマホを守りつつ、僕は叫さけぶ。

「おい、なんでっ！　なんでおまえこんなところにっ!?　ここ東京だぞ!?」

　片耳豚は踵きびすを返し、駅の階段へ向かって駆かけていく。周りの人々がその格好に驚おどろいて、自然と道が割れた。人混みに消えていった児女の背を見送りながら、僕は重大なことを思い出していた。

「……切ってもらってなかったっけ……？　あいつとの縁……」

　たしかうやむやになっていたような。あんな危険な子ブタと縁が繫つながったまま……となると。僕はこれからスマホをかまえてムラッとするたび股間を攻こう撃げきされるということ……？　いや、盗とう撮さつなどしないけどもさ。

　──これは[image: ]重要な案件[image: ]に違いあるまい。

　補習授業など受けている場合か。僕は空に縁を切ってもらうべく、スマホで一番早く取れる飛行機のチケットを確かく認にんした。







あとがき




　今作はキャラ有りき、舞台有りきの企画でございました。

　白ぱい狼らんさんの描かれた[image: ]空そら[image: ]が離島を舞台に元気いっぱい駆け回るようなファンタジーを、というのがいただいた仕事内容で、メールを受信した際は、「え？　どーしよ」と戸惑うばかりでございました。なぜなら僕は、人様の作ったキャラを動かしたことがない。

　いいのか。僕が動かしてしまうと、重く悲しいお話になってしまわないか……？　空ちゃんのあの弾けるような笑顔を曇らせてしまうのではないか……？

　ということで、僕のお話らしい根暗な主人公を置いて、彼が白狼さんの描いた離島──白はく狼ろう島じまを訪れ、空と出会う構図と相成ったのでございます。春はる秋あきがどんなに悲しく、つらく、卑しくとも、まあ大丈夫でしょう空ちゃんならきっと救ってくれるさ！　って感じで。




　日本やアメリカ、東南アジアなど様々な特色の混ざる沖縄の文化を、チャンプルー文化とも申します。僕のお話と白狼さんの描いたキャラクターが、ごちゃまぜにチャンプルーされた舞台が[image: ]白しら結ゆ木き島[image: ]となりました。

　そこで暮らすのは、天真爛漫で無邪気に笑う空。大人なのか子どもなのか、善なのか悪なのか──じっと見てると、この子僕のこと好きなんじゃないのかと勘違いしてしまうような印象を、白狼さんの描いた空から受けました。惚れた数は一度や二度ではございません。参考資料でいっぱい見てるからね！

　読者の方々におきましても、そんな空に振り回されながら、春秋とともにひと夏の白結木島を旅し、楽しんでいただけたなら幸いです。




　物語の都合上、従来の空や島の設定を変えたところもございました。変更を快く了承してくださった白狼さんには、感謝の念に堪えません。

　白狼さんのホームページ[image: ]白狼島（http://www.eonet.ne.jp/~fwkh4588/pairan.htm）[image: ]には、参考にした空のイラストがたんとございます。空や流る威い奈なと、もちょっと遊んでいたいってんなら、ぜひそちらの島もご訪問されるとよいでしょう。空のいろんな表情が見られて最高だから。めちゃくちゃ可愛いから。ぜひみんなもね、勘違いすればいい。




　また、白結木島を気に入っていただけましたなら、同じく沖縄の離島である[image: ]宇う嘉か見み島じま[image: ]をご案内いたします。こちらは危険度指数ＭＡＸの悪神、黒豚ウヮーガナシーが登場する島。『黒くろ豚ぶた姫ひめの神かみ隠かくし』はハヤカワ文庫ＪＡより刊行されておりますので、こちらも重ねてよろしくお願い申し上げます。




　担当編集の木田さんにも感謝を。楽しい企画に誘ってくださって、ありがとうございました。沖縄生まれでよかったです。空や流威奈に会えてよかったです。




　最後に。パーントゥは宮古島に伝わる行事、片耳豚カタキラウワは奄美大島に伝わる妖よう怪かいですが、創作に当たって設定を少々変えています。またニライカナイに関しても諸説ございます。

　それから、空の使う「大丈夫ヒージ」は、正しい沖縄方言ではありません。「いつも・普段」という意味の[image: ]ヒージー[image: ]が、間違った意味で使われるようになった若者言葉かと思われます。ただ僕たち世代は当然のように使っていた言葉で、方言もまた従来の言葉通り、世代によって使われ方が変わっていくというのもおもしろいかと思い、採用いたしました。




　そしてもう一コ最後に。春秋が意味を勘違いしている方言が一つだけあります。

「ありがとう」はウチナー口で[image: ]ニフェーデービル[image: ]。

[image: ]カナサンドー[image: ]は、「愛してる」です。
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